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宵の伯爵と新米メイド～甘く秘めやかな教育から今日も逃げられません～









プロローグ





　――二十三時。

　私は今夜も、功史朗こうしろう様の執務室、その奥の部屋へ呼ばれていた。

「下着を脱いで脚を開きなさい」

「はい、ご主人さま」

　言われた通りに下穿きを下ろし、かかとの低い黒靴は履いたままベッドに腰かける。両足を開き、Ｍ字に曲げた膝に腕を回すと、スカートが太ももまでずり落ちた。

　普段は布に覆われている部分にひんやりとした空気を感じる――功史朗様に見せつけるような恰好で――ここでこうして脚を開くのは何度目だろう。

　いつも恥ずかしい……思わず伏し目がちに顔を横に向ける。

　けれど、彼は目をそらすことを許してくれない。私の顎を指で挟み、クイッと自分の方に向けた。

「私を見ていなさい、今から絢子のここがどんな状態か、教えてあげるから」

　そう言って、もう片方の手で私の秘部を撫で上げる。思わず声が漏れた。

「ァアッ！　んっ……」

「絢子。お前のクリトリスはもうこんなに大きくなっているよ。どうしてだろうね？」

　私と目を合わせながら、人差し指と親指で私の赤い芽をもむような動作を、ゆっくりと、功史朗様は何度も繰り返した。

「ん……ッふ、ぅ……あッ！」

　呼吸が乱れて唇が開く。不安定な姿勢を保ちきれない彼の手が顎から離れ、私は膝に腕を回したまま、ベッドに背中から倒れこんだ。

　黒に近い栗色の髪がベッドに広がり、天井の明かりが秘部にまともに当たる。

　キッチリとメイド服を着ている上半身が、あらわな下半身の淫靡さをいっそう強めた。

　功史朗様は天井を向いた私の内ももに手を押し当て、さらに脚を開かせた。

「ああ……ぬらぬらと光って、絢子のここは本当にいやらしい」

　私を恥ずかしさに喘ぐ姿勢にさせて、さらに羞恥を煽る言葉を投げてくる。

「分かっているよ。いやらしい絢子はこうされるのを望んでいると」

　中指と薬指を蜜壺に挿し入れ、彼は親指の腹を私の赤い芽に押し当てた。

「アァァッ！」

　私がどんな声を上げようと、功史朗様は手加減などなさらない。

　親指は赤い芽の上で快感を引きずり出すように上下し、中に挿れられた二本の指が規則正しく律動する。

　その動きに容赦はない。まるで、機械のように。

「ん……あッ……、ッふ……っんんッ！」

「はしたない子だね、絢子。シーツにこんなシミを広げて」

　低く冷たい声には少しの優しさも含まれていなくて……でも、その言葉に私は、甘いため息を漏らしてしまう。

「ハァ……ア……ごしゅじ、ん様……ご、めんなさ……ぃ」

　勝手に達することは許されていない。

　功史朗様のお許しがなければ、イくことは許されない。

　私は右手の人差し指を口に含み、噛んだ。せり上がってくる波を押さえるために。

「ああ、また溢れてきた。昼間の絢子からは、想像も出来ない姿だよ。ここに触れられるのが、そんなに嬉しいのか？」

　私を責め立てる功史朗様の指と、言葉。

　彼の低い声は、優しくて穏やかな昼間の声と、この部屋で私を「教育」する時の冷たい声がある。昼間の声は好きだけれど……冷たい声で嬲られると、熱くなっていく私の身体があった。

『はしたない子』

　あぁ、本当にその通りだ。だんだん意識が、功史朗様の指の動きに侵食されていく。

　ふいに、功史朗様の指が私の身体から離れた。

　閉じていた目を開き、功史朗様を見上げる。

「ご主人様……？」

「達してしまいそうになっただろう？　駄目だよ。絢子がイっていいのは俺が許した時だけだ。教えただろう？」

　ベッドに片膝を乗せ、ベッドサイドに立つ功史朗様は腕組みをして私を見下ろしている。

「ふ……触ってもいないのにクリトリスがヒクヒクと動いているよ、指で弄って欲しそうに」

　Ｍ字に足を開いたまま、どんな風になっているか言われ、恥ずかしくて息が不規則になる。

「ん？　俺にこんなことを言われて、さらに蜜を溢れさせるんだね。こんな、いやらしい身体になるように教えた覚えはないが……ああ、そうか」

　功史朗様は人差し指の腹で蜜をすくいながら、唐突にぴんッ！　と赤い芽を下から上へ弾いた。

「アァっうッ！」

「絢子の」

　ぴんッ！　

「アッ！」

「身体は」

　ぴんッ！　

「やぁァッ！」

「男を」

　ぴんッ！

「んんッ！」

「上手に」

　ぴんッ！　

「んふぅッ！」

「誘う」

　ぴんッ！　

「くぅッ！」

「はしたなく」

　ぴんッ！

「ごしゅじッ！」

「いやらしい」

　ぴんッ！

「さまッ！」

「身体だな」

　ぐっ、と二本の指が再び侵入してくる。さっきよりもさらに、さらに深く。

「あああぁッ！」

　ぐちゅッ、ぐちゃッ、ぐちゅッ、ぐじゅッ……赤い芽を弾かれるたび溢れた蜜が、二本の指でかき出されるように前後し、シーツを濡らす。

　功史朗様は、自身の指で乱れる私を冷静に見下ろし、まるで実験を施しているように痴態を観察している。

「ご……じ……さ、ま……ァ」

　もう言葉をうまく紡げない。

「ん……？　あぁ、クリトリスも触れて欲しいのか？」

　功史朗様は天井を向いた私の内ももに手を押し当て、さらに脚を開かせる。

　上唇を舌で舐め、功史朗様は赤い芽を口に含んだ。

「……っ、ん……ぁ！」

　貪るように蠢く舌に触れ、急激な熱と刺激を与えられた私は思わず腰を引こうとしたけれど、上から押さえ込まれていて、まったく動けなかった。その間も功史朗様の唇と舌の動き、そして二本の指による裏からの刺激で、赤い芽はさらに大きく膨らんだ。

「ふ……ぅ、ッ……んァアッ！」

　蜜壺で指が動くたび、クチュ、クチュと音を立てる。

「また、大きくなったよ。絢子はこうされるのが好きなんだね？」

「そ……んな、こ……と」

「そんなこと、何だ？」

　功史朗様が赤い芽に甘く歯を立てた。

「やあぁぁぁあん！！　ぃやァ……ンッ！」

　強烈な快感が身体を突き抜ける。

　腰をねじって逃れようとしたが、功史朗様の腕力の前では、私の抵抗はあまりに無力だった。

「嫌なのか？」

　功史朗様が話すたび歯が当たり、突き抜ける快感が再び襲ってくる。

「クリトリスはもっと求めているようだぞ」

　やめて、そこでしゃべらないで……！！

「ほら、また蜜がこんなに」

　お願い……しゃべら、ないで……。

　強烈で、みだらで、甘い快感が私を支配する。

　赤い芽に舌を這わせながら、功史朗様は上目遣いで、

「いい景色だよ」

　私を見ながら冷酷に嗤う。

「あ……ごしゅ…ん、ま……もぅ…」

　蜜壺の中で二本の指が動くたび、クチュ、クチュと音を立てた。

　こんな刺激にずっとなんて耐えられない――息も絶えだえに許しを乞う。

　けれど、功史朗様による「教育」は今夜も始まったばかりだということを、私は知っていた。
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第一章　沈丁花







　もともと私は、梓家に出入りする戸浦とうら花木店の店員だった。

　実家にいる弟や妹達はまだ学費がかかる年齢なので、家計を助けるため早々に家を出て就職する道を選び、最初は遠い親戚のつてを頼って働き口を見つけた。

　でも、朝から夜まで拘束される紡績工場の少ない給金のほとんどを家へ仕送りし、ろくに食べることも出来ない日々。これではいつ倒れてもおかしくない――そんなことを思った矢先に、寮から工場へ向かっていた早朝、限界がきて道ばたで座り込んでいたところを、花の仕入れに市場へ向かう途中だった戸浦店長に助けられたことがきっかけで、戸浦花木店で働くことになったのだった。

　初めて梓あずさ家を訪れたのは、週に一度、館中の花瓶の花の手入れをする戸浦店長の手伝いとしてついてきた時だった。

　店長の小さなトラックで、黒い金属製の大きな門をくぐってゆるやかなカーブがいくつか続く坂道をのぼりきると、縦長の窓がたくさんついた、横長で三階建ての建物が目の前に現れた。

　白を基調としながらも窓枠と屋根瓦は濃い赤茶で、館の前の広い庭には小さな噴水と、よく手入れされた木が植えられている。

　表玄関周辺には石造りの重厚な装飾が施されており、洋館建ての邸宅という言葉がしっくりくる、大きなお屋敷だった。

　花瓶の水を取り替え、枯れかけの花を間引いて、まだ綺麗な花は改めて水切りをし、新しい花を追加して見栄えよく花瓶に飾り立てる。店長が作業をする間、水替えや水切りあとの茎の処分などの雑用をこなすのが、私に与えられた仕事だった。

　梓家では玄関ホール、リビングのソファ横、ダイニングテーブルの上、洗面台、トイレの棚、ゲストルームなど、至るところに大小様々な花が飾られているために、花瓶の花を替えるだけで半日はかかる。

　戸浦店長に助けられるまで、今日食べることにも困る生活をしていた私にとって、家中至るところに花を飾る、そして花を飾るために家の使用人とは別に花屋を雇うこの梓家は、自分とは全く別世界の人達が住むお屋敷だった。

「こんな生活をされるおうちもあるんだ……私なんて、このお屋敷に入らせていただくだけでも幸せで、お花が飾られたお部屋をいっぱい見られるなんて、夢みたい」

　店長によって美しく飾り直された、大きな花瓶の花の芳香に包まれる時が、私にとっての至福の時間だった。

　その後も毎週、店長と梓家を訪問するうちに仕事にも慣れ、小さな花瓶の内容は任せてもらえるようになった。ただ必死に店長の指示に従っていた頃に比べ、周囲を見ながら余裕をもって仕事が出来るようになっていると思う。

　梓家は、一階が主に来客をもてなすための造りとなっており、二階は洗濯やアイロン掛け用の部屋と使用人の部屋などで、三階は梓家の家人の部屋になっていた。

　花を取り替える作業があるのは一階と三階で、店長が担当する大きな花瓶は一階に多くあり、必然的に私が担当する花瓶は、梓家の家人が使用する部屋のものが多かった。

　三階で作業する時、部屋を掃除している使用人と顔を合わせて会釈をすることはあっても、梓家の方に会うことは全くといっていいほどなかった。自分たちのような業者が出入りする日は出かけているのだろうか。そんな日でも、使用人達は忙しく立ち働いている。

　作業表に書かれている三階の部屋の花瓶の手入れをすべて終え、店長の作業がまだあるなら手伝おうと、余った花と荷物を抱えて階段に向かって歩き始める。

　すると、いつもは閉まっている扉がひとつ、開いていることに気づいた。

　どなたか個人の部屋だろうから扉を閉めておこうと近づくと、窓から柔らかい光が差し込む、そう広くないその部屋の真ん中に、重厚な造りの木製の机と椅子があり、机の上には整頓された書類と、小さな陶器の一輪挿しが置かれてあるのが見えた。

　一輪挿しの沈丁花じんちょうげは、机の上に花が散り落ちて、葉だけが枝に残っていた。

　作業表にない部屋に入ることを特に禁止されてはいないが、個人のお屋敷なのだから、作業表以外の部屋へは入らないのがマナーとして正解だろう。そう思い一瞬躊躇したが、枯れた花をそのままにしておけない気持ちが勝った。

　小走りに三歩で部屋に入り、散った花びらを摘まんでごみ袋に入れた後、一輪挿しを手に持ってまた三歩で廊下に出る。

　葉だけの枝と中の水を捨て、余った花にあった沈丁花の、白い花のついた枝を一本水切りし、新鮮な水で満たした一輪挿しに挿す。

　外側の水滴を丁寧に拭き取ってから、素早く一輪挿しを机の元の位置に戻した。

　そして部屋のドアを静かに閉め、急いで一階へと向かった。




　　　　　◇◇◇




　今日の『宴』は、花見小路はなみこうじ氏の夏用別邸にて開かれている。

「いつもの通り、昼前には来てくれよ。功史朗がいないと女性たちが残念がるから」

　幼なじみの松小路まつこうじ寿久としひさが言うので、仕方なくやってきた。

　避暑に使う山の上の館は、まだ肌寒い今の時期には使用人すらおらず、貸し切って秘密の宴を開くには格好の場所だった。

　館に入る前に、いつもの仮面を着ける。

　昼間は寿久やその友人、あるいは女性の話相手をしながら、酒を飲んでゆるゆると過ごす。西洋の音楽が流れる大広間では、大勢の男女がワルツを踊り、楽しんでいる。

　そのうち日が落ちて、本当の『宴』が始まる。

　今夜は、女性の肌がひときわ白く映える満月だった。

　キャビネットにもたれて立つ俺と、その前にひざまづく女が満月の光に照らされ、床に影が黒く伸びる。

　淫らな音をたてて舌を使う女の目元は、蝶の仮面で覆われていた。

「……もういいよ。口を離して」

　女の顔に手を添えて促すと、女は咥えていた俺の身を、口から出した。

　顔を上げた女の仮面と濡れた唇が月明かりに照らされ、俺の下半身から白濁した液体が滴り落ちる。

　女はひざまづいたまま、まだ白い液体が残っている俺のそれに片手を添え、懐紙で丁寧に拭きとってから、もう一度ペロリと舐めた。

「ありがとう、よかったよ」

　女の口元を右手の親指でぬぐい、もたれていた舶来のキャビネットから立ち上がって服装を整える。

　月に背を向けると、自分の手元さえ暗くてよく見えない。手探りでズボンのジッパーを引き上げた。

「宵よいの君きみ、今夜は抱いてくださらないの？」

　立ち上がった女が、すっかり背広を整えた俺に、背後から腕を絡めてきた。

「月のものが終わったらすぐにおいで。そうしたら楽しもう」

「そうおっしゃって、以前も抱いてくださらなかったわ」

　咎めるような口調で、女は俺の身体に回した腕に少し、力をこめてくる。

　ゆっくりと振り向いて、女の顎の下にひとさし指を差し込み、上を向かせて口づける。

　しばらく舌を絡ませてからたっぷりと舌を吸い、唇を離す……月の光に照らされた女の表情は、蝶の仮面越しにも恍惚としているのが見てとれた。

「仕事を放り出して君と過ごすのもいいけれど、それじゃあ君の理想の男にはなれないだろう？　僕だってつらいんだ」

　女の耳元でそう囁いてから耳の穴に唇をあてて、スゥッと軽く息を吸い込んだ。

　体から力が抜けた女をソファに座らせる。

「では、またの夜に」

　そう言って月明かりに伸びる自分の影を追って歩き、女を残して部屋を出た。

　うす暗い廊下には、ぼんやりと明かりを灯したシャンデリアが下がっている。

　石造りの中央階段を降り、スリッパを履いたまま館の外へ出て、枯れた雑草が混ざった芝生の庭を数歩、歩く。

　目元を覆う羽根の仮面を外し、満月を見上げてため息をついた。

　あぁ、くだらない。

　今月二度目の『宴』――独身の紳士淑女が身元と顔を明かさず、奔放に遊ぶための集い。

　主宰は寿久だから身元は確かな人間だけが出入りしている事は承知しているが、彼以外の誰が参加しているのかは、知らない。

　今日も寿久に無理やり連れ出されたが、何度参加しても、多少の性欲が満たされるだけで、それ以外にはなんの面白みもなかった。

　戯れに女を抱いてみたこともあったが、妊娠させるかもしれない心配を思えば、手や口だけを使うほうが気楽で良かった。

「今夜の姫君も、宵の君のお眼鏡には適わなかったかい？」

　いつの間にか後ろに寿久がいて、声を掛けてきた。

　俺の、宴での通り名を「宵の君」と名付けたのは寿久だ。

「やあ光ひかる君きみ、僕はもう今夜は帰ろうかと思ってね」

　寿久は、宴で自らを「光る君」と称している。

　その通り名にふさわしく、寿久は華やかな雰囲気を持ち、女性に対して紳士的だった。

　そして紳士でありながら、女性に少し強引な近づき方をするのも彼の魅力の一つらしい。

「一度は拒否するのが淑女のたしなみなんだろうね。そしてそれを許さず甘く攻め込むのが、男のたしなみってものだよ」

　寿久に誘われて初めて『宴』に参加した時に、彼が言った言葉だ。

　宴での男女のふるまいについて、「宴の内容を分かって参加しておきながら、女性が恥ずかしげに逃げる仕草をするのは、いったいどうしてなんだろうね」と寿久に話すと、彼はそう言って俺を諭したのだった。

「夜が明けるまでまだまだ時間があるんだから、もう少しいいだろう？　もう家に帰るなんて、佐伯さえきさんを驚かせてしまうよ？」

『宴』に参加する日はいつも、「華族会館での勉強会のあと、松小路家やその他の子息の家で勉強会の成果を話し合うから泊まりになる」と、執事の佐伯には伝えている。

　実際は勉強会などなく、寿久がその時々に借用する館で昼間から仮面舞踏会を開き、早い時間から酒を飲み、そして意気投合した男女が二人で屋敷のどこかの部屋へ消えていく。『宴』とは、そんな密やかな火遊びを共有する集まりだった。

　そして俺の場合は大抵、寿久が女性を連れてきて、「よろしく」と部屋の鍵を渡されるのだ。

　この破廉恥なお遊びは夜が明けるまで続くのが常であり、何も知らずに主を連れてくるだけの運転手達も、そのつもりで夜は車の中で仮眠している。

　だから、今帰れば運転手にも家の者にも、迷惑がかかるのは確かだった。

「今夜はここで泊まることにするよ。誰もいない部屋を使わせてくれないかな。一人でゆっくりと眠りたいんだ」

「宵の君が早々に離脱だなんて、女性達になんと申し開きをしたものか……分かったよ、けれど　次の宴の時にはこんなこと、言い出さないでくれよ？」

　寿久は渋々といった様子で、三階の渡り廊下手前の部屋が空いてるから、と鍵を渡してくれた。

　彼とわかれて館の目的の部屋まで歩いていくと、途中、あちこちの部屋から男女のむつみ合う声や音が聞こえてくる。

　声が部屋の中まで響いてこないことを願いつつ、目当ての部屋の鍵を開け、スリッパを脱いでベッドに倒れ込んだ。




　　　　　◇◇◇




　夜が明けて家へ戻ると、屋敷中の花瓶の花が生気を取り戻していた。

　昨日は花屋が来る日だったのか――梓家の人間は今はもう俺一人なんだから、客など来ない屋敷の花瓶など、飾らずそのまま捨ておけばよいものを。

　しかし、屋敷の主人一人のために使用人を五名、両親がいた頃と変わらず置いている事と同様、花屋の経営や雇用のことも考えての、佐伯の差配なのだろう。

　幸い、祖父の代で行われた秩禄ちつろく処分で、祖父が政府から付与された公債などを銀行に預けたり、土地を他人に貸したりすることで、家督相続後も安定して不労所得を得られるようにうまく立ち回ってくれたお陰で、孫である自分の代になっても、経済的な心配をすることなく伯爵家としての体面を保つことが出来ていた。

　ゆうべの眠りは浅く、今になって少し眠気を感じる。

　三階に上がり、本を一冊とってから自室へ向かおうと書斎の扉を開けると、沈丁花の香りが部屋に漂っていた。

　机の上を見ると、だいぶ前に気まぐれに挿した一輪挿しの沈丁花が、美しく咲いている。

　……いや、一昨日にはこの沈丁花は、もう花が枯れかけていたはずだ。

　前にここで沈丁花が香っていたのはもう、三～四日も前だろうか。

　それに俺が挿した沈丁花は赤紫色の花だったはずで、白い花ではない。

　足音が聞こえたので廊下へ顔を出し、こちらに向かってきた佐伯に声を掛けた。

「この部屋の花瓶も世話するよう、花屋に言ってあるのか？」

「……？　いいえ、書斎は花を取り替える花瓶の作業表には載っていないはずですが、何かございましたか」

「いや、大したことではないが、沈丁花が美しく咲いていてね」

　佐伯が書斎に入り、机の上の一輪挿しに視線を向けた。

「確か、こういう小さな花器は、戸浦さんの助手が扱っていたはずです」

「助手？」

「はい。最近、戸浦花木店の店長は、手伝いの若い女性を連れていらっしゃるんですよ。くるくるとよく働くお嬢さんですから、きっと、この一輪挿しも彼女が綺麗にしてくれたのでしょう」

　ふぅん、と俺は独り言のように相づちを打った。

　仮眠するから昼前に起こすよう佐伯に告げてから、自室に入る。

　朝の光がまぶしい。窓のカーテンを閉めて、ベッドに横たわった。

　書斎に漂っていた沈丁花の香りが、まだ鼻の奥に残っている気がする。

　花屋の助手か……どんな女性なのだろう。

　勝手に書斎に入ったことより、作業表に無い一輪挿しに目を留め、花を生けていったことに興味を引かれた。
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　花の入っていない一輪挿しが視界の隅にある。

　でも、今の私にそれを気遣う余裕などとうになかった。

　功史朗様の指と舌は機械のように一定で、冷酷に、赤く膨らんだ芽に刺激を与える。そのたびにビクンと赤い芽が大きく動き、昇りつめそうになる。

　私は目を閉じたまま、何度も大きく息を吐いた。

「ご……主人さま、ぁ……お願い……いたし、ます……」

「何を」

　赤く大きく膨らんだ芽に舌を絡めたまま、くぐもった声で功史朗様がたずねる。

　唇を秘部に押し当てたまま話す功史朗様の歯が当たり、大きく膨らんだ芽はまた跳ねた。

「あァ……お許、しくださ……ぃっ」

　もう何度懇願したのだろう。昇りつめる快感が、自分自身で制御出来なくなりつつある。次にはもう、理性すら飛んでしまいそうなほど、甘やかで苛烈な刺激が私を支配しかけている。

　功史朗様が口を離し、顔を上げた。

「いやらしい絢子の達する様をこうして見ていてあげるよ。さあ、イく時はなんて言うと教えた？」

　自分の指による刺激で蠢くそこを、彼はただ無表情に真上から眺めている。

　私の息遣いと功史朗様の二本の指が動くグチュ、グチュという音だけが部屋に響く中、功史朗様は親指の腹を赤い芽に押し当てて指と同じリズムで動かし始めた。

　芽の先端を柔らかくほぐし撫でるような手つきに、狂おしい快感が身体の奥を突き抜ける。

「ン！　ぁ……ア！　い、やらし……い……絢子を……お許し、ください……ぁアッ……ご主人さまぁ……ッ！」

　目の前で見られながらなんてと思うと同時に達してしまっていた。

　ドクン、ドクン、ドクンと赤く膨張した芽が拍動する。そのたびに強い快感に支配されていく。

　膝に回していた腕の力が抜けても、脚はだらしなくＭ字に開いたまま痙攣する。

　功史朗様は、肩で息をする私の胸のボタンを、ひとつずつ、ゆっくりと外していった。
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　一週間前に沈丁花の一輪挿しを置いたあの部屋は、今日も扉が開いていた。

　一輪挿しが気になって机が見える位置まで近づくと、部屋の中には人がいた。

　洋装の背広を着た男性が一人立っており、片手を腰にあて、もう片方の手で開いている本に目を落としている。

　この屋敷で、使用人さん以外の方を初めてお見かけした――気付かれないよう、彼の視界に入らないうちにそっと引き返そうとすると、

「沈丁花を入れ替えたのは君？」

　部屋の中の男性が、視線は本に向けたまま、私に話しかけてきた。

　驚いて声が出そうになったが、やっとのことで息を呑み、小さく頷いた。

「はい。差し出がましいことを致しました。申し訳――」

「入りなさい」

　頭を下げ、謝罪しようとすると、こちらを向いた彼に部屋の中へと促された。

　低く、穏やかな落ち着いた声……けれど、仕える者を服従させる声だった。

「は……はい」

　不安を抱きつつも返事をし、部屋に入る。

　戸浦花木店の店員の白川しらかわですと名乗ると、彼はここの当主だと言った。

　この前は沈丁花の一輪挿し以外あまり詳しく見ていなかったが、部屋はいわゆる書斎だった。

　扉の正面にある縦長の窓からは、遠くにある黒い門扉と、そこからこの屋敷へと続く道が、レースのカーテン越しに見えている。

　机の周りは造りつけの木製の本棚が壁一面に天井まで続いており、そこには雑誌のような薄い本や、革張りの分厚い書籍など、様々な蔵書が大量に収められていた。

「すごい……」

　本棚を見上げ、思わず声が出る。

　学校に通っていた頃は、担任の先生に貸してもらった本を読むのが好きだった。一日で読み終えて、翌日には別の本と交換してもらうことも多かった日々。そのことを、この部屋の蔵書を見て思い出す。

「本が好きなのかい？」

「はい……こんな立派なご本は読んだことがありませんが、子供の頃から本を読むのが好きです」

　うっとりと、本棚の書籍を眺めながら返事をする。

「では読みたい本を何冊か持っていくといい。読んだら次に来た時に、この机に置いていきなさい」

「え!?　いえ！　いいえ、こんな上等なご本をお借りすることなんて出来ませんっ！」

　あわてて両手を胸の前で振る。

　この部屋に入ってからほとんど本棚しか見ていなかったが、言葉に驚いて彼の正面に向き直った。

　当主というには若い印象の彼は、細い黒縁の眼鏡をかけ、身長はすらりと高く、一八〇センチメートル以上は優にありそうだった。

　単に細いだけではない、しなやかな筋肉をまとった長身の彼の風貌は、ともすれば威圧的、あるいは冷淡とも見えそうなくらいに、美しく整っていた。

「それに、今は本を読む時間もありませんし……」

　彼から目を離せないまま、一歩後ずさる。

　手にしていた本を重厚な造りの机に置くと、彼は落ち着いた所作で椅子に座り、机の上で両手の指を組んだ。

　彼のよく手入れされた爪と節張った長い指を見た私は、男性の手を初めて美しいと感じた。

　おじいさまの本で見た、西洋の彫刻みたい……。

「花屋の仕事は忙しいんだね」

　彼の手元から視線を逸らす。

　人と話す時は目を見て話しなさいと言われて育ったけれど、彼と正面から顔を合わせて目を見て話すことは、なんだか出来なかった。結局、彼の鼻の辺りを見ながら話す。

「はい、おかげさまで色々な仕事をさせていただいております。最近は仕入れにもついていって、季節ごとの花の特徴なども勉強させていただいたり、新しく市場に出た花の名前を覚えたりすることも、大変ですが、楽しいです」

「花屋へは、家から通っているのかな？」

「今は戸浦店長のご厚意で、お店の二階に住まわせていただいております。田舎から出てきまして、最初は住み込みの寮に入って紡績工場で働いておりましたが、体を壊しかけておりましたところを店長に助けていただいて、そのまま雇ってくださいました」

　緊張して、余計なことまでぺらぺらとしゃべってしまう。

「そうか、大変だったんだね。それではなかなか、本を手にとる機会はなさそうだ」

「はい、自分で買ったりは出来ませんが、でも今は、戸浦店長に花の図鑑をお借りして、寝る前に少しずつ見たりはしております」

　ふ、と彼が口元がゆるませた。

「勉強熱心な上に、本当に本が好きなんだね」

　その柔らかな表情を見て、胸がキュッとなる心地がした。威圧的で冷淡な美しさとは違う、けれどやはりその表情から目が離せない。

　その後も、過去に読んだ本や出身地のことなどを、聞かれるまま答え続けて十分ほど話した後、再度勧められた本の貸し出しを丁重に辞退してから、部屋を出た。

　一階へ降りる途中に、二階の踊り場で階段を上がってきた戸浦店長と鉢合わせた。

「遅いから何かあったのかと思って。大丈夫だったか？」

「すみません、三階でこちらのご当主さまに話しかけられて、少しだけお話をしていました」

「え、功史朗様に!?」

　店長の素振りからすると、家人がいるのが珍しいのか、あるいは家人に話しかけられることがよほど珍しいのかのどちらかなのだろう。

　あの方、功史朗様とおっしゃるんだ……。

　朝の光を背に、静かに本を持って立つ彼の、美しい佇まいが心に残った。
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　衣服をすべて剥ぎ取られた後はずっと、頭を下げて四つん這いになったまま、ベッドサイドに立つ功史朗様から、激しく責め立てられている。

　けれど功史朗様の衣服は、はだけたベルトとズボンの前――私に打ちつける部分以外、いっさい乱れていない。

　功史朗様の両手につかまれた腰が後ろへ引きつけられるたび、身体の奥に繰り返し、甘く強烈な快感を与えられた。

「……っ！　こう、……ろぅ、さまッ……、もう……」

　功史朗様の動きが止まる。

　その瞬間、パシンッ！　と大きな音が鳴った。

「アァッ！」

　彼が私の尻を右手のひらで叩いた。

　音に見合う痛みなどなく、身体にただ劣情が募るだけの刺激。

「この部屋ではなんと呼ぶと教えた？」

　背後の、高く見下ろす位置からの低い声。

「も、申し訳ご……い、ませ……ごしゅじん、さま……」

「そう、いい子だね。言いつけを守らなくてはいけないよ」

　ぐいッ！　とさらに身体の奥深くまで突き挿れられた。

「あぅッ！！」

　功史朗様が背中に覆い被さるように身体を寄せてくる。

「お前の身体、どこもかしこも俺が躾けてあげよう」

　耳元でそう呟いたかと思うと、身体の下に回り込んできた功史朗様の右手が、大きく膨れ上がった赤い芽を撫で上げた。

「あぁン！　ご主人さまぁッ！」

　くちゅ、くちゅ、と彼の指の動きに合わせ、音がする。

「ア！　……あんッ！　……ンッ」

「あぁ、絢子のここは熱い……よく熟れているね。お前の蜜に濡らされて、ほら、指がこんなになってしまったよ」

　そう言ってご主人様は、濡れた人差し指と中指を私の口に差し込んだ。

「ん、ぅうッん……ふ……ッ」

「綺麗に舐めなさい。そう、舌を使って舐め上げたり、唇で軽く吸ったりするんだ」

　口に含まされた指に舌を絡ませる間も、後ろから突き上げられる。

「ンぁッ！　……んふぅッ！」

　自分の淫らな声に、身体の奥からさらに甘露があふれるのが分かる。

　二本の指に挟まれて、軽く舌が引っ張られる。夢中で指に舌を絡ませた。

「……そろそろ絢子を宴に連れていくのによい頃合いかもしれないね」

　うたげ……？　思考力の下がった私の耳に、功史朗様の聞き慣れない言葉が響いた。

「舌の動かし方を覚えて、上手にご奉仕してさしあげられるようになりなさい」

　まるで、他の誰かにご奉仕するように、と言われた気がした。
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　少し話をした花屋の助手が書斎を出ていき、彼女を乗せたトラックが帰ったあと、普段は来客がなければ入らない一階の客間に入る。

　美しく飾られた花を眺めていると、通りがかった佐伯に見つかってしまった。

「功史朗様。昨日、私が功史朗様のお部屋の机に置きましたご令嬢達の写真は、ご覧いただけましたか？」

　また始まった……――ウンザリして、聞いていないふりをする。

　両親が健在だった時から時々、どこかの令嬢に会う機会が設定されたり、写真が部屋の机に置かれていたりしたが、家督を相続してからは、ひっきりなしに見合い話がやってくる。

「聞こえないふりをしても無駄ですよ。よいお返事をいただくまで、何度でも同じことを申し上げます。功史朗様のお母上がお亡くなりになって三年、お父上がお亡くなりになってもう六年です。ご両親もどんなに功史朗様のこと、お家いえのことを憂いていらっしゃることか、この佐伯は心配で心配で、夜も眠れずおりますのに」

「眠れないという割にはいい顔色をしているね」

「よろしい、ちゃんと聞こえていましたね」

　軽くからかったつもりが、余計に逃げられない状況になってしまった。

「これも同じことを何度もお伝えしておりますが、家督相続は原則、嫡出長男子のみとなっておりますから、梓家が今後も安定して存続するためには、功史朗坊ぼっちゃんが早くご結婚なされて、お子を成していただくことが必定なのです」

　俺が聞きたくない話をする時、つまり説教する時は決まって、佐伯は俺のことを功史朗「坊ちゃん」と呼ぶ。彼からしたらまだ子供に見えるのかもしれないが、こちらはいい大人だ。

　退屈な長い話から逃れるように、花瓶の周りを歩いて佐伯の視線から隠れる位置に立った。

「坊っちゃんはこの家を一人で維持しているとお思いですか？」

　花で見えないが、佐伯の声ははっきりとこちらに聞こえてくる。

「おじいさまが陛下から賜った爵位、そして梓家のこの館。すべて使用人によって維持されている側面があることもご理解ください。使用人の一人である私から申し上げるのは憚られることではありますが、梓家が立ちゆかなくなるとはこれつまり、使用人、ひいては使用人の家族の生活も立ちゆかなくなるかもしれないのです。それは、ノブレス・オブリージュを自覚しているといえますか？」

　ノブレス・オブリージュ――『位高ければ徳高きを要す』を意味するフランス語だ。

　俺の幼少期の教育係もつとめていた佐伯に、ずっと言い聞かされてきた言葉。

　伯爵家として使用人の生活に心を砕くのも、徳高くあるべき者の務めだと言いたいらしい。

「なるほど、俺がとりあえず、よく知らないどこかのご令嬢を嫁に娶れば、梓家も使用人の生活も安泰というわけか」

　はぁ、と佐伯はため息をつき、お互いの顔が見える位置に移動してきた。

「この人とご結婚を、などとこちらから指名するようなおこがましいことは致しません。そのために、各名家から何枚もお預かりしているご令嬢達のお写真を、机の上に置かせていただいるのです。お写真をご覧いただいたのち、何度か実際に会われてみて、お互いのことを知る期間を持たれてみては、いかがですか」

『宴』で男性だけで話す場では、縁談に関して、結婚前の見合い期間のことも話題にのぼる。

　だいたい見合いとは名ばかりで、一度会ってしまえば女性から断りの言葉がない限り、その後は結婚に向かって予定が組まれていくというのだ。

　しかも女性側は両親から、断りを入れるなど家名にキズがつくような非常識なふるまいは許さないと、初めからきつく言い渡されているらしい。

　つまり、何枚写真があろうが、一人に会ってしまえばもう結婚は決まったようなものだった。

　ほぼ選択の余地がないままよく知らない相手と結婚して、快適な生活を送るのは難しいように思う。

　それは恐らく女性の側も同じで、不平不満の募る生活になるのではないのか。

　両親も、仲が悪いというわけではなかったが、「家のための結婚」であったことがよく分かる暮らしぶりだった。

　離れ座敷で過ごしている父がとりわけ楽しそうだったことを、子供心によく覚えている。

　いくら家の存続のためとはいえ、せめて少しくらいはお互いを見知っている間柄の女性と暮らせたらいい。

　目の前の美しい薄桃色の花を一輪、なんとなく右手に包み持ち、匂いをかいだ。

「花屋の、白川という助手だが彼女、本が好きなようだね」

　花の香りからか、白川絢子のことを思い出して、その名を口にした。

「……は、戸浦花木店の白川さんですか？　……そうなんですか」

　佐伯が怪訝そうに返事をする。

「だが仕事が忙しくて、今はあまり本が読めないらしい。この前の、書斎の一輪挿しに花を生けたことをみても、自分で考えて仕事をする頭の良さを持っているのに、このまま勉強の機会を持つことが出来ないのは、勿体ないことだと思わないか」

　そう話しながら、これはうまくいけば見合い話から話を逸らすことが出来るかもしれないと、思い始めていた。

「そうはおっしゃいましても、白川さんはうちの使用人ではありませんし、戸浦店長がお決めになることでしょう」

「だから、うちで雇ってやればどうだろう？　花瓶に花を生ける仕事を続けたいなら、花屋が来る日に一緒にやればいいし、うちの使用人になれば、それ以外の日は本を読んだり、学校で学んだ勉強の続きを教えてやることも出来て、あの助手にとっていい環境を与えてやれるんじゃないか？」

　そして、話を着地点に持っていく。

「使用人の生活のことを考えるのも俺の仕事なんだろう？　使用人に勉強の機会を与えるのは、ノブレス・オブリージュを自覚した行動だと思うんだが、佐伯はどう思う？」

　佐伯は俺に時折説教することはあっても、仕える者として主人に異を唱えることはほぼ無い。

「……そうですね、では一度、私のほうから戸浦店長に話をしてみましょう」

「ああ、頼むよ」

　そう告げて、客間を後にした。

　佐伯は恐らく、縁談話をうやむやにしたくて別の話を持ち出したことに、気付いているだろう。

　それでもとりあえず今日のところは、これで切り抜けられたから大成功だ。

　元々思いつきで話したことだから、あの助手が今回の話を断っても勿論かまわない。

　そして、もしこの話を受けて当家の使用人になるなら、女学校の勉強内容くらいは、俺が教えてやることも出来る。

　そうすれば、使用人に勉強を教えることに時間を割きたいからと、しばらくは見合い、ひいては結婚話からも遠ざかることが出来るのではないか。

　我ながら素晴らしい案を思いついたものだ、と思った。




　　　　　◇◇◇




　功史朗様と書斎でお話をした数日後。

　戸浦店長から一人で梓家に行くように言われ、仕事着のまま、迎えの車に乗って梓家を訪問した。花を持たずに訪れるのは初めてで、何の用件で呼ばれたのかわからず通された間で待っていると、現れた佐伯さんから「梓家に使用人として入りませんか」と告げられたのだった。

「店長の戸浦さんには私のほうから打診し、了承を得ております。白川さんさえよければのお話ですが」

「あの、執事の佐伯様でいらっしゃいますよね。どうしてこちらでのお手伝いをするよう、私にお声を掛けていただいたのですか？」

「当家の主人から、そのように指示を受けております」

　梓家の主人――一輪挿しの部屋のあの方が？

　確か、功史朗様とおっしゃるご当主様が、どうして私なんかを。気に入られるようなことはしていないし、むしろ勝手に部屋に入ったことを叱られても仕方ないような人間なのに。

　申し出を疑問に思っていることが丸わかりだったのだろう、佐伯さんが言葉を続けた。

「仕事ぶりをみて感心したと、おっしゃっておいででした。指示されて動くだけでなく、自分で考えて動く人材だと」

「そうなのですか、恐れ入ります……」

　評価されていると思うと嬉しかったが、やっと花の仕事を覚えたばかりだし、それにこの先、使用人の仕事が私に務まるのだろうかと、不安が先に立つ。

「近いうちに返事を聞かせてください。今日はこのままお帰りいただいて結構です」

　と、佐伯さんに玄関ホールまで送られ、来た時と同じ車で、戸浦花木店まで送り届けられた。

「思ってたより早かったね。どうだった？」

　店に戻ると店長から話しかけられた。

「佐伯さんから梓家の使用人にならないかとお声を掛けていただいたんですが、店長はこのお話、先にご存じだったんですよね？　どうしてあらかじめ教えてくれなかったんですか？」

「白川さんがどうしたいか、自由に考えてもらいたいからね。俺が何か言うと、白川さんのことだから、この店のために、とか余計なことを考えるだろ？」

「それは、今までこんなにお世話になっているんですから、当たり前だと思います」

　店の二階に、家賃を払うことなく住まわせてもらい、仕事に関する勉強時間ももらえる今の仕事場にいて、店のことを考えずにというのは、人間として不合格だろうと思う。

「うん、たぶん世話になっているから、とか考えるんだろうけど、この店で雇うことにしたのは俺が決めたんだし。白川さんが何か思う必要はないからね。むしろこれからのことを考えると、俺は梓家にいくこともいいんじゃないかと思うよ」

「え？　店長は反対じゃないんですか？」

　店長がそんな風に言うのは意外な気がした。

「もちろん白川さんのおかげで助かってることも多いから、うちを辞めてもらっても平気ってわけじゃないが、いつまでもここの二階で一人暮らしってわけにもいかないだろう？　将来のことを考えたら、花嫁修業って意味ではすごくいい話じゃないか？」

　店長が私のことを最優先で考えてくれていることを知って、余計にここに残りたくなる。

　でも確かに、ここにずっとお世話になるわけにもいかないし、実家に仕送りをするために働いている身なので、いずれ結婚を考えなければいけない頃になっても、花嫁修業のために実家に戻るというわけにもいかなかった。

　それに、と店長が続ける。

「あのお屋敷なら、花嫁修業しているうちに、縁談も世話してもらえるかもしれないしね」

「縁談だなんて、そんな先のことは今は考えられません」

　男性を好きになったこともないのに、結婚など、まだまだ具体的には考えられなかった。

「そんなこと言うけど、結婚を考える時期なんてあっという間にくると思うよ、女性は特に。うちのだって俺と結婚したのは十九の時だったから……白川さんは今、十七だろう？　二年なんてすぐだぞ」

　店長はこのお店の近くに家を建てて、ご家族で住んでいる。

　時々夕食におよばれする時に、仲の良い店長ご夫婦と、かわいいお子さん二人の様子をみていると、私もこんな家族になれればと、いつも憧れの気持ちがわいた。

　そうか、店長の奥様が結婚されたのは十九の時なんだ。それを知ると、確かにまだまだ先とも言っていられないんだと思った。

「とにかく、俺は反対じゃないどころか、むしろいい話だと思ってる。だから白川さんも、よく考えてみたら？」

「はい、考えてみます。ありがとうございます」

　それから数日考え、仕事終わりに、使用人の話を受ける旨を店長に伝えた。

「うん、それでいいと思う。休みの日とか、うちにまた遊びに来るといい」

　店長はそういって封筒を渡してくれる。

「今月の給金と、支度金。仕事を変わる時は、やっぱり何かと物入りだからね。遠慮せず受け取ってくれよな」

「ありがとうございます……！」

　店長の優しい心遣いや、ご家族と食事をご一緒させていただいた日のことなどを思い出して、気持ちがいっぱいになって、それ以上言葉が出なくなる。

「なに泣いてんだよー！　俺は来週も花瓶の手入れに行くんだから、これからも毎週顔を合わせるんだぞ。なんだったら、またあっちでの手伝いも頼むな！」

　背中をばんばん、と叩かれて、泣き笑いになった。

「はい……！」

　その二日後、店長と店長のご家族に見送られて、私は梓家からの迎えの車に乗って梓家へ向かった。












第二章　さざれ砂







　使用人としてこの家に入って初めにしたことは、他の使用人の皆さんへの挨拶だった。

執事の佐伯さんと車の運転手さん以外は全員女性で、中には私が花瓶の花の入れ替えをしている時にすれ違って、お互いに顔だけは知っている方も二人いた。

　顔合わせが終わると皆それぞれの仕事に戻っていき、部屋には佐伯さんと私だけになった。

「いま顔を合わせた皆さんは屋敷内の雑多なことをお願いしていますが、白川さんには主に、功史朗様のお世話係をしていただきます。それから、三階の書斎の本は好きに読んでいいと伝えるようにと、功史朗様からのご伝言です。あと、仕事に慣れて余裕が出来たら……まぁこれは仕事に慣れてからでよいでしょう。では、白川さんの部屋へ案内します」

「はい」

　佐伯さんの後ろをついていきながら、なんだか思っていた仕事内容とは違うような、と考える。

　もっと、お部屋の掃除とかカーテンや家人の服の洗濯とか、厨房仕事とか、そういったことを覚えていくと思っていたのだけれど。

　功史朗様のお世話って、何をすればいいんだろう？

　それにその功史朗様は、今日もご不在みたいだ。

「こちらが白川さんの部屋になります」

　二階へ上がった先、二つ目の扉の鍵を佐伯さんが開ける。

　佐伯さんに続いて部屋に入ると、壁際に戸浦花木店の二階から持ってきた、自分の荷物を入れてある柳行李やなぎごうりが、既に置かれてあった。

　部屋の中にはベッドと机と椅子、そして鏡台までしつらえてある。

　そしてベッドの上には、紺地の滝縞の着物一式と、洋装のスカートの服が置かれてあった。

「仕事服ですが、白川さんはどちらにしますか？」

　さっき会った使用人さん達は滝縞の着物を着て前掛けをしていたので、てっきり私もそれを着て働くと思っていたのに、どちらを、とはどういうことだろう？

「あの、他のみなさんは着物を着ていらっしゃいますが、どうして私だけ選択できるのですか？」

「みなさんに聞いていますよ、ただ、今まで洋装を選んだ人がいないのです」

　西洋文化の衣装より、着物の方が歳を経ても日本人らしい美しさが出る気がする。長く勤めるという心構えの面でも、かわいらしい洋装よりは、後々を考えて着物を選択した方がよいというのも一理ある。

　考えていると、佐伯さんは遠く何かを思い出すように洋装に目を留め、続けた。

「この洋装は先代伯爵である、功史朗様のお父上が英国へ留学された折、英国の使用人の服装が非常に機能的で動きやすく作られていることに感銘を受けられ、ご帰国の際に持ち帰られた服とその型紙を元に、作製されたものなのです。ただ当時から着用する使用人がおらず、現在は洗い替えを含めてこの二着だけがある状況です。英国では使用人のことをメイドといい、この服はメイド服といわれるものだそうです」

「メイド服……先代のご当主様の、思い入れのある洋服なのですね」

　そんな話を聞くと、断るのが悪いような気がしてくる。

「一度、袖を通してみませんか？　作業しづらいようであれば着物を選べば良いですし、そもそもこの二着しかないので、寸法が合わなければ着られませんが」

「では、一度試着させていただいてから、どちらの仕事服にするか決めてもよろしいですか？」

「ええ。では私は一階に戻っていますから、支度が出来たら先ほどの部屋へ来てください」

　佐伯さんは、そう言って部屋を出て、ドアを閉めた。

　ベッドの上の洋服を、肩の部分を両手でつまんで持ち上げてみる。

　花木店の仕事をする時は着物に洋装の前掛けはしていたけれど、着物の代わりに洋服を着るのは初めてだった。

　首周りに大きな白い飾り襟が付いた、肩から足元まで続く濃紺の洋服。その上に洋装の白い前掛けをするようだった。

　メイド服、とおっしゃってたっけ。

　メイド服とベッドの間には、白い下ばきのようなものも置いてあった。

　多分この服の中に着るものなんだろうけど、着方が分からないから、とりあえず、肌襦袢の上にこれを着てみよう。

　濃紺のメイド服をベッドに置いて、首元から下まで続くボタンを一つひとつ外し、包み紙を開くように左右に開く。

　へぇ、洋服ってこんな風になっているんだ。着物ほど前を重ねないけど、その代わりに左右の布を少しだけ重ねて、ボタンで留めてあるのね。

　帯締めをほどいて帯を外し、着物と長襦袢を脱いでベッドの上に置いて、肌襦袢の上からメイド服の袖に手を通す。

　前のボタンを一つずつ首元から留めていき、足元まですべて留めてから、鏡台の鏡に自分の姿を映してみた。

　よかった、裾が長いから、肌襦袢が足元から見えることはなさそう。

　髪はもともと後ろで一つにまとめているので、洋装にしても全体的にあまり違和感はないように思えた。

　そして一番心配だった寸法が、不思議なくらい自分に合っており、腕の上下やしゃがんだり背を反ったりするような動きにも支障はないし、大きすぎることもなかった。

　でも、肌襦袢の上に洋服だけなので、足元がスースーして落ち着かない……とりあえず前掛けの紐をきつめに結んで、洋服の裾があまり広がらないようにしてみた。

　着物の時は足袋に草履を履いて、このお屋敷ではいつも通用口で草履を脱いだあと、室内を歩くためのスリッパをお借りしているけれど、洋服で外出する時は、履き物は何を履くのだろうか。草履でいいのかな？

　鏡で自分のメイド服姿を見ながらそんなことを考えていて、すっかりこの仕事着で働くつもりになっている自分に気付いた。

　ベッドの上に脱いだままになっていた着物を衣紋掛えもんかけにかけ、長襦袢を簡単に畳むと、柳行李の上に置く。

　ここまで着替えをするだけでだいぶ時間が経ってしまったから、とりあえず足元はこのままで、一階に降りよう。

　もう一つの仕事着である滝縞の着物と、残ってしまった洋装の下着を手に持って部屋を出た。

　一階の部屋に戻ると、佐伯さんは大きな花瓶の下に落ちている葉をほうきで掃いていた。

「あっそんなことは私にさせてください！」

　荷物を手に持ったまま佐伯さんのそばへ駆け寄る。

　私の姿をひとめ見た佐伯さんが、ほうきを動かすのをやめ、にっこりと笑った。

「よく似合っていますね、寸法もぴったりのようだ。先代のご当主様も喜んでいらっしゃることでしょう」

「ありがとうございます、でもこの……洋服が……分からなくて」

　下穿きだということは分かっていたが、はっきりと口にするのは恥ずかしいので言葉を濁し、着物と一緒に佐伯さんに渡す。

「白川さんは裁縫は出来ますか？」

　私から荷物を受け取りながら佐伯さんが聞いてきた。

「はい、母からひととおり習っておりますので、襦袢や浴衣程度の服なら仕立てることは出来ます」

「そうですか、でしたら今着ているメイド服ですが、もし動きにくかったり、着る時に不便だったりするところがあれば、仕事をしやすいようにご自分でほどいて縫い直して使ってください」

「え？　先代のご当主様が持って帰ってこられた貴重な舶来の洋服の形を、変えてしまっていいのですか？」

「もともと仕事をする為のものですからね。着る人が使いやすくするのが一番良いのです。先代も、きっと同じように思われるでしょう。必要な物、布や裁縫道具は支給しますので、洗い替えを増やしておくのもよいでしょう。今あるメイド服は合いのものですから、早めに夏服を仕立てたほうが良いかもしれませんね。それからこれも、白川さんが着やすいように作り変えて使ってください」

　そう言って、さっき佐伯さんに渡した洋服用の下穿きを渡された。

「女性の使用人から渡せばよかったものを、配慮が足りず申し訳ないことをしました」

　やっぱり佐伯さんも、これが洋服用の下穿きだと分かっていらしたんだ。

「あ、いえ……。では、これは自分の部屋へ持っていきますね」

　平気なように振る舞い、下穿きを持ってもう一度、自分の部屋へ戻る。

　でもこれ、縫い直すにしても、これを身に着けること自体、慣れてないからどうしよう。

　その後、佐伯さんにお屋敷のなかを案内してもらった。

　といっても、花の入れ替えの仕事の時に一階と三階は見慣れている場所も多いので、これから新しく覚える場所は、使用人の生活空間のことくらいだった。

「ではひととおり案内は終わりましたから、昼食にしましょう。他の皆さんも時計が鳴ったら集まってきますから」

　背広の内側から懐中時計を取り出し、時間を確認しながら、佐伯さんがそう言った。

　時計が鳴ったら、とは玄関を入ってすぐの所にある大きな柱時計のことなのだろう。

　お客様と功史朗様が使われる玄関の横の、草履や外套を預かって置いておく小部屋の出入り口と、その柱時計は接していた。

　長針が十二のところと六のところにきたことを知らせる音は、ボーン、ボーンと、間近で聞くと本当に大きな音で、十二時ならそれが十二回鳴る。六のところではいつも一回。

　花の仕事でこのお屋敷に初めて入った時、音が鳴るのを知らずに柱時計のそばに立っていて、ものすごく大きな音が急に鳴って驚いたのをよく覚えている。あの時は「きゃあッ」と大きな声を出して、耳をふさいで座り込んでしまったっけ。

　三階で花の取り替え作業をしている時も聞こえたので、お屋敷のどこにいても、間違いなくあの時計の音は聞こえるだろう。

　一階の厨房の隣、使用人達が食事をする部屋で、厨房係の人が作ってくれた昼食をみんなで食べる。

　花の仕事をしていた時はおにぎりのお弁当を自分で作っていたので、他の人が作ってくれる食事をいただけるなんて、贅沢な感じがした。

　食事中にみていると、一番最初に働いた紡績工場では意地悪な人や、周りに馴染めなくて孤立している人なんかもいたけれど、このお屋敷ではそのようなことはなく、みんな生き生きと働いているようなので、これから一緒に働かせてもらう身としてすごく安心できる。

　私が滝縞の着物ではなくメイド服を着ていることにも「すごく似合ってる」や「着心地とか聞かせて」などの言葉をかけてもらえたから、自分ひとり違う服を着ていることにも、疎外感を感じることなく働けそうだと思えた。

　食後は、朝から使用人らしいことを何もしていないので、せめてもの思いで洗い物をさせてもらい、夕食の支度の野菜を洗うことなどのお手伝いをさせてもらった。

　少しだけ自室に戻り、柳行李の中の荷物を整理したあと、佐伯さんに聞いても特に仕事は無いようだったので、裏庭を散歩してみることにした。足袋に草履で、足元だけはこれまでと同じで歩く。

　花の仕事の際、戸浦店長のトラックで入っていた大きな黒い門扉や大きな庭と、屋敷を挟んで反対側にある裏庭だ。

　裏庭といっても、少し歩いたところに生け垣はあるけれど、明らかにその先にも続いている、広い庭だった。

　いま出てきたお屋敷からの目隠しのようになっている生け垣を抜けると、洋館造りのこちらのお屋敷とは趣の異なる、昔ながらの瓦屋根が立派なお屋敷が建っていた。平屋建てのその家はさほど大きくはないが、屋根の造作や玄関戸のしつらえなど、細かな装飾が入っていて、平民の家の造りではないことがすぐに分かった。

　他人の敷地に迷い込んだのかもと一瞬思ったが、佐伯さんが、向こうの山までが梓家の敷地だとおっしゃっていたから、ここも梓家の邸宅のはず。

　でも庭は最低限の手入れをしてあるだけで、家屋の雨戸は全て閉まっている。

　今は使っていないのかな……？

「さっきお庭を歩いていたら、向こうにもう一軒、瓦屋根のお屋敷があったのですが、あちらは今はどなたもお住まいではないのですか？」

　お屋敷に戻ってから、佐伯さんに聞いてみた。

「……ええ、あちらの離れは、今は使っていないんですよ。この屋敷だけでも、今の梓家には部屋が余りますからね」

　佐伯さんが一瞬、言い淀んだと感じたのは気のせいかな。

　そういえば最初に梓家のことを教えていただいた時、あの離れのことは何もおっしゃっていなかったから、あまり触れないほうがいいのかもしれない。

「そうなのですね。敷地内をお散歩するだけで迷ってしまいそうな広さですから、あまりウロウロしないようにします」

　離れの家屋へは近づかないようにします、という意味を込めてそう言った。

「そうですね、離れには夏場は山からマムシが下りてきたりもしますので、近づかないほうが安心でしょう」

　佐伯さんがそうおっしゃるなら、絶対に近づかないでおこう。

「そういえば佐伯さん、お仕事のことでお聞きしたいことがあるのですが」

「なんでしょう？　なんでも聞いてください」

　その言葉の通り、佐伯さんは気さくな笑みを浮かべている。

「私がこちらでさせていただくお仕事は功史朗様のお世話ということですが、どのようなことをすればよいのでしょう？　使用人の仕事といえば、炊事洗濯掃除といった、お屋敷全体に関わるお仕事をするものと思い込んでおりましたので、個人の方のお世話というのが、どういったことをすればいいのか分からなくて……」

「ああ、そうですね。私も含め、この家の使用人は恵まれておりましてね、実は本来の必要な人数の倍以上の使用人がいるんですよ。だから掃除も洗濯も、食事の用意も、充分に人が足りているのです」

「それでは、私が新しく入る必要はないんじゃありませんか？」

「正直なところを申しますと、その通りです。ただ、功史朗様が白川さんを当家の使用人にとおっしゃいまして」

　使用人が余っているのに、ご当主さまがおっしゃったから新しく入れる……？　お金持ちの方のお考えはさっぱり分からない。

「白川さんは、ノブレス・オブリージュという言葉をご存じですか？」

「はい、位高ければ徳高きを要すという、ご身分が高い方々の、一種の行動規範を表す言葉だと心得ております」

「その通りです。功史朗様が白川さんを使用人に望まれたのはその思いからで、意欲がありながら機会に恵まれない者に、教育の機会を与えたいとおっしゃっています。ですからここでは、使用人としての時間より、白川さんは勉強に時間を使うことのほうが多くなるかもしれません」

　使用人としての仕事はあまりなく、しかもお給金をいただいて勉強する？　やっぱり、お金持ちのなさることはありがたいけれど、よくわからない。

「そのようなありがたい機会をいただけるのは嬉しいです。けれど、やはり功史朗様のお世話というのが、よく分からないのですが、どのようなことをすればよいのでしょうか」

　小さなお子様だったら、お世話が必要なのは分かるけれど。

「ここの使用人は私以外は通いで働いていまして、夕食の準備を終えると、みな自宅へ帰るのです。功史朗様は夜遅くにご帰宅されることもありますから、その時のお出迎えやその後のお食事、ご入浴の準備などを主にお願いすることになると思います。今日も功史朗様はお出かけになっていますから、お帰りが遅ければさっそくお願いすることになるかもしれません」

「では、私がお役に立てるのは主に、他の皆さんがお帰りなったあと、ということでしょうか」

「そうですね。あと、朝に言いかけたことですが、ここに使用人として住み込むことに慣れたら、昼間は主に好きなことを勉強してもらう時間になるでしょう。三階の書斎を自由に使っていいので、何を勉強したいか考えておいてください」

「ありがとうございます。でも……本当にそんなことをさせていただいてよいのでしょうか」

　仕事の合間にといっても、その仕事もあってないようなものの気がする。

　フ、と佐伯さんが微笑んだ。

「そうですね、なかなか変わった条件での雇用ですが、功史朗様がお決めになられたことですから。さあ、今日もそろそろ他の皆さんは帰宅する時間です。一緒に通用口へ行きましょう」

「はい」

　帰宅する人たちは通用口から出ると、運転手さんの運転する車に乗って帰っていった。

　この館は梓家所有の小高い丘の上に建っているので、車で丘を下りて町に戻り、また朝は運転手さんが一人ずつ乗せてくるらしい。

　皆さんを見送ると、広いお屋敷に佐伯さんと二人になってしまった。

「あの……功史朗様は、今日は何時頃にお戻りになるでしょう？」

　二人になってしまって、何か話をしたほうがいいのかなと思い、佐伯さんに質問してみた。

「そうですね、早ければ二十一時、遅ければ明日の朝、ということもありますね」

　え、じゃあ佐伯さんはいつも功史朗様が帰ってこられるまで、長い時は朝まで待っていらっしゃるの……!?

「私もさすがに朝まで起きて待っているわけではありません。十二時を過ぎたら自室に戻って休むようにと、功史朗様から言われていますから」

　私が驚いた顔をしたからか、佐伯さんは笑いながらそう教えてくれた。

「ですから功史朗様のお世話を白川さんにお願いするようになっても、朝まで起きている必要はありませんからね。功史朗様はご自身のことは自分で出来る方ですので」

「あの……。それではますます私はこのお屋敷にいらないのではありませんか？」

　功史朗様のお世話と、それ以外は勉強をしていいと言われたことにも驚いたのに、功史朗様はお世話の必要がない方と言われてしまっては、私はいったいこのお屋敷で何をしてお役に立てばいいのか分からない。

「大丈夫ですよ。功史朗様がこの屋敷に白川さんをお呼びになったのですから。もし何もすることがなくて困ってしまったら、三階の書斎の本を全て読んでしまうことを目標にしてはどうですか？　それには、かなり時間がかかるでしょう。さ、功史朗様をお待ちしている間に夕食を済ませてしまいましょう」

　さもたいした問題ではないといった風に佐伯さんはこの話題を切り上げたけれど、時間が余る使用人なんて聞いたことがないし、その上、空いた時間は書斎で本を読んでいなさいだなんて。

　どうやら功史朗様の気まぐれでここに呼ばれたみたいだし、またすぐ気まぐれで使用人をやめてほしいと言われるかもしれない。

　次に戸浦店長がこのお屋敷にいらしたら、お仕事のことをまたご相談することになるかもしれませんとお伝えしてみようか、と思った。

　功史朗様のお夕食とは異なる献立だけど充分美味しい夕食をいただきながら、そんなことを考えていると、庭の向こうの門が開き、車の灯りがお屋敷に向かってくるのが窓から見えた。

「功史朗様がお戻りになりましたね。お出迎えに参りましょう。あぁその前に、お客様や功史朗様のおそばに立つ前には必ず、姿見で服装や髪に乱れがないか、確認してください」

「はい。かしこまりました」

　厨房にも、この食事用の部屋にも、その他使用人が出入りする部屋の出入り口には必ず姿見がしつらえてあって、鏡が多いお屋敷だと思っていたけれど、こういう目的で置かれていたのだと改めて知った。

「今日は私がお迎えしますので、白川さんは私がすることを見ていてください。といっても、出迎えてスリッパをお出しして、といった簡単なことばかりです。明日からは、世話係として白川さんが功史朗様を出迎えてさしあげてくださいね」

「はい……見学させていただきます」

　佐伯さんのすぐ後ろに控える。

　がちゃ、と観音開きの大きな扉が開き、書斎で初めて会ったあの方、功史朗様が玄関に入ってきた。

「おかえりなさいませ」

　そう言って佐伯さんがお辞儀をするのに合わせて、私もお辞儀をする。

「ただいま。出迎えありがとう。今日も無事、何もなかったか？」

　用意しておいたスリッパに履き替えながら、功史朗様が佐伯さんに話しかけた。

「良いことがひとつございましたよ。白川さんが本日から当家に入られました」

　佐伯さんに促されて、私は功史朗様の前に立った。

　三階の書斎で初めてお会いした時と同じ、背が高い功史朗様の、美しい彫像のような立ち姿に圧倒されそうになる。

「白川絢子です。本日からこちらでお世話になります、よろしくお願い致します」

「ああ、今日からだったね。よろしく」

　頭を下げている間に、功史朗様は廊下を歩き始める。

　佐伯さんがその後に続いたので、私も後を追った。

「功史朗様、お食事はいかがされますか？」

「……そうだな、軽く何か食べようか。佐伯はもう食事は終えたのか？」

「実は食事の途中でお迎えにあがりました」

「それは悪いことをしてしまったな、白川さんも途中だったのかな？」

「え、あ、はい！」

　功史朗様と佐伯さんのやりとりを聞いていたら急に話しかけられて、慌ててしまった。

「じゃあ三人で一緒に食べようか」

「功史朗様、白川さんを困らせるようなご冗談をわざとおっしゃらないでください。私どもは功史朗様のお食事のお世話が済みましたら、ゆっくりと後でいただきます」

　佐伯さんが、なかば呆れ気味に言う。

「別に冗談ではないんだけどね。では仕方ない、いつも通り一人で食事をするとしよう」

「では白川さん、今夜は私が功史朗様のお食事の準備をしますので見ておいてください。明日からは白川さんにお願いしようと思います。よろしいですか？」

「はい、よろしくお願いします」

　ダイニングルームの壁際に立って、功史朗様のお食事の準備とお世話をされる佐伯さんの動きを見学する。

　お食事のお世話というのは、戸浦店長のご家族と一緒に食事をさせていただいた時の、奥様の動きとさほど変わらない。畳の上の座敷机と床の上のテーブルの違い、そして並ぶ品数の多さが違う程度だ。

　佐伯さんの無駄のない滑らかな動きをすっかり真似るのはまだまだ難しいけれど、母に教えられた礼儀作法の応用で大丈夫そうなので、その点は安心できた。

「ご馳走様。美味しかったよ、ありがとうと厨房係に伝えておいてくれ」

「承知しました。いつもの通り、お伝えさせていただきます」

　功史朗様はいつも使用人にこうして声を掛けられるんだ、と少し驚いた。

　花の仕事で他のお屋敷に伺うことはあったけれど、功史朗様のように使用人に感謝の声をしばしば掛けられる方は少ないように思う。

　他の使用人の皆さんもご当主もいい方ばかりで、そんなお屋敷でご奉公させてもらえるのは本当にありがたいことだから、早く仕事に慣れてお役に立てるようになりたい。

　食事を終えられたので、佐伯さんが食器を片付けて厨房に運んでいった。

「白川さんといったね。君のこの屋敷での仕事などについては、もう聞いているかな」

　入れ違いで私がお茶をお持ちすると、功史朗様に話しかけられた。

「はい、他の使用人の皆さんが夕方に帰られて翌朝、出勤されるまでの間のことを申しつかっております」

「そうだね。昼間のことは？」

「それは……」

　他の使用人の皆さんがいる時間は、書斎の本を読んだり勉強したりすればよいと言われてはいるけれど、それをそのまま口にするのは、やっぱり後ろめたい気がするので黙ってしまった。

「佐伯に言っておいたんだが……伝わっていないなら」

「あ、いえ、佐伯さんからは、書斎の本のことや興味のある分野の勉強に取り組めばよいことなど、お声を掛けていただいております。ただ、使用人としてこちらのお屋敷にお世話になっておりますのに、そのようなことでよいのかと、戸惑っております」

「ああ、そういうことか。いいんだよ、使用人の数は足りているし、白川さんに勉強を教えることは、私にとっても有意義な時間の使い方になるから」

　功史朗様が、私に勉強を教える……という風に聞こえたけれど？？

「あの……私の聞き間違いだと思いますが、功史朗様が私に勉強を教えてくださるわけでは、ありませんよね？」

「私が先生では不服かい？」

　功史朗様が湯飲み茶碗を熱そうに持ってお茶を飲みながら、至極当然といった風情で答える。

「いえ、そのようなことは決してございませんが……」

「ならよかった。明日は出かける予定はないから、使用人の仕事が終われば書斎の隣の、執務室へ来なさい。楽しみにしているよ。では、ご馳走様」

　お茶を飲み終わった功史朗様は、ダイニングルームを出ていこうとする。

「ああ、そうだ」

　と、功史朗様は途中で立ち止まり、私のほうへ振り返り、

「メイド服、よく似合っているよ。まるで君のために仕立てたようだ」

　微笑んでそう言うと、浴室のほうへ歩いていった。

　似合っている……佐伯さんからも同じように言われたけれど、功史朗様からのその言葉は、胸が少し苦しくなる心地がした。












第三章　食指







　翌朝、六時から佐伯さんと一緒に功史朗様の朝食の準備をしていると、六時半頃に通いの使用人さんの皆さんが車に乗せられて屋敷に出勤してきた。

「白川さん、皆さんが出勤したのであなたの使用人としての仕事は夕方までありません。このあと功史朗様を起こして差し上げてください、外出の用事がないと朝寝坊されますので。それで、今日の予定を功史朗様に決めていただくとよいでしょう」

　通用口から入ってこられる皆さんに挨拶をしていると、そう言って佐伯さんに、「さあさあ！」と厨房から出されてしまった。

　仕方なく、佐伯さんに教えてもらった功史朗様の寝室へ向かう。

　階段を上がって三階の突き当たり。

　ひときわ大きな扉をノックする……が、返事はなかった。

「功史朗様、おはようございます。佐伯さんに功史朗様をお起こしするよう申しつかって参りました」

　やはり返事がない。

　いったん一階へ戻り、佐伯さんに、返事がないので扉を開けていいものかどうか分かりませんと、報告する。使用人として役に立てていない気持ちになるけれど、このお屋敷の主人の寝室の扉を、返事もないままに開けるなんて、私には出来ない。

「功史朗様、また夜更かしでもしたのでしょうかね、私が起こしに参りましょう。明日から白川さんも、私の起こし方を真似てくださいね」

　佐伯さんは、三階の功史朗様の寝室の前に到着すると、ノックしながら扉越しに話しかけた。

「功史朗様、おはようございます。今日はお出かけがないとのことですが、それでも朝はいつも通り起きていただかないと、使用人達に示しがつきません」

　返事がないとみると、佐伯さんは迷いなく寝室の大きな扉を開いた。

　広くて薄暗い部屋のなか、真ん中に置かれたベッドの掛け布団が少し丸まって、こんもりと盛り上がっている。

「功史朗様、おはようございます。本日も実に良いお天気ですよ」

　そういって佐伯さんは、頭上から足元まである大きな窓の、カーテンを勢いよく開いた。

　部屋の中が一気に明るくなり、日射しがベッドの枕元に当たる。

「うぅん……」

　不機嫌そうな功史朗様の声と共に、布団がさらに丸まる。

「そのような、いつまでも子供のようなことをなさって……！」

　佐伯さんが、功史朗様が深くかぶっている掛け布団を両手で勢いよくめくった。

　寝間着を着た功史朗様が膝のあたりまであらわになる。

　え、これを明日から私がやらなくちゃいけないの!?

　出来るかしら、私に。

「乱暴だな、佐伯は……」

「……お、おはようございます」

　掛け布団を剥ぎ取られ、まぶしさに片腕を顔に乗せている功史朗様に声を掛ける。

「え？　……あぁ君もいたの。おはよう」

　ようやく功史朗様がベッドから起き上がった。

「佐伯も人が悪いな」

　などと、ぶつぶつと何かおっしゃっている功史朗様の肩に羽織りをかけながら佐伯さんはテキパキと起床準備を進めていく。

「それでは早くお着替えになって、ダイニングルームへお越しください。今日はこの後、白川さんの勉強をみてさしあげるのでしょう？」

　こちらを見て功史朗様の視線を誘導すると、準備を終えた佐伯さんは頭を下げた。

「では、私は先に戻っていますので。白川さん、後はお願いします」

「え、あ……はい」

　返答を聞く前に、佐伯さんはさっさと部屋を出て、階段を降りていってしまった。

　まだ眠そうな功史朗様と、二人きり。

　功史朗様は床に足を下ろしてベッドに座り、眠そうにあくびをしてから伸びをした。

　寝間着の前が少しはだけて、肌があらわになる。

「あ、では、私も先に下りていますので」

「白川さん。今日のこの後の予定は？」

　一言断って功史朗様に背を向け、部屋を出ようとするもすぐに呼び止められてしまう。

　仕事が入っていればすぐに答えて出られたけれど、私の本日の予定はまだ決まっていない。

　功史朗様の正面に向き直り、言いつけられたことを復唱する。

「はい。あの……佐伯さんに、功史朗様と決めるようにと言われております」

「そう。じゃあ」

　功史朗様がベッドから立ち上がった。

　箪笥から洋服のシャツとズボンをだしてベッドの上に放り出し、おもむろに羽織りと寝間着を脱ぎ始めた。

　功史朗様の身体が視界に入らないよう、慌てて後ろを向く。

「……手伝ってくれないのか？」

　それは、着替えを手伝えということ？　私は確かに使用人だけど……。

「あ、あの、佐伯さんが功史朗様は身の回りのことはご自分で出来る方だとおっしゃっていましたので……」

「ハハッ、なんだバレてるのか。つまらないな」

　後ろを向いたまま話すと、功史朗様はからかい甲斐がないとすぐ着替え始めた。

「朝食を食べたら執務室へおいで。今後の予定を決めよう」

　着替えを終えた功史朗様は、部屋のすみに立つ私のほうへ歩いてくると肩に手を回してきた。

「えっ、あの……！」

　そのまま部屋の外へ歩いていくと、扉を閉めて私から離れ、先に歩いていってしまった。

　階段を降りていくスリッパの足音を聞きながら、功史朗様の寝室の前で立ちつくしてしまう。男の人に触れられるのなんて、戸浦店長に助けていただいた時以来だったから……びっくりした。

　功史朗様にとってはこんなこと、触ふれたことさえ忘れる程度のことなんだろうけど。







「白川さんが来てくれて、ほんとによかったわ」

「うんそうよね。おかげで夜勤をする必要がなくなって。ありがとうね」

　功史朗様が朝食を終えられた後で、他の使用人さん達と一緒に朝食をとっていると、そう口々に話しかけられて戸惑った。

　使用人として自分は不要なのでは？　と私自身が思い始めていたので、他の方たちにそんな風に思ってもらえているなんて、意外だった。

「そんな風に言ってもらえて嬉しいです、ありがとうございます。お仕事の量を考えると私なんてこちらでお世話になってはいけないのでは、と思い始めていたんです」

「そんなことはないわよ、私たちはみんな結婚していて外の家に帰らないといけないから、功史朗様のお相手をつとめることは出来ないもの。白川さんが来てくれたのは功史朗様にとっても、いいことなのよ」

「でも、昼間は勉強や読書をしていてもいいなんて言われて、そんな使用人なんて聞いたことなくて……」

「昼間は私たちがいるから、それでいいんじゃない？　佐伯さんからも、夜のことをお願いされているんでしょう？　なら昼間は勉強させてもらったらいいんじゃないかしら」

「そうなんですか……皆さんにそうおっしゃっていただけるなら、安心しました」

「ええ、これからよろしくね！」

　他の使用人さん達にそう言ってもらえて、疎ましく思われていないことに安堵した。

　夜に帰宅したい他の人達にとって、私が夜にこのお屋敷にいるだけで感謝してもらえるなら、ここに私がいてもいい理由になるなら。

　勉強したり、読書をさせてもらったりして自分の教養を高めることも、仕事のひとつと捉えてがんばろうと思った。

「さ、食事の片付けもやっておくから、白川さんは勉強しておいで。姿見で服装を確認することを忘れずにね」

　ニコニコとそう言われたので、功史朗様の執務室へ向かうことにする。

「はい……ではお言葉に甘えて、そうさせていただきます」

　功史朗様が普段、お屋敷内でお仕事をする時に使用するのが執務室だと、佐伯さんに教えてもらった。

　伯爵家のご当主が仕事をしているということが、私には信じられなかった。

　爵位をお持ちの方は土地をたくさん所有されているだろうから、小作人に農地として貸し出してそこから収益を上げるだけで、充分暮らしていけるはずなのに。

「ええ、確かに土地の賃借料や米などの作物で充分暮らしてはいけますが、その土地の管理や収益の帳簿をつけたりの、事務作業はありますから」

　どうして功史朗様はお仕事を？　と佐伯さんに質問した時、そのように答えが返ってきた。

「功史朗様はその他、ご友人の事業もお手伝いなさっておいでです」

　だからお仕事が忙しくて、翌朝にお帰りになることもある、とのことだった。

　花を生けるのに人を雇うようなお金持ちなのに、お仕事で忙しくなさってるなんて不思議……そう思いながら、執務室の扉をノックする。

「入りなさい」

　部屋の中から功史朗様の声が聞こえたので、扉を開けた。

「失礼致します」

「そこに掛けなさい」

　執務室には書斎と同じように大きな机が一つあり、功史朗様が座っているのと向かい合わせにもう一つ、椅子が机に向かって置かれていた。

「さっき言った通り、今日は今後の予定を決めようか」

　椅子に座ると、そう言って私の毎日の仕事の予定を聞かれたので、功史朗様のお世話以外は特に仕事がないことを伝える。

「じゃあ私がいない時は前に言った通り、隣の書斎を好きに使って勉強や読書をしなさい。そして、今日みたいに私がいる時は一緒に勉強をする。それでいいかな」

　はい、としか返事がしようがない。私は使用人で、功史朗様はこのお屋敷のご当主様だから。

「白川さんの興味のあることから勉強しようか。慣れてくれば他のことも勉強をすすめていけばいい」

　それからは、功史朗様がお屋敷にいらっしゃる時は執務室で勉強をみていただく日々が始まった。







　夜、他の使用人の人達が帰宅した後、執務室へ夜食を運んだりした時、少しおしゃべりをする時もあったりして、だんだん二人っきりで過ごす時間も緊張せずにいられるようになっていた。

　花の入れ替えでお屋敷に来る戸浦店長にも、みんなによくしていただいていると話すと、安心してくれた。

「今夜は、お夜食はどうなさいますか？」

　最近は夕食時に、夜食のことを功史朗様に確認するのが習慣になっていた。

「今夜もお願いできるかな。合わせて起きてなくていいから、白川さんが眠る前に持ってきてほしい」

　ほぼ同じように言われていたので、いつも「かしこまりました」と答えていたが、今日は以前から思っていたことを言葉にすることにした。

「功史朗様の良いように私をお使いください。何時でもおっしゃった時間にお持ちします。私の業務は夜の功史朗様のお世話をさせていただくことですから」

　すると、功史朗様は吹き出して、声をあげて笑われた。

　こんなに表情を崩して笑う功史朗様を見るのは初めて……私なにか、そんなに笑われるようなことを言ったの？

「夜の俺のお世話ね……その言葉の意味、分かって言ってる？」

　クックッ……とまだ功史朗様は笑ってる。

「あの……佐伯さんから私の主な仕事としてお願いされているのが、他の使用人達が帰った後の功史朗様のお世話をすることですので……他の使用人の人達からも、功史朗様のお相手をつとめられるのは私だけだからと」

　私がそう言うと、功史朗様はダイニングテーブルの席から立ち上がった。

「ご馳走様。やっぱり今日は夜食は要らないから。私のことは構わず寝なさい」

　最初は今夜も夜食をご所望だったのに、どうして要らないとおっしゃったんだろう……？

　少し気になりながら、さっさとダイニングルームを出ていった功史朗様の、夕食の食器を片付けた。







　その夜、眠りが浅く夜中に目が覚めた。

　眠る前に窓から見えていた月が、ベッドからは見えなくなっている。

　いま、何時頃なんだろう。一階の柱時計は二十二時を最後に朝の五時半まで鳴らないように調整されているので、時計のないこの部屋では何時か分からなかった。

　少しノドが乾いてる……お水を飲みに一階へ降りよう、とそう思って部屋を出て階段へ向かうと三階から足音が聞こえた。

　三階は功史朗様しかいらっしゃらない。ということは、まだお仕事をされているの？

　二階と三階の間、踊り場まで階段をのぼって三階の廊下を見ると、やはり功史朗様の、執務室の扉の下から明かりが漏れていた。

　夜遅くまでお仕事をされているなら、やはりお夜食をお持ちしたほうがよかったのでは、と思う。

　誰もいない一階へ降りると、廊下にところどころ明かりがあるだけで、しん、としていた。

　厨房の明かりをつけてコップに注いだ水を飲んでいると、冷蔵庫が目に入る。

　ふと思い立って、冷蔵庫から、今夜の夜食用に厨房係の人が用意しておいてくれた皿を取り出した。

　よかった、まだ氷は溶けきってないから冷蔵庫の中は冷えている。

　手早く冷蔵庫の扉を閉めて夜食の皿をお盆に載せ、厨房の明かりを消して、三階まで静かに階段をのぼった。

　執務室のドアを、いつもより静かにこんこんこん、と叩く。

「……誰だ？」

　功史朗様の、少し警戒したような声。

「白川です。目が覚めてしまいましたので、もしよろしければと思い、お夜食をお持ちしました」

　いつもならすぐ返事があるのに、扉の向こうの功史朗様は何もおっしゃらない。

　ガチャ、と扉が開いた。

　背の高い功史朗様の姿で部屋の明かりがすっかり隠れてしまって、逆光で功史朗様の表情が見えない。

「何時だと思っているんだ。こんな時間に、男性の部屋をたずねてはいけないと教えられていないのか？」

　少し怒ったような声。

「も、申し訳ございません……」

「まったく……入りなさい」

「はい……」

　ご機嫌を損ねてしまったみたいだから、早くお皿を置いて自分の部屋へ戻ろう。そう思って机にお皿を置いて、お盆を持って部屋を出ようとしたら、呼び止められた。

「待ちなさい。どうして夜食を持ってきたんだ？」

　何を言っても叱られそうな気がする……。

「目が覚めてしまい、お水を飲もうと思って廊下に出たら、三階からの足音と、こちらのお部屋の明かりに気がつきましたので、功史朗様がまだお仕事をしていらっしゃるならお夜食を、と思いました」

　功史朗様は何もおっしゃらない……こんなに怒らせてしまうならこんなことするんじゃなかった。

「一緒に食べよう。イヤでなければ」

　後悔し始めた時、私の横を通り過ぎ、功史朗様は部屋の扉を閉めた。イヤも何も、扉を閉められてしまっては、部屋に残るしか選択肢がなくなった。

　でも、さっきまで眠っていたし、ご機嫌を損ねた功史朗様となんて、きっと食べ物が喉を通らない。

「あの、イヤではないのですが、私は今は食欲がございませんので……」

「ではそこに座っているだけでいいから、私の休憩につきあってもらおう」

「はい……」

　いつもここで勉強をみていただく時に座る椅子に腰掛ける。

　夜食用に準備されていたのは、竹皮に包まれたおにぎりが二つだった。

　そのうちの一つを功史朗様が手に取り、包みをむいておにぎりをぱく、と口にした。

　水差しの水をコップに注ぐ。注ぎながら、温かいお茶を一緒にお持ちすればよかったと後悔した。

「ありがとう。美味しいよ、本当に食べないのか？」

「はい、結構です、ありがとうございます」

「それで、さっきの話だが」

　おにぎりを一つ食べ終えた功史朗様は、小さなため息をつく。

「こんな時間に男性の部屋を一人でたずねてはいけないよ、そんな無防備な姿で」

　と指摘する功史朗様に自らを改めて確認すると、寝間着のままで来ていることに気付いて恥ずかしくなった。胸の合わせの部分を右手できゅ、と握る。

「わかったかい？」

「けれども、私にとって功史朗様はこのお屋敷のご当主様で、いつもここで勉強を教えてくださる先生です。もちろん私も見ず知らずの方なら警戒しますが、先生を疑う理由など、ありません」

　思ったことをそのまま口にして、まっすぐに功史朗様を見て微笑む。

　こんな夜遅くまでお仕事をされている方を尊敬こそすれ、警戒する理由なんて何もない。

「それに、功史朗様の夜のお世話をするのが私の一番の仕事ですから」

　功史朗様がされているのと同じように、自分の仕事を忠実にこなす、ただそれだけだ。

　でも、なぜか功史朗様は眉をひそめ、上を向いて視線を左右に動かす。

「……それが、困るというんだ」

　そう言うなり立ち上がる功史朗様は横に来て私の顎に指をあてると、くいっと上を向かせた。

「男の夜の世話をするとはどういうことか、分かっているのか？」

　功史朗様は背を曲げ、今にもお互いの鼻が触れそうな近さで口にする。

　こんなに近くで誰かと顔を合わせたことがないから、反射的にギュッと目をつむってしまう。

「……まったく、君というやつは」

　フ、と笑って私の顔から手を離す功史朗様は、見下ろしながら私の髪を撫でた。

「男が顔を寄せている時に目をつむったら、キスされてしまうよ？」

「き、す……？」

「口づけることだよ」

　メイド服が似合っていると褒められた時と同じように、きゅう、と胸が痛くなる。

「君は平民の育ちでも教養があって感心しているけれど、男女の色事というものは、全く知らないようだね」

　家族のために働くことを選んだ私には、自分のために使う時間などなくて、むしろ自分の時間なんて要らないとさえ思っていた。

　――でも、ここでは自分だけの時間をくれる。自分だけに時間を割いてくれる人がいる。

　目を逸らしていたはずのものに、ふと手が届くと知ってしまえば、一瞬だった。

「では……私が知らないこと全て、功史朗様に教えていただきたいです」

　功史朗様を見上げて、何も考えず口に出してしまっていた。

　功史朗様は少し驚いたような顔をした後、すぐにいつもの表情に戻る。

　冷淡にも見えるくらい、美しい顔。

「そんなことを、軽々しく口にしてはいけないよ」

　確かに、何も考えずに口に出したけれど。

「誰にでもこんなこと、お願いしたりしません。功史朗様だから」

　そこまで言った時、再びかがんだ功史朗様に口づけられていた。

　――っ!!

　功史朗様の唇が柔らかく動き、私の唇をついばんで、程なく離れる。

「教えてほしいというのは、俺にこういうことをされるってことだ。わかったら、もう部屋に戻りなさい」

　背中に手を添えられて椅子から立ち上がったあと、扉へ促される。

　功史朗様の唇の感触だけが残っていて――口づけられたあと、何かおっしゃっていたけれど、頭には何も残っていない。

　ぼーっとしたまま、私は執務室を出ていた。







　……男女の事って、手紙をやりとりする時の書き方とかだと思ってた……。

　知らないことは知りたくなって調べたくなる質たちだけれど、知りたいと積極的に言ってはいけないことのような気もする。

　功史朗様に口づけられた唇を指で触れてみる……どきどきしたけど、嫌じゃなかった。

　部屋に戻っても、胸の鼓動は落ち着かない。

　なかなか寝付けなくて、うつらうつらしているうちに、空が白んできてしまった。

　もう起きよう……いつもよりかなり早いだろうけれど、着替えて一階へ下りた。

　まだ佐伯さんもいない一階は、しんとして自分のスリッパの足音だけが聞こえる。

　まだうす暗い厨房の窓を開けると、朝の澄んだ空気が厨房内のそれと入れ替わる心地がして、気持ちいい。

　時計をみると、まだ五時過ぎ。

　佐伯さんが下りてこられるにはまだ時間があるし、この空気のなかを散歩したくなって、通用口から裏庭へ出てみた。

　このお屋敷は丘の上にあるから街よりも日の出が少しだけ早いけれど、まだ太陽はのぼっておらず、それが余計に早起きを実感させる。

　しばらくの間たたずんで、昼間よりは薄い青色の空の下、野鳥の鳴き声に耳を澄ませる。

　スズメとハトと、あの声はヒヨドリ……あ、ウグイスもいるみたい。

　花の仕事をしていた時は街なかに住んでいたから、こんなに野鳥の声を聞くことはなかったし、花のにおいは嗅ぎ慣れているけれど、朝露に濡れた木々の緑にも匂いがあることを初めて知った。

　裏庭から建物沿いにゆっくりと歩いて表玄関まで回ると、お屋敷の中から柱時計の音がひとつ、聞こえた。

　五時半の、時計が目覚めた合図。

　そろそろ厨房へ戻らなきゃ。功史朗様の朝食を準備をするために通用口へ向かった。







「おや、おはようございます。けさはいつもより早起きですね」

　通用口の扉を開けると、部屋の中から佐伯さんに声を掛けられた。

「おはようございます。少し早く目が覚めてしまいましたので、お庭を散歩していました。こちらのお庭は、朝の澄んだ空気の中をお散歩できるので、すごく気持ちよかったです」

「そうですね、冬や雨の日以外は散歩するには良い庭です。そうだ。明日から、また早起きした時には功史朗様も誘ってみてくれませんか。昨日の通り、功史朗様は朝起きるのが苦手でいらっしゃるので」

「え……」

　功史朗様を？

　ゆうべのことを思い出して、すぐに返事が出来ず黙ってしまった。

「ハハハ、あんなに寝起きの悪い功史朗様を外に連れ出すのは確かに難しいことですね。余計なことを言いました、今言ったことは忘れてください」

　私が目をそらして黙ってしまったことを、佐伯さんは寝起きの悪い功史朗様を任せるのは、私には荷が重いと判断されたみたい。

　黙ってしまったことを変に思われるよりはよかったけれど、使用人としてのお役目はきちんと果たせるようにならなきゃ。

　私の第一のお役目は、功史朗様のお世話なんだから。

「ではそろそろ、功史朗様にお声掛けしてきます」

　朝食の準備もひととおり済んだ頃、佐伯さんに言って三階へ上がる。

　功史朗様、ゆうべは結局何時くらいまで起きていらしたんだろう。夜更かししていたのを知っているのに、いつも通りの時間に起こすのは酷な気もするけれど。

　突き当たりの扉の前で深呼吸してから、こんこんこん、と扉を叩いた。

「功史朗様、おはようございます。朝食のご用意が出来ました。ご起床の時刻です」

　……昨日と同じように、返事がない。

　もう一度深呼吸をして、思いきって扉を開けた。

「失礼致します」

　つかつかと入室し、カーテンを開ける。

「おはようございます。今朝もよく晴れたお天気です」

　こんもりとした掛け布団は、功史朗様の呼吸に合わせてゆっくりと上下する以外、動かない。

　どうしよう、佐伯さんみたいにお布団をめくるのは私にはとても出来ないけれど、功史朗様を朝起こすのは私の仕事だから……。

「あの、功史朗様。ゆうべ夜遅くまで起きていらしたのはもちろん存じておりますが、起きていただけないでしょうか。今朝も、美味しく朝食がご用意出来ておりますので……」

　やっぱり起きる気配がない。

「どうしよう……」

　思わず声に出してしまった。

「フ、……ハハッ！」

　丸まった掛け布団の中からくぐもった笑い声が聞こえた。

「え、功史朗様？　起きていらっしゃるのですか？」

　声を掛けると、掛け布団を勢いよく折って功史朗様が起き上がった。

「ゆうべ遅かったからもう少し寝ているつもりだったんだが、君の困っている声に思わず笑ってしまったよ。おはよう」

　いたずらっぽく笑う功史朗様のお顔、初めて見た。

「もう、功史朗様！　新入りの使用人をからかうような真似はご勘弁ください」

　くしゃくしゃの髪で笑っている功史朗様に向かって、私もつい笑顔で返してしまう。

「では私は先に下りていますね」

　功史朗様がベッドから下り、箪笥から服を出し始めたので一礼してから部屋を出ようとすると、また功史朗様は私を呼び止めた。

「少し左肩が痛くて上げ下げがつらいから、着替えを手伝ってくれるかな」

「肩を、どうかされましたか？」

「いや、たいしたことはないんだ。恐らく痛みはすぐに引くと思う」

「そうなのですね……もし手当てが必要でしたらおっしゃってください」

　功史朗様のそばへ寄って、寝間着の左肩を外す時や、シャツの左腕を通す時に左手を支える。

　指が功史朗様の肌に直接触れるたびにどきっとしてしまうけれど、これは仕事だからと一生懸命、自分に言い聞かせて。

　ズボンはご自分だけで大丈夫だろうから、腰のところで留まっている帯をほどくことはせず、離れようとしたら、腕をつかまれて箪笥と功史朗様の間に挟み込まれてしまった。

「え？　功史朗様……!?」

　近すぎて見上げることが出来ない。

　目の前に、シャツをはだけたままの功史朗様の肌がある――どうにかこの状態から逃れる手立ては、と左右を見回したけれど、功史朗様の身体から離れることは無理そうだった。

　功史朗様は私の耳に顔を寄せてくる。

「ゆうべ、知らないことすべて、私に教えてもらいたいと言ったね。それは今朝も変わっていない？」

「……はい」

「口づけたあとも？」

　ハッとして、返答できずに思わず目をつむってしまう。

　忘れたわけではないけれど、使用人としてちゃんと仕事をするために心の奥にしまっていたゆうべの出来事を、鮮明に思い出した。

　そして、その先も知りたい自分の浅ましさを少し恥じるけれど結局、探究心が勝ってしまう。

「はい。教えていただくなら功史朗様に、という思いは変わっておりません」

　目をつむったまま、正直に答えた。むしろ、目をつむったままだから言えたのかもしれない。

　クスっと笑って、功史朗様が体を離した。

「やめておいたほうがいいかな。そんなに怖がってる女性に手を出すほど、困ってはいないしね」

「こ、怖がってなんかいません！　少し驚いてしまっただけで……」

　着替えの続きをしようとする功史朗様にそう告げると、彼は笑って私の頭を撫でた。

「じゃあ今夜。執務室に、二十三時に夜食を持っておいで。男女の事を授業してあげるよ。ただし、気が向かないなら無理はしないほうがいい。来るも来ないも君の自由だし、来なくても使用人としての評価は変わらないよ。……あぁ、ベッドのシーツを替えておいてくれるかな」

　そう言って手早く着替えを終えた功史朗様は、先に寝室から出ていった。

　かしこまりました、と功史朗様の後ろ姿に返事をして、静かに高鳴る胸を押さえ、シーツに手をかけた。




　　　　　◇◇◇




　彼女をからかって着替えを手伝わせるために「痛い」と嘘をついた左腕を回しながら、階段を降りる。

　そうだ、彼女に興味を持ったのは自分で考えて仕事をするからだった。

　俺の夜の世話をするのが自分の仕事だなどと無邪気な顔で言うものだから、乱された心を悟られないよう、ゆうべは夜食を断ったのに。

　部屋の明かりを見て夜食を持ってくる彼女は、使用人として出来がいい。そればかりか、昼間にみてやっている勉強でも、きちんと女学校に進んでいれば、どの教科でも良い成績をおさめただろうと思える、飲み込みの早さだ。

　それだけ頭の回転が早く、知的好奇心も、向上心も持ち合わせた彼女なのに「お相手をつとめる」その言葉の意味すら知らない。

　真夜中に一人で男の部屋をたずねることを咎めても、信用している男性なら大丈夫と思い込んでいる。

　そのうえ自分が知らないこと全てについて、俺に教えを請いたいなどと。

　その言葉を諫めてもなお、「誰にでもこんなこと、お願いしたりしません。功史朗様だから」なんて、その悪気なく俺を煽る言葉に、無性に腹が立って口づけてしまったのは後悔していない。

　そんなに無防備でいるとこんな風にひどいことをされるぞと、警告したつもりだった。

　だがそれがかえって、自らの心を乱すとは。

　いい大人の自分が、五つも六つも下の彼女にいいように振り回されている――そんな自分に嫌気が差してふて寝していたら、何事もなかったかのように彼女が起こしに来るし、困った声のかわいらしさに、つい笑ってしまうし。

　いいよ、まだ俺に男女の色事を教えてもらいたいと思っているなら、教えてやろう。

　……今夜二十三時に、執務室をたずねる勇気があるなら。









第四章　甘糖楼







「そう、ここはこの公式を使って解くのが正解だね。ただし問われている解の単位に注意すること」

　昼間、書斎で勉強をみてくださる功史朗様は、どの教科でも分かりやすく説明してくださるし、質問にも、こちらが理解出来るまで丁寧に説明してくださる、本当に学校の先生みたい。

　でもこんなに素敵な姿の先生が学校にいたら、女子生徒はきっと、みんな浮き足だってしまうと思う。

　そんな方を独り占めして勉強をみていただけるなんて、私はなんて幸せなのだろう。

　それにしても不思議なのは、充分に足りている使用人を一人増やして、こうして勉強をみてくださるのは何故なのかということ。こうして私に教える時間を取らなければ、お仕事で夜更かしをする必要もなくなるのでは、と思うのに。

　ノブレス・オブリージュ。その言葉の実践とのことだったけれど、それなら今までも充分、ご身分の高さに応じた行いをされているはず。

「――さん、白川さん？」

　呼ばれてる！

「は、はい！」

　功史朗様を見上げて、あわてて返事をした。

「私の数学の授業は退屈だったかな。やはり本職の教師のようにはいかないね、興味を引く授業が出来なくて申し訳ない。今日はここまでにしようか」

「え!?　そんな、……あの、私、申し訳ありません！」

　私が失礼な態度だったから、ご機嫌を損ねたと思った。

「あぁ、怒っているわけじゃない。私の都合だよ、片付けておきたい仕事もあるから。君はここで読書の続きをしていなさい。私は隣の執務室にいるから、何か聞きたいことがあれば来ればいい」

　そう言って功史朗様は、室内の扉でつながっている、隣の執務室へ行ってしまった。

　書斎に一人残されて、読書の続きを、と思ったけれどあまり気が進まない……そうだ、功史朗様にお茶を淹れて持っていこう。

　一階の厨房へ降りて、使用人用とは別の、功史朗様用の茶葉を使ってお茶を淹れる。

　お盆に載せて三階へ持って行く用意をしていると、ちょうど佐伯さんが厨房に入ってきた。

「勉強の休憩ですか？」

「いえ、今日の授業は終わりと功史朗様に言われました。私が集中力を欠いていたせいですので、お詫びにお茶をお持ちしようと思いまして」

「そうですか。最近は功史朗様が家にいらっしゃることも多いので、毎日では集中力が続かなくても仕方がないでしょう。そんな日もありますからね」

　せっかく勉強の機会に恵まれているのに、と叱られても仕方がないくらいなのに慰められてしまった。これでは甘やかされてばっかりだ。私だけは、自分に厳しくいないと。

「ありがとうございます、でもこれからはこんなことがないように致します。では、功史朗様にお茶をお出ししてきます」

「ええ、足元に気を付けて」

　はい、と返事をして姿見で服装や髪を確認し、お盆を持つ。

　熱いお茶がお盆に載っているから、佐伯さんに言われた通り足元に気をつけて、三階まで上がった。

　執務室の扉をノックして開けると、功史朗様は机の正面から横に向けた椅子にもたれた姿勢で、目を閉じていた。

「功史朗様、お茶をお持ちしました。失礼します」

「功史朗様……？」

　お昼寝されてる？

　ゆうべ、夜食を持っていったのが遅い時間だったことを思い出した。やっぱり、寝不足でいらしたんだ。

　机の上にお盆のまま、お茶の用意をそっと置く。

　功史朗様が目を覚ます頃にはお茶は冷めてしまっているかもしれないけれど、目覚ましになるかもしれないし。

　なんとなく、部屋をぐるりと見回した。

　書斎とほとんど変わらない、あまり広くはない部屋。ただ、その広くない部屋の三方に扉がある。一つは廊下へ出る扉で、もう一つは書斎へ通じている。書斎と反対側にある扉は……廊下からみた間取りから想像すると、突き当たりの功史朗様の寝室につながっているのかもしれない。

　その後も部屋を見回していると、功史朗様の寝顔に視線がとまった。

　やっぱり……美しい横顔。

　以前、功史朗様の手を見て、西洋の彫刻のようだと思ったけれど、目を閉じている功史朗様のお顔もまさしく西洋の彫刻のよう。鼻筋が通っていて、まつげが長くて、少し憂いを感じさせるようなお顔立ち。

　ふだん勉強をみていただく時も、気後れしてしまって目を合わせることがあまり無いから、眠っている功史朗様の、少しうつむき加減の横顔につい、見とれてしまう。

　我に返り、起こしてしまわないように、廊下側の扉からそっと執務室を出た。

　書斎に戻って、昨日読んでいた本の続きを読んでいると、十七時を知らせる柱時計の音が聞こえた。

　徐々に暗くなっていったから気付かなかったけれど、すでに部屋の中はうす暗い。

　もうすぐ通いの人達は帰る時間だから、さっき持っていったお茶を執務室から引き取って厨房に戻ろうと廊下へ出ると、隣の執務室の扉が開いていた。

　既に無人になっている部屋の机の上には、用意したお茶も何も置かれていない。

　急いで一階へ降りると、厨房から功史朗様が出てくるところだった。きっとお茶を下げてくださったんだ、と思った。

「功史朗様、あの……」

「お茶、美味しかったよ。ありがとう」

　え、私がお茶を持っていった時は眠ってらしたのに、どうして私が持っていったことをご存じなの……？

「さっき、私の顔を見つめていたけど、何かついてたのかな？」

　そう言って功史朗様は、いたずらっぽく笑ってる。

「起きていらしたのですか……失礼致しました」

　恥ずかしくて下を向いてしまうと、私の耳元で功史朗様は言った。

「そうそう、今夜も夜食をお願いするよ。二十三時にね」

　二十三時――功史朗様と、今朝方お約束した男女の事を学ぶ時間。

　夜食のことは毎日指示されてるのに、今日はなんだかいつもとは違うように聞こえた。きっと私一人が気にしすぎているだけで、功史朗様が私をからかっているに過ぎない。そう思うだけで、やたらと騒ぐ胸の鼓動は少しだけ抑えられる。

「とにかく、二十三時にお夜食……だよね」

　言われた通り、世話係である私は仕事をするのみだ。







　通いの人達を見送ってから、功史朗様の夕食のお世話や自分のことを済ませると、もうすぐ二十三時になる頃だった。

　いつもより時間が過ぎるのが早い気がする。

　厨房の冷蔵庫から夜食のお皿を出し、先に準備しておいたお茶の用意と一緒にお盆に載せて、厨房の明かりを消すと、私は執務室へ向かった。

　執務室の扉を三回、ノックする。

「白川です。お夜食をお持ちしました」

「入りなさい」

「失礼致します……」

　扉を開くと、夕方に見た時より部屋が広く感じられた。

　窓を背景に置かれていた机と椅子が、部屋の真ん中付近から隅に動かされているのだ。

「あの、これは……」

「それは机に置いて、こちらにおいで」

　夜食を机に置いてから、言われたとおり、部屋の真ん中に立つ功史朗様の方へ行くと、手を差し伸べられた。

「手を」

　え、手…？　と戸惑いながら功史朗様のほうを見ると、いつもならこの時間はシャツをゆるく着崩した感じなのに、今夜はきちんとシャツを着用した、整った服装をしている。

　そのきちんとした格好で、かがんだ功史朗様に右手を攫われてしまうと、そっと手の甲に口づけられた。

「一曲、踊っていただけますか？」

　私の手を口元に添えて、かがんだ姿勢のまま私を見上げる功史朗様は、いつも私と話す時よりもかしこまっていて、いやに本気だった。

　……一曲、踊る？

「え？　……おど……え…!?」

　踊りなんて、夏の盆踊りしか思い浮かばない。

　唇が触れた右手を今度は肩の高さまで持ち上げた功史朗様は、空いている方の手を私の腰に回して、部屋の中を動き始めた。

　腰に回された手と握られた手で、私はただ功史朗様に振り回されるように動くだけ。

「いち、に、さん、いち、に、さん……私の動きに身を任せてごらん」

　スリッパがバタバタと音を立てて脱げそうになる。

「……っ（スリッパ脱げちゃう）！」

「スリッパを脱ごうか。私も脱ぐから、私の足の上に乗ってごらん」

　そう言って動きを止めた功史朗様は、ほら、と笑ってみせる。

「いいから。スリッパを脱いで」

　言われた通りスリッパを脱いで隅へ置くと、功史朗様が近づいてきて私の右足を持ち上げ、ご自分の左足の甲に、左足を持ち上げるとご自分の右足の甲に乗せてしまった。

「いけません功史朗様！」

　両足で功史朗様を踏んづけてしまってる！

　慌てふためく私をよそに、さっきまで朗らかな顔をしていた功史朗様は、眉根を寄せて顔をしかめた。

「足は下ろすな。ワルツのステップを教えてあげるから、このままにしていなさい」

「でも功史朗様を踏んでしまっています……！」

「大丈夫だから。左手を私の背中にしっかり回して……そう。じゃあ、いくよ」

　言われるがまま、功史朗様のレッスンによって、ワルツが始まった。

「背中から頭まで直線になるよう意識してごらん。そう、いいね。いち、に、さん、いち、に、さん……あぁ、頭をふらつかせないように」

「は、はい……っ」

　両手両足を功史朗様に預け、クルクルと軽やかに部屋の中を回る。功史朗様の思いのままに私の身体は動かされ、まるで糸でつるされた操り人形のようだった。

　でもそれは決して嫌ではなく、目が回るのとは違う、ウットリした心地。

「これがワルツのステップだよ、三角形に足を運ぶ。ダンスは男性が動きを誘導するからそれに従えばいい」

　耳元で功史朗様の声を聞きながら、ステップは続いた。

「目を閉じてごらん。そのほうが動きを追いやすいだろう」

「はい」

　どこを見ていいか分からなかったから、目を閉じたほうが緊張しないで済む。

　目を閉じてみると、確かに三角形に体の重心が移動している。功史朗様の手が温かい。それに、功史朗様から良い香りがする……白檀びゃくだん？　伽羅きゃら？　ううん違う、でも何か甘い香りだ。目を閉じていると、視覚以外の全部の感覚が研ぎ澄まされていくみたいで心地よかった。

　そのとき、ふと功史朗様の動きが止まる。

「……功史ろ――」

　どうしたのだろう、と確認のために薄目を開けると同時に私は口づけられた。

　驚いて目を開くと、真正面に功史朗様のお顔があった。目が合って驚き、また慌てて目を閉じると、功史朗様の楽しそうな笑い声が耳をつく。

「……そんな、男を誘うようなウットリとした顔をしていると、簡単にキスされてしまうぞ。何を思っていた？」

　またすぐに口づけられそうな近さで、功史朗様が聞いてくる。

「えっと、体が三角形に移動してるってことと、功史朗様はいい匂いがすると思って……」

　目を閉じたまま心の中を正直に話してから、恥ずかしいことを口にしたと気付き、耳まで赤くなるのが分かった。

　ずっと握られていた右手がほどかれて、功史朗様の両手が私を抱き締めた。

　右手をどうしたらいいか分からなくなり、おそるおそる功史朗様の背中に添える。

　服に直接触れ呼吸をすると、やっぱり功史朗様から少し甘い、良い香りがした。

　どうして私、抱き締められているの？　その答えは単純だ。……男女の色事の授業だから。

　功史朗様の腕が、私の身体から離れた。

「今日の授業はここまでにしよう。明日、また同じ時間においで」

「はい、かしこまりました……ありがとうございました」

　功史朗様の足から、支えられながら足を下ろす。

「夜食をありがとう。おやすみ」

　隅に置いたスリッパを履き直して扉前で振り返り、一礼する。

「おやすみなさい、失礼致します」

　微笑みを浮かべる功史朗様に見送られながら、静かに扉を閉めた。







　二階へ降りて自分の部屋に戻ってもなお、功史朗様の足の上で踊ったワルツが体を揺らしているような気分だった。

　座るつもりが、パタン、と上半身をベッドに横たえた。

　また、功史朗様に口づけられた……唇に指で触れる。

　いつも少し唇が触れる程度だけだけど、どきどきする。でも、功史朗様にとっては気楽に何度もできる程度のことで、犬や猫にするのと同じようなものなのかもしれない。

　知らないことは知りたい。それは学校の勉強でも花のことでも、興味が湧いたことにはいつもそう思う。でも、「男女の事」は、あけすけに誰にでも質問できることではないことも分かっていた。それなのに、どうして私は功史朗様には教えてもらいたいと思うんだろう……。

　そう考えていると、窓辺の月はもうすぐ夜空の頂点にさしかかろうとしていた。

　早く寝ないと。もうすぐ日付が変わる頃だから、明日起きるのがつらくなってしまう。

　ボタンを外そうと唇から指をそのまま首元へずらした。

　――あれ、ボタンが二つ外れてる。

　ボタンが飛んでしまった!?　舶来ものだから替えがないのに！

　驚いて起き上がり服を見ると、しかしちゃんとボタンは服についていた。

　よかった……でも、執務室へ上がる前に厨房の姿見で、服装が乱れていないことをちゃんと確認したのに。

　それとも……功史朗様がボタンを外した？

「まさかー」

　自分の考えに思わず笑いながら寝間着に着替えて、明かりを消してベッドに潜り込んだ。




　　　　　◇◇◇




　翌日も、二十三時に夜食を持って執務室へ。

　今夜も功史朗様はきちんとした服装をなさってる。

　机と椅子は隅に置かれていて、踊るための広さが確保されていた。

　昨日と同じように夜食を机の上へ置いてから、スリッパを脱いで功史朗様のそばに立つ。

　功史朗様が出した左手に吸い寄せられるように、右手を乗せた。

「ダンス……踊りに誘われた時は、『よろしくお願いします』と、首を少しだけ横に傾げて、笑顔で返事をするといい」

　そう言って功史朗様はかがむと、私を見つめたまま、手の甲に口づける。

「一曲、踊っていただけますか？」

「はい、よろしくお願いします」

　功史朗様に教えられたとおり、少し横にうなずく感じで返事をした。

　目を合わせることも難しいのに、上手に微笑むことなんて出来たかどうか、分からないけれど。

「昨日のように足を乗せて」

「でも……」

「大丈夫だから。それに、慣れずに踊るとどちらにしろ、男性の足を踏むことになる」

　そう言われて、申し訳なく思いながら、功史朗様の足を、また両足で踏んづける形になる。

「踊るよ？　いち、に、さん、いち、に、さん……ほら、頭がふらつかないように……」

　目を閉じて功史朗様に身を任せていると、だんだん次に足がどこに移動するかが分かるようになってきた。

　重心を移動する瞬間、次に動く足から体重を移動させながら、功史朗様と同じ方へ足を動かす。

「上手になってきたね。やはり飲み込みが早い」

「ありがとうございます、あの、足を降ろして踊っても、よろしいですか？」

　功史朗様の動きが止まる。

　足を功史朗様の足の甲から降ろして、再び踊り始める。

　あ、心地いい……功史朗様に導かれるまま波に揺れるような……目を閉じて、うっとりと波に身をゆだねた。

「……男性はどうして、女性をダンスに誘うと思う？」

　踊りながら、功史朗様に聞かれた。

「ダンスが楽しいから、ですか？」

　今、自分が楽しいから、そのままを答えた。

「それもあるだろうね。でも、ほとんどの場合、ダンスの後を期待して誘うんだよ」

「ダンスの、あと……？」

「そう、例えばこんな風に」

　緩やかなリズムは、目を閉じている身にはとても心地いい。けれど、ただ緩慢な流れに身を委ねているだけでいいのかな――功史朗様が立ち止まると、不意に唇に柔らかな感触があった。

「ん……！」

　さらに唇にヌルリとしたものが触れる――功史朗様の舌が、私の唇を開かせて口の中をうごめいていた。

　ぴちゃ、ぬちゃ、と口元からなんだか恥ずかしい音がする。ふらついた私を功史朗様の腕が抱きとめ、さらに深くなる。

　功史朗様の唇と舌は、次第に頬から首筋を下がっていった。

「こ、しろう……さま……？」

　体じゅう、力が入らない。倒れてしまうのが怖くて、功史朗様の服を必死につかんだ。

　すると、縋るような格好になっている私が面白いのか、微かな笑みを浮かべた功史朗様の吐息が頬に当たる。

「男はね、女性を手に入れたくてダンスに誘うのかもしれないよ……こんな風に」

　胸元の肌に功史朗様の指が当たった……上から三つめのボタンのところ。

　やっぱり、ゆうべも功史朗様がボタンを外したんだ。ぼうっとした頭でそんなことを思った。

「この続きの授業は、どうしようか？」

　功史朗様が耳元で囁く。耳に息がかかると体の奥がきゅうっとして、思わず首をすくめてしまう。

　私がそんな風にしてしまったからか、功史朗様は私から離れ、頭に手をおいてぽんぽん、と髪を撫でた。

「知識欲旺盛な君の願いで男女の事を教えることにしたが、今夜私が君にしたことは男女の色事の、ほんの入り口に過ぎない。それでも、この先のことを知りたいかい？」

　支えてもらわなければ立ってさえいられないのに、これが、まだほんの入り口だなんて！

　世の中の男性も女性も、いったいどんなことをしてるっていうの……？

　功史朗様にこの後のことを教わるのは、少し怖い。

　でも、入り口より奥にある事も知りたい、これも本当の気持ち。いつか私も、この後のことを誰かに教わるのだ。いずれ、私は……誰かと結婚して――だから、

「功史朗様がいいです」

　私はただ自分の思ったまま口に出していた。

「これより先のことを教わるのは、少し怖いです。でも、この先のことを功史朗様以外の誰かに教えられるのは、嫌です……」

　その瞬間、ふわり、と抱き締められた。

「これ以上、理性を保てる自信は無いよ、俺も男だからね。君にひどいことをしてしまうかもしれない。それでもいいのか？」

「……ひどいこと……ですか？　でも……功史朗様になら」

　何をされてもいいです。

　自分の気持ちを示すように、私は両腕を功史朗様の背中に回した。

「どんなことをされても平気です……だから、教えてください」

　執務室の時計を功史朗様が見上げた。

「……分かった。だが今夜はもう遅いから、部屋に戻りなさい」

　抱き締められていた腕が離れ、夜食と一緒に置いたお茶を功史朗様が立ったまま飲み干した。

　着崩れたメイド服を正し、スリッパを履いて功史朗様に背を向ける。すると、部屋を出ようとしたところで、今度は後ろから右肩に手を置かれた。

　振り向く前に、耳元に功史朗様の顔が近づいていた。

「明日、ここへ来る時はメイド服だけでおいで。肌襦袢を着てきてもいいが、どうせ全て脱ぐことになる」

　静かな声で、言伝される。

「だから少しでも嫌なら、もうここへ来るのはやめなさい。夜食は自分で取りにいくから。さあ、おやすみ」

　耳まで赤くなってるのが分かる。思わず目をつむって下を向いてしまう私の背を、功史朗様は穏やかに笑って押しながら扉を開いた。

「ではまた明日」

「はい……おやすみなさい。失礼致します」

　私は、そう言って部屋を出て、扉を閉めるのが精一杯で。

"全て脱ぐことになる"

　心を占める功史朗様の言葉に、しばらく壁にもたれたまま動くことが出来なかった。

　私、明日……どうしよう。




　　　　　◇◇◇




「おはよう」

「おはようございます、今朝は早起きでいらっしゃいますね」

　翌朝、いつものようにお屋敷に到着した通いの人達を迎えていると、功史朗様と佐伯さんの声がダイニングルームから聞こえてきた。

　服装を確認してからダイニングルームへ向かう。

「おはようございます」

「ああ、おはよう」

　功史朗様と挨拶を交わしてから、朝食をお持ちしようと厨房へ戻る進路に回る。

「佐伯。今日は夕方まで白川さんを外へ連れ出したいんだが、構わないか？」

　佐伯さんにおっしゃった功史朗様の言葉に、思わず立ち止まって振り向いた。

「功史朗様と白川さんとで、お二人で出かけられるのですか？」

「ああ。車で」

「昼間は特に仕事をお願いしておりませんから構いませんが……白川さんも承知のことですか？」

「いや、今言った」

　とおっしゃった功史朗様と、佐伯さんが私の方を向く。

「白川さんは、それでよろしいですか？　今日の昼間にしておきたいことなどは、ありませんか？」

「はい、私は特に予定はございません」

「なら決まりだ。朝食が済んだら書斎へおいで。メイド服のままで構わないから」

「かしこまりました」

　と冷静に答えたものの、頭の中には「お出かけ？　功史朗様と？　どこへ？　何をしに？」と、疑問ばかりが浮かんでいた。







　程なく朝食を終えた功史朗様がダイニングルームを出た後、使用人が使う食堂でみんなで朝食を食べていると、通いの使用人の一人から聞かれた。

「今日は功史朗様とお出かけするそうね。どこへ行くの？」

「それが、私もさっき聞いたばかりで、どこへ行かれるおつもりなのか、全く分からないんです」

「私たちは毎日、このお屋敷がある丘を下りて街へ帰るけど、白川さんはここで暮らしているから不憫に思われたのかもしれないわね。ここから歩いて街へは出られないもの。せっかくのお出かけだから、楽しんできたらいいわよ」

　街へ行くのかどうかも知らされていないけれど、とりあえず笑顔で返す。

「はい、ありがとうございます。楽しんできます」

　朝食の片付けを終え、二階の自室へ戻る。

　外出の準備をしようと思ったが、思えば実家を出て働くようになってから、外出するのは仕事で紡績工場へ向かうか、花の仕事で店長とトラックに乗る時くらいだったので、用意するものがなかった。

　せめて、五十銭札を二枚だけ入れてあるお財布と、懐紙入れと手ぬぐいだけでも持っていこう……その三つを包んだ風呂敷を持って、三階の書斎へ向かった。

「功史朗様、白川です」

　ノックしてから声をかけるとすぐ扉が開いた。

「このまま出かけて大丈夫か？」

「はい。手ぬぐいなどはこの風呂敷に入れました」

「……前掛けは外したほうがいいね」

「はい、かしこまりました」

　前掛けを外すと、功史朗様がそれを書斎の椅子の背にかけた。

「では行こうか」

「はい」

　一緒に階段を降り、功史朗様が玄関から出られる間に、私は通用口から外へ。

　佐伯さんが功史朗様をお見送りするために車の前で立っているのが見えたので、お辞儀した。

「行って参ります」

「ここへ来てもらって初めての外出です、楽しんできてください」

「はい、ありがとうございます」

　もう一度軽くお辞儀をして、功史朗様が待つ車へと向かう。

　功史朗様が私を先に乗せようとしているのか、後部座席の扉を開けて待つ運転手さんの隣でこちらを見つめるので、私は「こちらで」と手前に回った。

「私は助手席に座ります」

「いいから。後ろに乗りなさい」

　トラックくらいしか乗ったことはないけれど、使用人は車の後ろの席に座らないことくらいは知っている。あくまでも私は使用人なのに、頑なな功史朗様には困ってしまう。

「え、あの……」

　物言わぬ視線での攻防を繰り広げたあと、しびれを切らしたように私の両肩に手を置き、功史朗様はなかば強引に私を後部座席に座らせた。そのまま乗り込んでこようとする功史朗様に、慌てて奥へ座りながら移動する。

　私の隣に功史朗様が座ったのを確認すると、運転手さんは丁寧に扉を閉めて運転席へ座り、車を発進させた。

　こんな高級な車の後部座席で功史朗様の隣に座るなんて、全然落ち着かない。それに当たり前だけど、花の仕事で乗せてもらっていたトラックとは、全く乗り心地が違った。

「あの、今日はどちらへ行かれるのですか？」

「ん？　到着すれば分かるよ。しばらくの間、窓の景色でも楽しんでいなさい」

「はい……」

　しばらく車が進んでから恐る恐るたずねても、功史朗様はなんだかご機嫌が良いみたいだけど、肝心の行き先は教えてくれない。どこへ連れていかれるんだろう。心当たりがなさ過ぎて、本当に窓の外を眺めているしかなかった。

　程なく車は梓家の敷地内から出て、人通りの多い、ときどき車も走っている道に出た。

　花の仕事をしている時に戸浦店長とこの道をよく通った。梓家へ行く時も。

　あの頃は、まさか梓家のご当主の車に同乗してこの道を通るなんて、想像すらしなかった。今よりずっと早起きで、市場から大量の花を積んでトラックで帰る時は、うたた寝してしまって、店長に起こされたこともあったっけ。

　お店に戻ってきてからも、時々直接お店に来られるお客様に花を売ったり、トラックから運び入れた花を、日持ちさせるために水切りして、葉を落として、軍手をしていてもトゲで手が傷だらけになったりすることもあって。

　朝から晩まで店長と一緒に働いて、でも、くたくたになっても楽しかった。

　お店や、店長や、花を生けにいくお屋敷の、お役に立てている充実感があったから。

　今の私はどうだろう……なんのお役にも立てていない気がする。

　急にこみあげた空しさに頭かぶりを振り、こんな恵まれた生活をさせてもらっているのに、こんなことを考えては駄目と自分を叱咤した。







「どうした？　車にでも酔ったか？」

　窓の景色を見るのをやめ、少しうつむいて目を閉じていると、話しかけられた。

　功史朗様が私の右肩に手を置いて心配そうにのぞきこんでいる。

「あ、いいえ。すみません大丈夫です。ご心配をお掛けして申し訳ありません」

　しっかりしなきゃ。今は功史朗様と外出中なんだから、自分のことなんか考えてる場合じゃない。

「気分が悪いわけでないならいいが……もうすぐ店に着くよ」

　お店？　と思って外を見ると、車が道の左端に寄って停まった。

　先に車を降りた功史朗様が、私の方の扉を開けた。

　こちらに片手を差し出して立っている。

　……この手、私のために？

「降りなさい。君の靴を買いにきたんだから」

　そういって私の手を取って、車から私を降ろした功史朗様は手をつないだまま、すぐ目の前の靴店に入っていく。

「あの、功史朗様……!?」

　運転手さんが靴店の扉を開けて功史朗様が店内に入ると、奥から洋装の女性がこちらへ歩いてきて、功史朗様に笑いかけた。

「まぁ梓様。いらっしゃいませ」

　功史朗様と繋いでいる手をあわてて振りほどく。こんなに人目のある場で、功史朗様に恥をかかせるわけにはいかない。

　私は姿勢を正して手を揃え、少し視線を落として功史朗様の後ろに立った。

「やあこんにちは。今日はこちらの女性の靴をお願い出来るかな」

　そう言って功史朗様が横に一歩動いたので、私が洋装の女性の正面に立つ形になってしまった。

「承知しました。……まぁ、かわいらしいお嬢様ですこと。ではあちらで採寸を致しますので、参りましょう。梓様は採寸をお待ちいただく間、お茶をお持ち致しますね」

「あぁ、ありがとう。では二人分、お願いするよ」

「ええ、承知しております。そちらの方も、どうぞお掛けくださいね」

　功史朗様はやはり、運転手さんにも自分と同じ扱いをするよう、女性に指示された。

　私は女性に促され、奥の部屋へ通される。

「足袋と草履を脱いでいただけますか？　それから、採寸では足に触れますが、よろしいでしょうか？」

「あの、私は梓家の使用人ですので、どうぞ、そんな丁寧な対応をなさらないでください。きっと功史朗様の気まぐれで、ここに連れてこられただけなのです」

　私のことを梓家の人間と思って対応されるのを申し訳なく思い、正直に話した。

「…わたくし共は、お客様のご要望にお応えして靴をお作りするのが仕事ですから。どうぞ構えずにいらしてください。……寸法を取らせていただいて、よろしいですか？」

　委細承知といった風情で、女性が微笑む。

　下駄と草履しか履いたことがない私にとって、生まれて初めての靴。

　足の採寸作業に抵抗はないけれど、朝から動いていたので汗をかいているから、雑巾で足を拭かせてもらいたい旨をお願いすると、女性は「とんでもない！」と驚いた様子だった。

「雑巾だなんて駄目です！　少しお待ちくださいね」

　すると、女性はタライにお湯を入れ、白い手ぬぐいを絞って渡してくれた。

「これで拭いて……、お拭きしましょうか？」

「いえっ、自分で拭きます、どうぞお構いなく……」

　梓伯爵家に関係する人間とみなされると、こんな扱いを受けてしまうんだ。私はただの使用人なのに。居心地が悪いし、落ち着かない。

「当代の梓様に女性の靴をご依頼いただくのは初めてですので、張り切ってご用意させていただきますね」

　と、なんだか楽しそうに採寸している。女性の靴をあまり見慣れないので、どんな物になるのか想像がつかない。というか、私のために靴を注文されている今の状況が、まず信じられない。

　お屋敷の中では功史朗様も靴を履いていないし、私が靴を履く機会なんて無いと思うのに。

　巻き尺での採寸を終えて足袋と草履を履いてから表の部屋へ戻ると、功史朗様はテーブルに色んな革を広げて、男性の店員らしき人と何やら話しこんでいた。

「ではこちらの革でよろしいですか？」

「そうだな、この黒い革でお願いするよ。出来上がりはいつ頃になるかな？」

「木型をお嬢様の足に合わせて修正してからになりますので、一度目の試し履きまで、いつもの功史朗様の靴より二週間ほど長くかかってしまいます」

「それはもちろん承知している、合わない靴ほど苦しいものは無いからね。しっかりと足に合った木型を作ってやってくれ。楽しみにしているよ」

「かしこまりました」

「では行こうか。お茶をごちそうさま」

　私の背に手を置いた功史朗様は、女性が開いた店の扉から、私を先に外に促し、続いて店をあとにした。

　運転手さんが、今度は助手席の後ろの扉を開けて待っている。

「乗りなさい」

　功史朗様に促されるまま乗り込むと、運転手さんは運転席の後ろに回り込んで、今度は功史朗様のために車の扉を開けた。

　お屋敷に戻ったら、ちゃんとお詫びをしなきゃ。私は使用人の中でも一番の新入りなのに、運転手さんに車の扉を開けて待っていただくなんて。

「功史朗様、私の為に靴をご注文いただくなんて、すみません」

「あやまることじゃないよ、私がそのメイド服に合う靴を用意していなかったことに、気がついただけだからね。出来上がるのを楽しみにしているといい」

　車が動き出してから話しかけると、功史朗様は何も気にせず、むしろ出来上がりを私より楽しみにしているかのように、表情が柔らかい。

「はい……ありがとうございます」

「じゃあ次は生地屋へ車を回してくれ」

「かしこまりました」

　運転手さんが応える。

「次は生地を見に行かれるのですか？」

「白川さんの夏服も、そろそろ作らないといけないからね」

「え!?　また私のためのお買い物ですか!?　そんな、勿体ないこと……」

「でも夏服は要るだろう？」

　何を当たり前のことを、といった表情で功史朗様は私のほうを見る。

「夏は、他の皆さんと同じ物を着ることで済ませることも出来ます」

「せっかくメイド服が似合うんだから、通年で着用しなさい。その方がたぶん、父も喜ぶだろう」

　このメイド服とその型紙を英国から持って帰ってこられた、功史朗様のお父様――先代の梓伯爵のことまで持ち出されると、従うしかない。元々従うことしか選択肢は無いけれど。







　生地屋に着くと、椅子に座る私の肩へ次々に布を当てられ、それを功史朗様が吟味するという時間が続いた。

「まぁまぁ！　どのお色もよくお似合いで、お人形さんみたいですね。どれをお召し物に仕立てましょうか？」

　靴屋の店員さんに続いて、こちらの店員さんも楽しそうだ。

「今、いいと私が言ったのはこの三色か。これを全てもらおう。型紙はまた持ってこさせるから、それで仕立ててもらいたい」

　と、功史朗様が生地と仕立てに関する指示をして、店を出た。

「あの、功史朗様。型紙は私がお預かりしておりますので、自分で布を裁って仕立てます。それに三色も、私などに勿体ないです」

　車に乗ってから功史朗様に言うと、何を言っているんだという顔をされた。

「いいんだよ。私が仕立てさせると言っているんだから受け取りなさい。君は、君に似合う色のメイド服を着ればそれでいい」

「……ありがとうございます」

「そろそろ昼だが、お腹は空いている？」

「いいえ、あまり……」

「そうか。顔色が優れないようだが、大丈夫か？」

「はい、大丈夫です。ありがとうございます」

　心配をお掛けしないよう、笑顔で功史朗様に返事をした。

　功史朗様はしばらく黙ったあと、運転手さんに指示をした。

「昼の食事は家で取ろう。屋敷へ戻ってくれ」

「かしこまりました」と、車はもと来た道を引き返し始める。

　窓から外の景色を見ながら、今日のことを思い返す。

　私のために靴を注文してくださって、そのあと、生地をわざわざ私に似合う色で、メイド服の夏服を作る依頼をしてくださって。

　お裁縫は出来るから、洗い替えや夏服は自分で縫うつもりだったけど、私の仕事ではなくなってしまった。

　お嬢様、お人形さんみたいと、靴を用意され、洋服も用意され。功史朗様は、私を着せ替えの紙人形のように扱うことを楽しんでいらした。

　私が梓家に呼ばれたのは「功史朗様のお世話をする」ためなのに、まるで私のほうがお世話されているみたいに。

　疑問が唐突にわき上がる……もしかして私は、功史朗様に与えられたオモチャなの？

　だから与えられる仕事なんて無いし、他の使用人の皆さんから「夜の功史朗様のことをよろしく」と言われているの……？

　どうしよう。

　戸浦店長に言って、お店に戻してもらう？

　そんなことをお願いしても戸浦店長が板挟みになって、困らせるだけ。それに、もしそのことで梓家からの戸浦花木店への仕事の依頼がなくなったりしたら……！

　店長には言えない。

　私は、どうすればいいんだろう。どうしたいんだろう。

　考えているうちに、車がお屋敷に到着した。

　功史朗様が車を降りて玄関のほうへ歩いていった後、自分が車を降りる時、扉を開けてくれた運転手さんに私は頭を下げた。

「今日は車の後ろに乗せていただいたり、扉を開けていただいたりと、身の程をわきまえぬ振る舞いをしてしまい申し訳ございません。私は新入りの使用人なのに、本当に失礼を致しました」

「いいんですよ、白川さんがどういう経緯でこのお屋敷に来られたかは、皆が承知しています。今後も功史朗様と出かけることがあると思いますから、これからはそんなことは気にせず、功史朗様のおそばにいてあげてください。では」

　と謝罪をやんわりと断った運転手さんは、車を車庫のほうへ向かわせていった。

　やっぱり私は運転手さんにとっても「功史朗様のおそばにいる係」なんだ……。

「おかえりなさい。もう私どもはお昼を済ませましたので、功史朗様と一緒に召し上がりますか？」

　通用口から中へ入ると、佐伯さんに声を掛けられた。

「……いいえ、久しぶりの外出で少し疲れてしまいましたので、部屋に一旦戻らせていただいてもよろしいでしょうか？」

　本当に食欲がない……それに"使用人は一緒に食事しない"と、功史朗様をいさめていたのは佐伯さんなのに、と思う。

「体調が悪いのですか？　厨房係に消化の良いものを作ってもらいましょうか？」

「いいえ、特別なことをしていただく程ではございません、お気遣いありがとうございます」

「こちらは大丈夫ですので、ゆっくりしてください」

「すみません……」

　自室に戻ってベッドに倒れ込むと、特に何かしたわけでもないのに、なんだかどっと疲れが押し寄せてきた。

　花の仕事をしていた時のほうが今日より体を動かしていたはずなのに、今は本当に体がだるくて、何もする気になれない。少しだけ、お昼寝したい。

　今日、少し出かけただけで、周りが私のことをどう思っているのかを気付かされた。

　功史朗様が連れ歩く使用人の私。でも、梓家の他の使用人とは、最初から立場が違ったみたい。

　私は、功史朗様の「お世話をする」人間としてこのお屋敷に入ることを望まれた。

　自分のことは自分でなさる功史朗様のお世話――つまり、それ以外のことをお世話するのが私。

　だからいま私は「男女の事」を教育されているの……？

　男女の事を教えてくださるようになったのは、私が功史朗様にお願いしたからと思っていたけれど、言葉巧みにそう仕向けられたの？

　きょうだい達にはお金のことで苦労をすることなく進学してほしいから、仕事は続けなければいけないし、梓家でお世話になる以外、今の私にはそれを実現する方法がない。

　それに、功史朗様に触れられるのは嫌ではないから……そう思う自分のことが嫌になる。

　そう、「嫌じゃない」。それが一番の衝撃で、一番嫌なんだと気がついた。

　男の人のオモチャになることを怖く思わないなんて、自分がものすごくふしだらな人間に思えてしまう。

　けれど、それが梓家で私に与えられた仕事なのだから。

　その大義名分を拠り所に「仕事」として振る舞う……ふしだらな自分は、心の底に隠して。

　功史朗様の手の感触をふいに思い出し――もっと触れてほしくて、その手に頬ずりをするかのように身体が自然と動いていた。
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　柱時計が何回か鳴った音で、目が覚めた。

　いま何時なんだろう、外はもう夕方の日差しになっている。

　こんなに休むつもりではなかったのに。

　椅子の背にかかっている前掛けを取り、紐を腰で結んで、急いで一階へ降りた。

「もう体調は大丈夫ですか？　昼食を食べませんでしたが、今は食欲はありますか？　夕食は食べたほうがよいと思いますが、無理しないように」

　と、佐伯さんに声を掛けられて、他の人達からも口々に「大丈夫？」「もう今日は早めに休ませてもらったら？」と声を掛けられて、何もしていないのにと申し訳ない気持ちになってしまう。

「大丈夫か？」

　しまいには、階段を降りてきた功史朗様にまで心配されてしまった。

「はい、せっかく外へ連れていっていただいたのに午後は休んでしまって、申し訳ございません」

　お辞儀をして頭を上げると、おでこに手を当てられた。

「……熱はないようだな、よかった。久しぶりの外出で疲れさせてしまったね」

「あ、いえ、私こそお気遣いいただきまして、すみません」

　素知らぬふりで話をしながら、本当はおでこに当てられた功史朗様の手だけに意識が集中している。功史朗様と二人きりの時に触れられることはあっても、一階で、しかも他の目があるところで触れられることはなかった。だから、当たり前のようにおでこに手を当てられ、かえって体温が上がった気がする。

　他の方もいらっしゃるのに……と辺りを見回すとさっきまで話していたはずのみんなは消え、いつの間にか功史朗様と私だけになっていた。

「今夜は、ゆっくり休みなさい」

　おでこから手が離れた。

「ありがとうございます。でも大丈夫です、お夜食をお持ちするくらいなら平気ですから。今日は何時にお持ちしましょうか？」

「……いや、今夜はいい。夜に仕事の予定もないから。早めに寝なさい」

　そう言って、ダイニングルームに行ってしまった。

「……」

　本当は、少しホッとした自分がいた。昨夜の功史朗様の言葉を覚えていたから。

"全て脱ぐことになる"

　深く考えようとしなくても、自分の役割をいやでも自覚させられる。

　私は、功史朗様に与えられたオモチャなんだ、きっと。

　――でも、そんなことばかり考えていたら倒れてしまう。

　その夜ゆっくり眠ると、翌朝にはすっかり体調は元通りになっていた。

「もう体調は大丈夫かい？」

　昼間はいつものように、書斎で勉強をみていただいていると、功史朗様は心配そうに私の顔をのぞき込んできた。

「顔色は、よさそうだね」

「はい、ご心配をおかけしました。少しお出かけしただけなのに、体力がなくて自分でも驚いてしまいました」

「久しぶりだったからね、そういうこともあるだろう。元気になったならよかったよ」

「はい、それで今日はちゃんと、お夜食を……お持ちします」

「あぁそれなんだが、今日からしばらく夕方から外出することになってね。帰りは夜中になるから、私に構わず先に休んでいなさい」

「そうなんですか……お仕事、ですか？」

　立ち入ったことを聞いてしまったかな、と思ったけれどもう、口に出してしまった。

　功史朗様は気兼ねなく外出の内容を教えてくれる。

「友人の手伝いでね。だから、悪いがしばらくワルツを教えることは出来ない」

「かしこまりました。どうかお気をつけてお仕事なさってください」

「ありがとう、それと、夜中に外で動くことになるから、昼間は寝ているかもしれない。そうなると昼間の勉強もしばらくはみてやれなくなると思うが、私が屋敷にいる時も書斎は好きに出入りすればいいから」

「はい。ありがとうございます」

　その夜から、本当に功史朗様は昼夜逆転の生活となり、ほぼ顔を合わせることがなくなった。









第五章　耽溺







「助かったよ、人手が足りなくて困ってたんだ」

　腕まくりをした寿久が、目の前の船から最後の木箱を運び終えて話しかけてきた。

　積み上げられた木箱にもたれる形で、二人でその場に座り込む。

「君の家の海運会社なんて、その名を言うだけで人手くらい、いくらでも集まるだろう」

「普段の作業ならそれで間に合うけど、この荷は信頼できる人間にしか、任せられないんだよ。功史朗だって知ってるだろう？　この木箱の焼き印の意味を」

　松小路家の海運会社は、主に海外との交易品を扱う。

　先の戦争の折、元々持っていたルートで軍の補給物資や兵を自社の船にのせて戦地へと運び、帰りは傷病兵を乗せると同時に舶来物も積んで日本へ帰ることで、国益に貢献すると同時に舶来物の取引で莫大な富を築いた。

　それが寿久のおじい様の代のことで、松小路家が子爵の爵位を賜ったのもその時だ。

　おじい様の叙爵により、松小路家の海運会社の信頼度は高まり、より高価な舶来物を扱うこととなった。寿久によれば、それにつれて松小路家の資産もさらに増えたらしい。

「うちの爵位はカネで買って、カネでつないでる船成金だよ」

　寿久は酔うとよく自虐的にそう話すが、先の戦争で国益に多大な貢献をしたのは事実なのだから、もっと胸を張ればいいのにと思う。

　特別な焼き印を押された軍直轄の荷を扱えているのが、その証拠だ。

「それにしても、こんな宵よいっ張ぱりの仕事をよく受けてくれたね。頼んだ側が言えたことじゃないが、ご当主がよその仕事で何日も夜に出歩いて、家の中は大丈夫なのかい？」

「うちは知ってのとおり、俺しか梓家の人間はいないから気楽なものだよ。むしろ俺がいないほうが、家の中がうまく回ってるんじゃないかと思うくらいさ」

　俺とは逆に、寿久はきょうだいが多いし、ご両親も健在だから楽しさと同時に煩わしさもあるだろう。寿久自身がこうして夜中の仕事で家を空けているのがいい証拠だ。

「なるほど、お互いこうして夜に仕事をしてるほうが楽しいってわけだ。だがこの前、靴屋がうちに来た時に、君が女性の靴を注文していったと話をしていたぞ。誰かいい人が出来たのかと思ったんだが？」

　靴屋め……おしゃべりな店員がいたものだ。

　職人の腕がいいから使っているが、次回から店を変えた方がいいかもしれない。

「あ、靴屋を責めないでやってくれよ？　俺が女性靴の商品目録を見ていた時に、最近注文した客がいると靴屋が言ったものだから、客の名をなかば無理やり聞き出したのは俺だからね。それで、どんな女性なんだい？」

　はぁ、とため息をつく。寿久という男は知らぬ存ぜぬでかわせる相手ではない。

　事実を淡々と話しておこう。

「うちの新しい使用人にね、ようやくメイド服を着用する者が入ったんだ。それで、洋服に合う靴を作らせただけだよ。客人の応対をする時に、洋服に草履じゃあお粗末だろう？　それだけのことさ。君を楽しませるような話じゃなくて、申し訳ないが」

「へぇ、あの服を着る使用人がねぇ」

　父が存命だった頃に、寿久にもメイド服を見せたことがあった。なんでも面白がる寿久が試着してみると言い出すから、佐伯と二人で止めたこともあったな。

「ところで、今夜運んだ木箱には何が入っているんだ？」

　自分が話すより寿久に話を振ろうと、話題を変えた。

「今回は軍部のお偉方の個人的な、特別なご所望品だよ。木箱を預かる時に焼き印を押すのはこちらだが、中身が何なのかも、荷物の本当の行き先がどこなのかも、会社は関知しないんだ」

「君でさえ中身を知らないのか？」

「もし何かトラブルになった時に、中身を知らないほうが身を守れるからね」

「松小路海運は、もうそんな危なげな取引をしなくても安泰な大会社だろうに」

　実際、関東一帯の陸軍の船舶輸送は現在、自社船舶を十隻以上所有する松小路海運が一手に担っているはずだ。

「せっかく海の男を気取っているんだから、少しは危ないことにも手を出したいじゃないか」

　機械油で汚れた顔を、クシャッと崩して彼は笑う。その人懐こくて気さくな笑顔は、とても子爵家の長男には見えない。

"光る君"を装う必要など、どこにも無いように思う。そのままで充分、魅力的な男だ。

「そうだ。来月にまた『宴』を開く予定だけど、宵の君は次こそ来てくれるかい？　……なに笑ってるのさ」

　寿久と同じタイミングで『宴』を思い出すとは。思わず笑ってしまった。

「さぁ、どうだろう。この手伝いがある間は夜に出歩くことを佐伯に言ってあるが、来月の予定はまだ分からないな」

「そうか、宵の君が参加するといえば女性陣の集まる数が違うから、是非参加してもらいたいところなんだけど。また予定が決まれば教えてくれよ」

「ああ、分かった」

「じゃあ少し休憩するから、後でまた次の船の荷揚げをよろしく頼むよ」

　そういって寿久は隣でゴロンと横になる。

「こんな船着き場で寝たら身体を痛めるぞ、せめて船の中で寝ろよ」

「いいんだ、少し横になりたいだけだから。適当なところで起こして、くれ……」

　自分の腕を枕にして、スー、スーと寝息を立て始めた。本当に寝付きのいい奴だな。

　少し疲れも見える寿久の寝顔を見ながら、彼に夜の仕事を頼まれて助かった、と思った。

『夜食をお持ちしました』、そういって真夜中の執務室に、寝間着で現れた彼女。

　からかい半分にキスしても、次は服を脱がせるぞといっても彼女の知的好奇心はひるまない。

　どうしたものかと思案し、屋敷の外に連れ出せば他のことに興味を持つかもしれないと、靴を買いに外へ連れ出してみたが、彼女をただ疲れさせただけだった。

　二人で出かけたあの日、部屋に戻った彼女が心配になり部屋をたずねると、彼女は眠っていて。

　顔を見て書斎に置いていった前掛けを渡すだけのつもりが、メイド服のまま倒れ込むように眠っている彼女の頬に、思わず触れてしまった。

　すると彼女は俺の手に頬ずりするような仕草をしてきて、一瞬、起きているのかと思ったが、眠っているのは確かだった。

　目の前で無邪気に眠る彼女の頬に触れながら、邪な気分が自分の中に湧き上がってくるのをあの時、ハッキリと感じた。

『宴』の時にもあんなに強烈に感じたことはない、淫靡な劣情。

　学校の授業と同じ、純粋な興味で男女の色事を知りたがる彼女を、俺は、身勝手な欲望の対象にしてしまうかもしれない。

　次に彼女を執務室に招き入れる時、自分自身を律することが出来なくなるかもしれない恐怖を感じた。怖いのは、制御出来なくなる自分か、そうなることで彼女に恐怖を与え、結果、彼女を失ってしまうことか。

　見合い話から逃れるために思いつきで話したことで、自分がこんなに翻弄されるとは思ってもみなかった。

　とにかく今は、彼女から離れておくのがいい。

　顔を合わさなければ、そのうち彼女の興味の対象は他に移るだろう。そう期待して、しばらく屋敷には寝に帰るだけにした。

　目の前の波止場に曳航船がゆっくりと入ってくる。

「寿久、そろそろ次の船が入港するようだぞ」

　声を掛けてもまだ眠そうな寿久を、ゆすって起こした。
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「今日も功史朗様は、夕方からお出かけでしょうか」

　佐伯さんに聞くのはこれでもう、何度目だろう。

　功史朗様に直接聞ければいいのだけれど、功史朗様は毎夜、日付が変わってから帰ってきて昼過ぎまで眠った後、身支度を整えて簡単な食事を取り、夕方には再び外出する、という生活を十日以上続けている。

「そうですね、今回のご予定がいつまで続くのか、私も功史朗様からうかがっておりませんので。功史朗様のことはしばらくお世話する必要はありませんから、白川さんは書斎を好きに使って過ごして構いませんよ」

　佐伯さんが、割り振る仕事が無い私に対して申し訳なさそうにされるから、私も書斎で過ごす以外の方法を佐伯さんに求めることが出来ない。生地屋の店員さんが来て型紙を渡したり、靴屋の職人さんが来て仮靴の寸法確認をしていったりということはあったけれど、それ以外は書斎にいる時間が多く、使用人らしいことといえば、夕方に外出される功史朗様をお見送りすることくらいだった。

　今日も一人で書斎へ。

　いつもは、功史朗様が正面の椅子にかけていて、私は机を挟んでその前に座っていて。

　ふと思いついて、ここ何日も主が座っていない椅子に座ってみた。

　想像していたほど、その座り心地は私がいつも掛けている椅子と変わらない。

　ただ、座面が沈み込んだ時にふわり、と功史朗様の匂いが立ち上がった。

　功史朗様に抱き寄せられた時や口づけられた時に感じた、あの甘い香り。

　目を閉じて、両手で顔を覆う。

　功史朗様、私に自分の仕事をさせてください。

　ふしだらな私に、功史朗様の「お世話」をさせてください……。







　夕方。

　通いの人たちが屋敷を出る前に、功史朗様を玄関で見送る。

　一日のうちで唯一、功史朗様と話せる時間だ。といっても「いってらっしゃいませ」と、佐伯さんの後ろで声を掛けるだけだけど。

「そろそろお疲れが溜まっていらっしゃるかもしれませんので、どうかケガ等なさいませぬようお気をつけて」

「あぁ、ありがとう。だいたいの仕事は終わったから、こうして夜に出るのは今夜で終わりだ。明日からはもう、夜も家にいるから」

「かしこまりました。では屋敷の者にもそのように申し伝えます。いってらっしゃいませ」

「いってくる」

「いってらっしゃいませ……」

　明日から、また功史朗様がお屋敷にいらっしゃる……！

　嬉しさと安堵を感じながら、玄関を離れていく車を見送った。
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　功史朗様の寝室の扉をノックする。

「おはようございます、功史朗様。朝食のご用意が出来ております」

　予想通り、返事は無い。

　ガチャッと思いきりよく扉を開いた。

「功史朗様。今日もよく晴れたお天気ですよ。昼間は暑いくらいの気温になるようです」

　カーテンを開き、窓も開けて空気を入れ換える。

　その頃やっと、掛け布団の中の功史朗様が少し動いた。

　不機嫌そうに目をつむったまま、功史朗様が布団から顔を出す。

「功史朗様、おはようございます。毎晩のお仕事、お疲れさまでした」

「……夜明け前に帰ってきたばかりなんだ、もう少し寝かせてくれ」

　寝起きのかすれた声。功史朗様の声をやっと聞けた。どんな声でも嬉しい。

「昼夜逆転の生活を元に戻すには、朝日を浴びることと、朝食を召し上がることが重要なのだそうですよ。ですから功史朗様、眠いとは存じますが今の時間に起きてください」

　私がひときわ明るく、大きな声で話しかけると、功史朗様は窓からの日差しを睨むような眼差しで、ようやくヨロヨロと起き上がった。

　背中を丸めた状態で、今にもまたベッドに倒れて眠ってしまいそうに揺れている。

「せっかく起きられたのですから、どうぞ朝食もお召し上がりくださいね」

「……せっかく……離れてやっていたのに」

　うつむき加減で目をつむったままの功史朗様が、何かつぶやいた。

　……なんておっしゃったんだろう？

「では、ダイニングルームでお待ち致しております」

　再度明るい声で言ってから、功史朗様の寝室を後にした。

　さも日常の慣れた仕事のように功史朗様に接したけれど、本当は心臓がどきどきしてる。

　一階へ向かう途中で立ち止まって、深呼吸をした。

　夜型の生活を元に戻すには、どんなに眠くても朝に起きることが大切だから、功史朗様はすごく眠いだろうけど、無理にでもと思って声を掛けた。

　強引過ぎたかな。功史朗様と話せるのが嬉しくて、張り切りすぎたかもしれない。

　程なくダイニングルームへ降りてきた功史朗様は、少し不機嫌そうに見える。

　いつもの朝食なら、給仕をしている時に功史朗様に話しかけられたりするけれど、今朝はいつもより少なめの量の食事を、黙って終えられた。

　使用人用の食堂で食事を終えてから、いつものように書斎へ入る。

　功史朗様は、きっと寝室にいらっしゃるんだろうな。朝、強引に起こしたとはいえきっとまだ眠いはずだから。

　ここ最近ずっとそうだったから、一人でここにいるのは平気。そう思って帳面と読みかけの本を机に広げていると、執務室とつながっている方の扉が開いて、功史朗様が書斎に入ってきた。

「功史朗様、そちらにいらっしゃったのですね」

「せっかく起こしてもらったから、仕事を片付けようと思ってね」

「申し訳ございません……まだ眠いですよね、これで昼夜逆転の生活が元に戻ればいいのですが」

「そうだな。だが、今夜も早くは眠らないよ」

「え……？」

「今夜からまた続きを教えてあげるよ。二十三時においで」

　本棚から一冊取り出して手に持った功史朗様は、そう言って執務室へ戻っていった。

　まるで昼間の勉強のことみたいにおっしゃったけど、この前の続きというと、それは……。

　その後は書斎には来られなかったけれど、隣の執務室にいらっしゃると思うとなんだかうわの空になってしまい、勉強は全く進まなかった。







　通いの人達が帰宅し、佐伯さんと私と、功史朗様だけになったお屋敷。

　佐伯さんと功史朗様は以前と何も変わらない様子で話しているけれど、私は功史朗様に言われた言葉が頭に残っている。

　夕食も終わり、誰もいなくなった一階。

　厨房の冷蔵庫から夜食のお皿を取り出し、お茶と一緒にお盆にのせて、三階へ上がる。

　いつものように、執務室の扉をノックしてから声をかけた。

「……功史朗様、お夜食をお持ちしました」

「入っておいで」

「失礼致します」

　扉を開けて、部屋へ入ってお盆を机の上に置く。机と椅子は真ん中の、元々置かれていた位置に戻っている。

　今夜はワルツの練習じゃないんだ――すると、功史朗様は書斎と反対側の扉を開けた。

　執務室の三つめの扉は、功史朗様の寝室に続いていると思っていたけれど違っていた。

「ついておいで」

　言われるがまま功史朗様について部屋に入ると、功史朗様が扉を閉めた。そこは功史朗様の寝室と造りが似ているようだった。真ん中にベッドがあって――と観察し始めた途端、トンッと背中を押され、目の前のベッドに倒れ込んでしまった。

「きゃッ」

　慌てて起き上がろうとすると、功史朗様もベッドに寝転んできて、後ろから抱きすくめられてしまう。

「えッ功史朗様!?」

「……けさ君が早起きさせたから、今日はもう眠いんだ。だからここで眠ることにした」

「あの……功史朗様のお部屋はすぐお隣ではありませんか？　ゆっくり寝室でお休みになったほうが……」

　背中から回されてる功史朗様の腕を、ほどこうとしても全然ほどけない。

「男女の色事、知りたいんだろう？　だから教えてあげるよ、こうやって」

　こうやって……ってどうやって!?

「こ、功史朗様っ!?」

「なんだ……嫌か？」

　問われて、自分の動きが止まる。

　びっくりはしたけれど、功史朗様のそばにいられるのは、私……。

「嫌では、ありません」

「そう、よかった」

　ベッドに横たわって、聞こえるのは自分の心臓の音と、功史朗様の息づかいだけ。

　ああ、そうなんだ。

　私は今日ここで男女の事を……色事を教えられてしまうんだ。

　自覚すると、今さらになってだんだんと恥ずかしさがこみ上げてきてしまう。

「で、でも、功史朗様……あの、功史朗様？」

　恥ずかしくて耳まで熱くなっている顔を背け、話しかけるが、それ以上功史朗様は何もなさらないし、なんなら功史朗様の腕から少し力が抜けた気がした。一体どうしたのだろう……ふと、振り返ると、功史朗様は目を閉じていた。

　静かな寝息を立てていて――え、功史朗様……こんな状態で眠ってしまわれたの？

　ゆうべまで、ご友人と夜に仕事をされていたのだから、まだ疲れていらっしゃるのだろう。

　そんな日に私をお呼びになるなんて……ゆっくりとご自分のベッドで休まれたらいいのに。

「疲れているのなら、私のために時間を作ろうとしてくださらなくてもいいのに」

　嬉しいけれど、功史朗様のお体の方が心配だ。

　背中のぬくもりに、自分がいま功史朗様のすぐそばにいることを実感する。

　夜のお屋敷に功史朗様がいらっしゃると、やっぱり安心する。身体に回された功史朗様の手にそっと触れ、温もりに身を寄せる。

　初めてお会いした時は、その美しい、西洋の彫刻のような姿に圧倒されたけれど、使用人にも丁寧に接してくださるお人柄や、私をからかっていたずらっぽく笑ったりする一面を知って、一般的に知る華族の方々とは違うんだ、と今ではそばにいることに緊張はあっても安心の方が勝っている。

　急にワルツを教えてくださったり、口づけられたり、突拍子のなさにはびっくりしたけれど。

　こんな大きなお屋敷のご当主の、尊敬すべき伯爵様なのだから。

　そんな方に、どうして私はここに使用人として招かれ、今二人でベッドに横たわっているのか、やっぱり分からない。

　でも、嫌じゃないからこのままでいたい。できることなら、功史朗様が起きるまで……。
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「……ん、……ッ!?」

　誰かに身体を触られてる!?

「え……ッ！」

　目を開けると、すぐ横に功史朗様がいて私を見ていた。

「!?」

「おはよう。よく眠れたか？」

　カーテンのすき間から光が漏れている。ということは、もう夜が明けているみたいだ。この部屋は、あ、ゆうべ執務室の隣室の……そう、このベッドで眠ってしまったんだ。

　起き上がろうと体を起こしかけたところで、自分の身体を見てびっくりした。

　胸のボタンが外れて肌が露わになってる！　反射的に手で隠そうとしたけど、功史朗様が私の身体に腕を回し、抱きしめているせいで身動きが取れずにいた。

　え、あの……え？

「いい眺めだよ」

　功史朗様が胸に覆い被さったかと思うと、右胸の先に舌を絡めてきた。

「あッ……！」

　左胸も指先で弄ぶように触れられて、息が乱れる。

　目覚めると功史朗様に胸を触れられてるなんて……いったい何が起きてるの!?

「こ、しろう、さま……どう、して……」

「昨日の朝、まだ眠い俺を起こしてくれただろう？　だから今朝は起こしてあげようと思ってね。ゆうべは思いがけず眠ってしまったが、丁度よかった……あぁ、乳首が立ってきた」

　胸に覆いかぶさったまま話す功史朗様の、舌と歯が不規則に胸の先に当たってクラクラする……これ、なに……？

「功史朗様、待って……くださ……」

「もう遅い」

　体を起こした功史朗様は、そう言って口づけると、私の舌を探り当てて強く吸ってくる。

　私の左胸の先を、功史朗様の指先が柔らかく、何度もひっかいた。

　身体の奥が甘く疼く。

「んン！！」

　疼きに耐えられず、顔を逸らした。

　ちゅぱ、という音がして口が離れた時、私の舌はだらしなく口の外にはみ出していた。

　それを功史朗様がしゃべりながら舌の先で、ちゅぱ、ぴちゃ、と音を立てて何度も吸ったり跳ね上げたりする。

「やめなさいと、引き返す時間を、何度も与えたよ。だが、肌襦袢を着ずに」

　また深く口づけられる。功史朗様の唇に、私は無意識に舌を絡めていた。

　口づけるのをやめ、でも少し動けば唇が触れる位置で、知らない表情で功史朗様が私を見つめてくる。

「ゆうべ、ここに来たのは君だろう？」

　そう言って薄く笑った功史朗様は両ももの間、私の一番敏感なところを右手で撫で上げた。

「や……っアッ！」

　本能的にその手から逃れようと身体をよじり、左手で功史朗様の腕をどけようとした。

　でも功史朗様にとってはなんの意味もない抵抗で、その指は、私の身体が快感から逃れることを許さない。

「……アッ……は、ァ……ンん！　や、め……っ」

「怖い？」

　耳元で功史朗様が囁く声に、私は強く目をつむったまま無言で何度もうなづいた。

「大丈夫、俺に身を任せて。ほら、ワルツの時のように。力を抜いて」

　優しく撫で上げてくる功史朗様の指は、ゆっくりと、けれど容赦なく私を狂わせていく。そのたびに、何も考えられなくなっていく。

「あ……こうしろ、さ、まぁ……ダ、メ、それぇ……ぁ、やめ……っ！」

「気持ちいいね、怖くないよ。ほら、もっとよくしてやろう」

　身体の中から、知らない何かが大きくせり上がってくる。

「や……な、に？　こわ……い！　あ……ぁっ」

　両腕で功史朗様の体にしがみつく。

　息が耳にかかる近さで功史朗様が、低く冷たい声で囁いた。

「ほら、俺の指で達しなさい……絢子」

　名前を呼ばれた瞬間、どくん！　と身体が跳ね上がった。

「あ……アァア……んン！！」

　身体の中が強い快感でけいれんすると、同時に腰がひとりでに動く。

　はしたない格好になっているのを分かっていても、身体の動きを止めることが出来ない。

「ん……アァッ！　ハァッ……はぁッ……ッはぁっ……ッ」

　功史朗様が頬やおでこに優しく口づけてくる。何度も、何度も。

「上手にイケたね……いい子だ」

　いい子……わたし、褒められた……の？

　まだ快感が巡って不自由な身体を、功史朗様にふわりと抱きしめられる。

　あ、また、功史朗様の……甘い、香り……。
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　眩しくて目が覚めた。

　開け放たれたカーテンは、少し開いている窓のそばだけヒラヒラと動いている。

　メイド服のボタンはきちんととまっていて、さっきのことは夢だったのかと思いそうになるけれど、同じ部屋にいるし、身体が少しだるい感じがする。やっぱり現実なんだろう。

　功史朗様はもう部屋を出られたみたい。

　私も自分の部屋へ戻って服を着替えようと思い、廊下へつながる扉を探す。

　けれども、この部屋には扉は一つしかなかった。執務室には三つも扉があるのに、この部屋は執務室を通らないと廊下へ出られないようだ。変わった間取りだなと思いながら、扉を開ける。

　執務室には功史朗様がいらした。

「おはよう」

　……あんなことがあった後なのに、功史朗様はいつも通りの様子で、机の上に書類を広げている。

「……おはようございます」

　さっきの部屋でのこと、今この部屋にいること、どちらかが夢なのかな……？

「どうした？」

「いえ……失礼致します！」

　扉前で立ち尽くしていたことに気づき、すぐさま廊下へ続く扉を開けて出た。

　二階の自分の部屋まで小走りで戻り、ベッドに力なく座り込む。

　胸に触れた唇と、指先の感触。

　そして、自分が自分でなくなるような、否応無しに身体を支配するあの衝撃。

　……目が覚めていきなりだったからびっくりした。でも功史朗様にとっては、私に男女の色事を教える延長なんだろう。

　それに、確かに驚いたけれど、やっぱり功史朗様に触れられるのは嫌じゃないし、ううん、むしろ触れられるのが心地よかった。私のなかにあんな感覚があったことも初めて知ったし……自分の身体なのに、あんな風になるなんて思いもしなかったから、ちょっぴり探究心はそそられたけれど。

　功史朗様の手の感触を再び思い出して、思わず顔を手で覆う。

　でも……私はもともと、功史朗様のお世話をするのがお役目。功史朗様が私に触れることを求めたなら、私は従順に従うだけ。







　ゆうべそのまま寝てしまった服を着替えて、一階へ降りた。

　執務室で見た時計はもう九時を指していたから、いつも六時には起きて朝食の用意をしなければならないのに、三時間も遅刻してしまっている。

「佐伯さん、おはようございます。今朝は寝坊してしまい、申し訳ございません！」

　玄関のほうへ歩いていく佐伯さんを見つけて声をかけると、振り返った佐伯さんに頭を下げた。

「おはようございます。大丈夫ですよ、頭を上げて。事情は功史朗様からうかがっています。それより、少し中途半端な時間ですが朝食を召し上がりますか？　このまま何も食べず昼まで過ごすのはつらいでしょう。厨房係に言えば冷蔵庫から出してくれますから、食堂へ行きましょう」

　そう言って佐伯さんは、私の背中に手をあてて食堂へ向かって歩き出した。

「え、あ……はい」

　食事のことより、佐伯さんのさっきの言葉が気になってしまう。

　功史朗様から何をうかがったというの……!?

　食堂でひとり遅い朝食をとっている時に、厨房係の人や時折入ってくる使用人さんに朝寝坊を謝るとみんな、「大丈夫、気にしないでいいよ」「あなたが謝ることはないのよ」と、寝坊した新入りの使用人にかける言葉とは思えないことを言うから、とまどってしまう。

　そして食後に食器を洗っていると、小声で話しかけられた。

「夜のおつとめは大変でしょうから、朝、起きられなくても気にしなくていいのよ。身体を休めることも大事だからね」

　今日はいいお天気ねというのと同じように、なんでもない話みたいに。

「はい……お気遣いありがとうございます」

　そう言いながら、耳が赤くなるのを感じた。
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「どうした？　身体を硬くして」

　そう言って功史朗様は私の首筋に口づけた。

　今朝目覚めたベッドに、今夜も功史朗様と一緒にいる。

　また、功史朗様に「二十三時においで、夜食は要らないから」と呼ばれたから。

「身体の力を抜いてごらん」

　胸のボタンが外されて、胸の先を功史朗様がつまんだ。

　そんなことされて力を抜くなんて出来ない！

「あッ、んっ」

　耳元で功史朗様がフ、と笑った。

「絢子は感じやすいね」

　功史朗様の手が太ももを上へ這ってきて、くちゅ、と音を立てた。

「ヤッ！　あ、ん！　ふ……ぅ」

「ここ、硬くなって膨らんでいるだろう？　ここが絢子の気持ちいいところだよ」

　そこを功史朗様が指先で摘まむように触れるたび、痺れるような甘い刺激が身体を突き抜けていく。

「あ……こ、しろぅ……さ、ま……あぁっ」

「達しそうになったら、お許しくださいと言いなさい」

「お、ゆ……し……ッ……」

　指の動きを止めた功史朗様が、私の目をのぞき込む。

「お許しくださいご主人様。言ってごらん」

　功史朗様の、ボタンが上から二つ外れた胸元から、甘い香りが立ち上った。

　私は動きが止まった指に焦らされて、腰を動かしてしまう。

「お、ゆるしくださ、ぃ……ご主人、さま……？」

「いいよ、ちゃんと言えたご褒美をあげよう」

　さっき教えられた私の気持ちいいところを、功史朗様の指が柔らかく擦った。何度も、何度も。

「あ……あぁッ！　ごしゅじ、さま……ァ！」

　びくん、と弓なりに跳ねた身体を、功史朗様が抱き締めてくれた。
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「ん……アッ、はぁッ！」

　どくんっ、どくんっ、どくん……功史朗様の指の下でけいれんが続く。いつまでこの甘くて、はしたなくて、つらいけど強烈に気持ちイイのが続くの……？

　身体がやっと落ち着いてきたと思うと、同時にふわふわとした眠気に意識を刈り取られるまで時間はそうかからなかった。




　　　　　◇◇◇




　――……ピチャ、ペチャ……。

　なんの音？　それに身体がヘン……あ、ン、ダメ……！

「あッ!?」

　目が覚めると、功史朗様が私の足の間に顔を埋めていた。

「何をなさっ……アッ……だめで……すッ」

「何がダメなんだ？」

　そこに舌を這わせながらしゃべらないで……ッ！　歯と舌の不規則な振動が、さらに強く快感を刻み込む。

「気持ちよくて眠ってしまったみたいだから、身体で起こしてやろうと思ってね。ダメだったか？」

　いたずらっぽく笑って起き上がった功史朗様は、今度は私を包み込むように、背中から抱きかかえた。

　そして自分の足を使って私の両足を広げると、自力で足を閉じられないようにしてきた。

「や……ッ！　いやッ、功史朗様！　そん、なご無体な……っ」

　足の間を手で隠そうとしても、功史朗様がそれをさせてくれない。

「色事を教育してあげるから、まずは自分の身体のことをよく知りなさい。ほら、ここ……赤い芽が膨らんでるだろう？　ここが絢子のイイ所だよ。さっき教えたね？」

　そう言いながら、その赤い芽を功史朗様が人差し指と親指でつまんだ。

「ンッアァッ！」

「絢子。自分のイイところをよく見てごらん」

　私がどんなに乱れても、功史朗様の「教育」は終わらない。

「絢子が気持ちよくなると、ここから蜜が溢れるんだ。ほら、こんなに濡れてる」

　そう言って中指と人差し指を私の身体の中に軽く差し込んで、蜜をすくった。

「そしてこの蜜を、ここに塗り込むと」

「アァァッ！　やッ、だァッ……ンぁ！」

　赤い芽が濡れて、さらに膨らんだ。

「あぁ、やっぱり絢子は感度がいい。仕込み甲斐がある……この赤い芽はね、クリトリスと名がついていて、絢子のように色事を知らない女性は、ここをこんな風にされると」

　功史朗様が、また指で赤い芽を摘まんだり擦ったりを繰り返す。

「ん……ッぁあんッ！」

「……気持ちいいだろう？　あぁ、また蜜が溢れてきた」

　またあの感覚がせり上がってくる……！

「ご、しゅじんさまっお許し……くださッ……」

「ダメだ」

　功史朗様の低く冷たい声が聞こえて、指がそこから離れた。

「ど……して……ッ？」

　今度は耳に功史朗様の舌が絡みついて、舌先が耳の穴を舐める。

「きゃ……ッや、ぁん！」

　首をすくめてよけようとしても、舌は耳を離さず執拗に動き続ける。

「イくのを我慢すると、後からくる快楽はより強くなるんだよ。だから、もう少しだけ耐えてごらん」

　また指が赤い芽に絡みつき、蜜をすくって、赤い芽に塗られて。

　はぁ……ふぅ、と深呼吸して「イく」のを我慢するけれど、……でも、もう……。

「も、ダメです……おゆ、るし……ください……」

「イきたいのか？　ならちゃんと教えたとおりに言ってごらん」

「お……おゆるしくださいごしゅじんさまぁッ！」

　ドクンッ！　と快感が身体を突き抜ける。

「あぁァッ！」

　今日何度めなのか分からない快感に、からだが跳ね上がるのを止められない。

　功史朗様がおでこに口づけてくれた気がするけど……もう、なにも分からない……。

　功史朗様の甘い香りに包まれて、幸せな眠りに落ちた。












第六章　破瓜







　ボーン、という柱時計の音で目が覚めた。

　執務室の隣の部屋のベッドで、一人。

　カーテンから漏れる薄明かりで、まだ日は高く昇ってないことが分かる。

　よかった、今朝は寝坊せずに済んだみたい。

　ただそれよりも、起き上がって自分が何も着ていないことに気付いてハッとした。

　ゆうべ、眠る時には着てたはずだけど……ううん、分からないかも。功史朗様がボタンをいくつか外して肌に触れたのは覚えてはいる……。

　そうやってゆうべの自分を思い出して恥ずかしくなり、私は布団で顔を覆った。

　私だけ、あんなに乱れてしまって……功史朗様はいつも、昼間に書斎で勉強をみてくださる時と変わらず冷静で、服すらほとんど整ったままなのに。

　そうだ、服は、と見回すと、革張りのソファにメイド服がかけられていた。ベッドから出てメイド服に腕を通し、ボタンをとめた。

　あとは、自分の部屋へ戻って肌襦袢を着ないと。扉を開けて執務室をのぞくと、誰もいないのでホッとした。まだ朝早い時間だから、功史朗様はまだ寝室で眠っているのだろう。

　ゆうべ眠った時は功史朗様の体温を感じていたのに、起きるといつも一人なのは、少し寂しさを感じる。でも、使用人の私が思うことではないから控えなければ。

　廊下へ出て、あまり足音を立てないように気を付けながら、自分の部屋へ戻った。




　　　　　◇◇◇




　朝食の支度を佐伯さんと済ませてから、功史朗様の寝室へ。

　いつもしていたのと同じように声をかけて扉を開け、カーテンを開く。ゆうべのことはすっかり忘れたような顔をして。

　功史朗様もいつものように、まだお布団の中だ。

「今日も窓を少し開けて、外気が入るようにしておきますね」

　窓の鍵を開けて、少しだけ窓を開けて空気を入れる。流れ込んでくる朝の外気に深呼吸すると、後ろから功史朗様に抱きすくめられた。

「おはよう」

　まだ眠ってると思ったのに……。

「お、はよう……ございます……ッ」

　両胸の先端を功史朗様の指先でひっかかれ、ザリザリと音を立てて服の上からこすられると、身体の奥からゆうべと同じ、甘い疼きが湧き上がってくる。

　膝が落ちそうになるのを、カーテンをつかんで耐えた。

「功史朗様、いけません！　こ、こんな所で……」

「ここは俺の寝室だから、何をしても構わないだろう？」

　そうではなくて……！　この目の前の大きな窓は、外から部屋の中がよく見える。表の庭には面していないけれど、窓のそばで、こんな……。

「外から、み、見えて……まいます。……お願い……しま、す……」

　立っていられず、崩れ落ちそうになる寸前で功史朗様に身体を支えられた。

「お願いされたら仕方がない、今朝のところは諦めよう。今夜もゆうべの続きを」

　そこまで言って、功史朗様が言葉を止めて私の顔をのぞき込んだ。

「――ゆうべの続きを、知りたいか？　絢子」

"絢子"と功史朗様に名前を呼ばれるだけで、自分の中で何かが切り替わるのを感じる……梓家の使用人から、ご主人様に従順な、ふしだらな女に。

「はい。功史朗様が教えてくださること、すべて知りたいです」

　功史朗様の甘い香りに、耳元で聞こえる声に、ゆうべの功史朗様と自分を思い出す。

　ふぅ、と小さくため息をついた。

「分かった。じゃあ今夜も執務室においで。俺は後で行くから、先に降りていなさい」

「はい」

　少し乱れてしまった服と息を整えて、一階へ向かった。




　　　　◇◇◇




　絢子が寝室を出たあと、もう一度ベッドに寝転んだ。

　男はただでさえ朝は面倒なのに、絢子が毎朝起こしにくるのは本当に困る。右手を下へ這わせて、怒張したモノをゆっくりと擦る。

　最初はワルツを踊って男の身体に触れるのに慣れさせ、自分の身体に俺が触れることにも少しずつ慣れるようにしたから、今では俺が触れることへの緊張や恐怖心は、絢子の中からだいぶ消えているように思う。

　もともと感度の良い身体をしているから、仕込むのはそう難しくなかった。指先で軽くひっかくだけで乳首は立ち、クリトリスは直に触れる前から軽く膨らんで、蜜を溢れさせる。

　豊満な胸の下には華奢な腰……その造形はまさに、男好きのする身体だ。

「……ハ……ァッ」

　絢子の乱れる肢体を思い浮かべ、右手で擦り続けると手の中のモノは大きく硬くなった。

　キスにも少しずつ舌で応えるようになり、芽をいじられてイくことを覚えた身体に、そろそろ男のむき出しの欲望を教えたほうがいいのだろうが、それには必ず痛みが伴う。

　絢子の身体をグズグズに溶かしてやり、さらに指で中のイイところを探ってやれば、うまく済ますことが出来るだろうか。

　それともやはりもう少し、ゆっくり教えてやったほうがいいか。

　擦る手の動きが早まる。

「く……ッ！！」

　寝間着に盛大に放ってしまった……。

　いつもはトイレで済ませているのに、今日は絢子のせいで我慢出来ず、部屋でしてしまった。

　やはり、絢子にそれを教えることを、そろそろ俺が我慢出来そうにない……。




　　　　　◇◇◇




　夜、言いつけ通りに絢子は執務室にやってきた。

「……アッ……、ふ、ぅッ……！」

　仰向けに寝かせた絢子の足の間に座り、大きく開かせた両足は、俺の体が邪魔をして閉じられないようになっている。

「ご、しゅじ……さま、も……ぅ」

「ん……どうした？　イきたければいきなさい。もう何度目だろうね、絢子のここがビクビクと震えるのは」

　そう話しながら、親指で絢子の蜜をすくい、クリトリスに塗りつけた。

「あぁぁア！！　ハ……ァッ」

「ああ、また蜜が溢れてきた。この中はどんな具合だ？」

　中指をゆっくりと、奥まで挿入する。透明な熱い蜜がトロリと溢れ出した。

　絢子の様子は……痛みは感じていないようだ。

　ゆるく閉じた目と少し開いた唇。何度も押し寄せる快楽に溺れまいとしているのか、揺れる手はシーツをぎゅっとつかんでいる。

　絢子の乳首は俺の唾液に濡れ、照明に照らされてぬらぬらと光っている。空いている左手の人差し指で、片方の乳首を柔らかくひっかいた。

　ひっかきながら、中指を奥へ挿入し、またゆっくりと引き抜く。

「んん……あッ……ん……アァッ」

「絢子の中に、俺の指を飲み込んでいるのが分かるか？」

　言葉がもう、あまり耳には届いていないらしい。

　今度は中指に加え、薬指も揃えてゆっくりと挿入した。

「ん……ぅ……はァ」

　甘く、鼻にかかったような吐息。絢子が身体をねじるように動くと、胸もふるんっと揺れた。

「気持ちいいね……絢子。俺の指の動きだけ、感じていなさい」

　乳首に触れていた指をクリトリスの上へ移動し、親指の腹で柔らかく揉むようにしながら、挿入している二本の指をゆっくりと、中から押し上げるように動かした。

「あっ！　ごしゅじ……さま……そ、れ……！！」

「あぁ、絢子の中のイイところは、ここか」

「アッだめですダメッ……」

　指から逃れようと絢子が腰を動かすのを許さず、見つけた場所へ確実に、二本の指先をあてて律動させた。

「ここだろう？　ダメだよ絢子、逃げては。自分のイイ所をちゃんと覚えなさい。俺が全部教えてあげるから」

「アッ……ん！！　お……ゆるし、くだ……い、アァッ！」

　指に絢子の奥からの拍動を感じた。同じく絢子の腰が跳ね続ける。

「中でイけたね、いい子だ」

　責め立てながら絢子の嬌声を聞き、乱れる身体を眺めていると、けさ自慰で収めた体がまた熱を帯びて、痛いくらいに膨れ上がっている。

　が、それと同時に頭の芯には冷たく冴え渡る感覚があり、目の前で淫らな肢体をさらすこの女をもっと狂わせたいと、冷静に眺めている自分がいる。

　……冷酷で淫猥なケダモノが、自分の中にいることに気付いた。

　ボタンを外してシャツを脱ぎ、ベルトを外してチャックを下ろした。下着の中に手を入れて、怒張したそれを外へ出す。

　フッ……自分でも笑うくらいに勃起している。

　絢子の股の前に膝をつき、凶暴な独立した生物のようなそれを、だらしなく開いたままになっている絢子の足の間、蜜壺に当てた。そのまま絢子の上に覆い被さり、耳元で囁く。

「絢子、お前の中に入りたい……いいか？」

　かすかに絢子の首がうなずく。快楽の海に溺れている最中の女の言質など、なんの意味もない。

　だが、自らの行為への免罪符を手に入れたかったのだ。

　このあと、たとえ絢子が泣いても叫んでもやめないだろう仕打ちへの。




　　　　　◇◇◇




　さっき身体の中に感じた功史朗様の指より、もっとずっと大きなものが身体の中に侵入してくる。途中で侵入を止められたそれは、より強く押し込んできて、私の身体の中の何かを裂いて一気に奥へと貫いた。

「痛ッ！！　……ッい！　イ……タッ功史朗様ッ！　やめッ……！」

　さっきまで功史朗様から与えられる快感でぼーっとしていたのに、身体の中で何かが裂けたような痛みで、私は正気に戻った。

　荒い功史朗様の息遣いと動き。私を貫いているのは功史朗様の身体……！

　何度も奥まで突き上げられる！　逃れようと功史朗様の身体を下から手で押すけれど、なんの効果もなかった。

　痛みに涙が浮かぶ。

「い……たッ……です……、功史朗様っ、やめ……て」

　泣きながら懇願しても、功史朗様の動きは変わらない。

　いつもの功史朗様はこんなことなさらないのに。

　乱暴に私の手首をつかんで貫き続ける功史朗様と、私の身体が当たる音。功史朗様の、聞いたことが無いような荒い息遣い。目の前には功史朗様の汗ばんだ肌だけがあり、感じるのは痛みと功史朗様の体温と、甘い匂いが充満していて。

　すると、しばらくは鋭かった痛みが徐々に、重い圧迫感に変化していく……。

　功史朗様の荒い息遣いとその動きは、私を求めてくれているからなの……？　痛みが引いてくると、そんな風に感じた。

　功史朗様はその後も私の身体を貫き続け、だんだん息遣いと律動が速く、激しくなっていき――ずるん、と急に私の中から出ていくと、功史朗様が手を添えたそれは、私の肌に白い液体を数回、勢いよく噴き出した。

　ドロリとした白い液体は温かく、独特のニオイがする。なに、これ。

「すまない……」

　しばらくすると、そう言って功史朗様はベッドの枕元に置いてあった手ぬぐいで、私の身体にかかった白い液体を丁寧に拭き取ってくれた。

　同じ手ぬぐいで、白い液体が残った自身のそれも拭き取る。

　ベッドから降りて手ぬぐいを机の上に置き、ズボンのチャックを閉めると、上半身は裸のまま、功史朗様はベッドに横たわって私を抱き寄せてくれた。

「痛くしてすまない……大丈夫か？」

「今はそれほど痛みは……でも、最初、すごく痛かったです」

　答えると、ぎゅ、と功史朗様の裸の胸に強く抱き寄せられた。

「最初はどうしても痛みを与えてしまうんだ、それは女性の身体の構造上、避けられないことなんだが……つらい思いをさせた、すまない」

　もう一度謝りながら、功史朗様は私に何度も口づけた。

「男の人は、ああするのが気持ちいいんですか？」

「ここに、俺を入れることがか？」

　そう言いながら、功史朗様は私の足の間に手を差し込んだ。

「ん……ッ！　は……い……」

「そうだな、気持ちいいよ。女性も慣れると気持ちよくなるから、絢子もそうなるよう、身体に教えてあげるからね」

　話しながら功史朗様が私の足の間で指を動かす。内側ににぶい痛みがまだ残っているから、触れられるのは少しつらい。

「功史朗様、あの……今は身体がまだ……」

「そうだったね、あ」

　ベッドから起き上がった功史朗様は、タンスから何枚か手ぬぐいを出し、それをベッドの枕元へ置いた。

「これを挟んで」

　そう言って功史朗様は、手ぬぐいを持った手を私の足の間へ差し込んだ。

「え？」

　驚いて足を動かすと、シーツに血がにじんでいる！

「えっ、わっ、どうして!?」

　月のものまでには、まだ日があるはずなのに！　血がにじんだシーツの上に一枚、功史朗様が手ぬぐいを敷いた。

「大丈夫、たぶん出血はすぐ止まる。初めて男性を受け入れると、女性は出血するんだよ。最初だけか、初めの数回はね。でも月のものとは別だから、少量で止まるから安心しなさい」

「そう、なんですね……」

　身体の中の痛みと関係しているのかもしれないと思ったが、聞けなかった。

「シーツ、新しいのに交換しないといけませんね」

「いずれは替えるが、しばらくは同じものを洗って使うのがいいだろう、出血は今日だけで済まないかもしれないから」

　平然と功史朗様は言うけれど、それは、今日と同じことを私になさるということ。またあの痛みを感じるのかと思うと少し、気が重くなった。

　私の様子をみていた功史朗様が私のおでこに口づけて、ふわりと抱き締めた。

「二～三日は身体がつらいだろうから、身体を休めなさい」

「はい……」

「それから、今日は強い痛みがあったと思うが、あと何回かで痛みはなくなる。いつも痛いわけではないよ、安心しなさい」

　私が不安に思ったことを、功史朗様はお見通しだった。よかった、功史朗様のお相手をするたびに痛みがあるわけではないみたい。身体の中にはまだ、功史朗様を受け入れた時の違和感があるけれど、功史朗様の腕の中でまどろむのは、すごく幸せな気持ちになれる……。




　　　　　◇◇◇




　絢子が男を受け入れる身体になってからは、破瓜の痛みが収まるまでの数日と月のもの以外、ほぼ毎夜、執務室の隣のベッドに眠らせた。

　最近は、俺に身体を開く時にも不安な顔を見せないようになり、俺が絢子の中で動く時にも、徐々に嬌声をあげるようになってきた。

　俺に身体を開いてグズグズにとろけて、絢子の身体は俺に溺れればいい。そう思いながら、今夜も絢子を深く貫いた。

　俺は着衣のまま、裸で四つん這いにさせた絢子を見下ろして、その腰に何度も俺自身を打ちつける。

　両手でつかんだ腰を引きつけるたび、絢子は繰り返し甘い嬌声をあげた。

「……っ！　こう、……ろぅ、さまッ……、もう……」

　俺の中の冷酷で淫猥なケダモノが、絢子のその声に首をもたげる。

　俺は動きを止め、目の前の絢子の白くて愛らしい尻を、右手のひらで打ぶった。

　パシンッ！　と大きな音がする。

「アァッ！」

　絢子の甘い、鼻にかかる悲鳴。音は派手でも痛みは生じない叩き方を心得ている。

　さぞ劣情を煽ったことだろう、その証拠に叩かれた尻を絢子はより高く差し出した。

「この部屋ではなんと呼ぶと教えた？」

　立って見下ろしたまま、わざと冷たい声でたずねる。

「も、申し訳ご……い、ませ……ごしゅじん、さま……」

「そう、いい子だね。言いつけを守らなくてはいけないよ」

　嗜虐感を煽る身体と声に、ぐいッ！　とさらに絢子の奥深くまで自身を突き挿れた。

「あぅッ！！」

　絢子の背中に覆い被さり、耳元に口を寄せた。

「お前の身体、どこもかしこも俺が躾けてあげよう」

　そう呟き、絢子の腰の下へ這わせた右手でクリトリスを撫で上げた。

　蜜でヌルリと滑りのよいそこは、硬く大きく膨らんでいる。

「あぁン！　ご主人さまぁッ！」

　くちゅ、くちゅ、と俺の指の動きに合わせて絶えず音がする。

「ア！　……あんッ！　……ンッ」

「あぁ、絢子のここは熱い……よく熟れているね。お前の蜜に濡らされて、ほら、指がこんなになってしまったよ」

　そう言って、濡れた人差し指と中指を絢子の口に差し込んだ。

「ん、ぅうッん……ふ……ッ」

　絢子は苦しそうななかに、確かに恍惚とした表情を見せる。

「綺麗に舐めなさい……そう、舌を使って舐め上げたり、唇で軽く吸ったりするんだ」

　絢子の舌を指で挟んでもて遊びながら、後ろから突き上げることも忘れない。

「ンぁッ！　……んふぅッ！」

　淫らな声をあげながら、絢子の身体の奥からはさらに甘露があふれてくる。

　絢子は無意識なのだろうが、絢子の中が俺をきつく締め付けてきて射精だしそうになる。男女の色事を全く知らなかった絢子に性の手ほどきをし、俺に溺れさせるつもりがこのままでは、俺の方が絢子の身体に溺れてしまいそうだ。

　すぐに射精してしまわないよう、他のことを考える。

　ここのところ、絢子を連日抱いているな。俺が絢子に溺れてしまってどうする。

　たまには外の空気でも……そうだな、久しぶりに『宴』に行ってみるか。

　ワルツを教えてやったから、絢子も連れていってもいい。寿久になら、絢子の相手を任せていいかもしれない。

　人差し指と中指で軽く舌を引っ張ってやると、絢子は夢中で指に舌を絡ませた。

「……そろそろ絢子を『宴』に連れていくのによい頃合いかもしれないね。そう、舌の動かし方を覚えて、上手にご奉仕してさしあげられるようになりなさい」

　絢子が他の男に奉仕する様を想像すると、なぜか胸がチリチリとして、その絵を俺はすぐにかき消した。












第七章　蠱惑







　頼んでおいた靴と服を、宴に行く日に届けさせた。

　絢子を呼んでソックスと靴を履かせてから、生地屋からの荷をほどくと、頼んでおいたとおり、メイド服の洗い替えとは別に一着、水色のドレスも届いていた。

「これを試着してごらん」

「功史朗様、これは……？」

　体の前にドレスをあてながら、とまどい気味に絢子が聞いてくる。

「靴を作ったのだから、洋服がうちの作業服だけではつまらないだろう？　これからは、外出する時にそれを着なさい」

「外出と言われましても、私にそんな機会はございませんし、こんな上等な生地のドレスは勿体ないです」

「いいんだよ。靴も丁度いいようだし、さっそく今日、それを着て外出しよう」

　俺と絢子の様子を見ている佐伯に声を掛ける。

「佐伯、せっかくだから彼女を連れて外へ出てくるよ。構わないね？」

「かしこまりました。夕食の用意はいかが致しましょうか」

「夕食の用意はいらないが、軽くつまめそうなものを冷蔵庫に入れておいてくれ」

「かしこまりました」

「おいで。そのまま玄関から一緒に出よう」

「え、でも私は……」

　普段、通用口から出入りするよう佐伯に言われていることは知っている。だが、華やかな服を着た彼女と玄関から一緒に出たいと思った。

「いいから。来なさい」

「あ、ではお待ちください」

　そう言って彼女は玄関手前の廊下で、いったん靴を脱いで三和土たたきに揃えて置いてから、改めて靴を履いた。

「母に、新しい履き物をおろす時に、履いたまま玄関に降りてはいけないと教えられました」

　ああ、そうだった。俺も子供の頃、佐伯に注意された記憶がある。

　佐伯も同じことを思い出したのか、目を細めて彼女の仕草を眺めていた。

「では行ってくる。見送りはここでいい」

「かしこまりました、いってらっしゃいませ」

　今日の『宴』は街にほど近い屋敷で開催される。車は程なく目当ての屋敷に到着し、運転手を残して二人で屋敷の玄関へ向かって歩き出した。

「これを着けなさい」

　そう声を掛けて、絢子に青い羽根で飾られた仮面を渡す。

「これ、何ですか？」

「今日の集まりでは、みな素性を隠して過ごすから、これを目元に着けるんだよ。ほら、こんな風に」

　手本として俺が仮面を着けてみせた。

　仮面を着けた俺を、絢子は口元に手をやって、じっと見ている。

「……フ、フフッ！」

　絢子が、耐えきれない、といった風情で笑い出した。

「功史朗様、それ、……フフフッ！」

「そんなにおかしいか？」

「はい、だって……！」

　アハハハハ！　と、初めて見る快活な表情で絢子が笑った。

　俺は自分の顔を見て笑われているというのに腹が立つどころか、彼女の屈託なく笑うその声と表情に、胸が締め付けられる気持ちになった。

　なんだ、この気分は。

「ほら、笑ってないで着けなさい。素顔を見せるわけにはいかないから」

「どうしてですか？」

　大人しく俺に仮面を着けられながら、まだ少し笑っている彼女が聞いてくる。

「ここは男女が素性を隠してダンスや酒を楽しみ、そして気兼ねなくおしゃべりする場所なんだ。知らない相手だからこそ、話せることが大人にはあるからね。君は私の紹介でここに来たことになっているが、私のことを誰かに聞かれても、私の名前を言ってはいけないよ。ここでの私の通り名は、宵の君だから、君もそのつもりで」

「かしこまりました、宵の君」

「その調子だ」

　屋敷の玄関を入ると、白い羽根飾りの仮面を着けた寿久がこちらへやってきた。

「やぁ宵の君。久しぶりに参加してくれて嬉しいよ。ところで、こちらの美しい女性は？」

　顔の大部分を仮面で隠しているのだから、美醜なぞ分からないだろうに。本当に寿久の女性の扱いは、見習うところが多そうだ。

「こんにちは、光る君。こちらの女性はちょっとした知り合いでね、宴に参加してみたいらしいんだ。だから今日は光る君に、彼女のお相手をお願い出来るかな」

　絢子が何か言いたそうにこちらを見上げたが、気付かないフリをする。

　彼女を梓の屋敷にいつまでも閉じ込めていくわけにもいかない。いずれ梓家の養女なり、行儀見習いなりの肩書きをつけて、嫁に出すことも考えてやらないといけないのだから。

「今夜は私は別に用があるから、光る君と一緒にいなさい。ここでのふるまいは彼が教えてくれるよ。大丈夫、彼は紳士だから」

　そう絢子の耳元で言いつける。「でも」と何か言おうとした彼女の口には人差し指を当てて封じ、素直に従うように、と視線で伝えた。

「……珍しいこともあるんだね、宵の君が女性を連れてくるなんて」

　寿久は何にでも興味を持って面白がるが、今日は殊更、絢子に興味を引かれた様子だった。

　不安げな絢子の視線は絶えず注がれているが――彼女のためを思えばこれも経験だ。

「では頼んだよ、私も久しぶりに宴を楽しむとしよう」




　　　　　◇◇◇




　功史朗様は、私を"光る君"に預けてどこかへ行ってしまわれた。

　初めての場所で、周りは全員知らない人ばかりだというのに。

　功史朗様はどういうつもりで今日、私をここへ連れてきたんだろう。

　初めてのドレスに初めて履く靴で、もう、一人でここに立っているだけで不安になってしまう。

　功史朗様、一人で置いていくくらいなら、連れてこないで欲しかったです……！　心細くて自分の靴の先ばかりを見てしまう。

「宵の君、君をおいて行っちゃったねー。君が、宵の君に一人で参加してみたいって言ったの？」

『光る君』と功史朗様が呼んでいた人に、話しかけられた。

「いいえ、私は今日、行き先も知らないままにこ、宵の君にここへ連れてこられただけです……」

「あー、それは不安になるよね。宵の君って時々、女性に対して雑なことするんだよなぁ、悪気はないんだろうけど。ま、とにかく宵の君が戻るまで、僕と一緒にいればいいよ。僕は光る君を名乗っているけど、君のことはなんと呼べばいいかな？」

「あの、仮の名とかはなくて……名前は名乗ってはいけないと言われているだけです」

「ふーん、そうなんだ」

　功史朗様ほどではないけれど、この方も背が高くて、うつむいていると彼の声は上から降って来るように聞こえる。

　そう思っていたら、光る君がふいに私の目の前にしゃがんで見上げてきた。

　白い羽根の仮面越しにも分かるほど、まつげが長くて大きな瞳の光る君は、大勢の人が集まるこういう場で、みんなの目を引くだろう華やかさがある。

　光る君、という仮の名がぴったりな人だと思った。

「じゃあ、君は夕顔ちゃん。夕顔ちゃんって呼んでいい？」

「はい、源氏物語の夕顔ですか？」

「あれ？　知ってるの？」

　意外そうな顔で彼が見上げる。

「光る君なので、そうかなと思っただけです」

「へー、ここに来る女性で僕の名の由来を当てた人に、初めて会ったかもしれない」

　光る君が私を見る目は、好奇心のかたまりのよう。

「ご存じのかたのほうが多いと思いますけど……」

　ワルツが一曲終わったらしく、踊っていた人達がバラバラと、広間の真ん中から壁のほうへ戻ってきた。

「次の曲が始まるようだね」

　光る君が私の前にかがみ、左手を差し出した。

「夕顔の君。ワルツを踊っていただけますか？」

　これ、知ってる。功史朗様が教えてくれたダンスへのお誘いだ。

「……よろしくお願いします」

　差し出された左手にそ、っと右手を乗せて、横にうなづくように微笑む。

「嬉しいな。君の最初のダンスの相手が出来て」

　光る君は私の手を取り広間のほうへ向かいながら、笑いかけてくる。

　曖昧な笑みを返して、私は受け流した。だって、私にとっての初めてのダンスのお相手は、功史朗様だから……きっと、私がこれから知ること、全部。

　功史朗様に失望されないよう、教えられた通りに踊れますように。

　曲が始まり、光る君のリードに添うように最初のステップを踏み出した。

　

　　　　　◇◇◇




「宵の君。ひとときの戯れを楽しみましょうよ」

　この屋敷はやたら横に長い……そんなことを思いながら廊下を歩いていると、声をかけてきた女性がゆらりと俺の体に腕を回し、抱きついてきた。

　絢子と離れ、少し一人で過ごすつもりだったので面倒に思ったが、この状況から断ることのほうがあとあと面倒になるような気がする。

「あぁよかった。さっきあなたを見かけた後、探して歩いていたんですよ」

　よくここまで平然と咄嗟に嘘をつけるものだ、こんな自分が嫌になる。

　女の肩に手を置き唇を合わせ、もう一方の腕を腰に添えた。

　女は俺の首に手を回してくる。

「ぁん……宵の君、ここでは嫌ですわ。そこのお部屋に入りましょうよ」

　女のうなじに舌を這わせながら、横目で近くの扉を見る。その部屋の扉は少し開き、中には誰もいないようだった。

　そういえば、今回に限っては寿久に鍵を渡されていない。この屋敷の部屋は鍵がついてない部屋がほとんどなのか。最中に開けられたら目も当てられないな。

　そんなことを思いながら、女と一緒に無人の部屋に進んだ。

　部屋に入ると女は大胆になり、俺のズボンのベルトを解いてチャックを下ろした。俺のをほおばる彼女の口の中は熱く濡れ、欲望を簡単に硬く大きくする。

　この女……以前にも宴で二人で過ごしたことがあったか？

　仮面を着けているし、あやふやな記憶などあてにならないか。どす黒い欲情がそこに集まるのを感じながら、深呼吸をして目を閉じた。

　口淫は久しぶりだ、前の『宴』以来だろうか……女の髪を撫でながら考える。絢子にはまだ教えていないな……。

　あの小さな口には、俺のは入らないかもしれない。

　フ、と小さく笑いが漏れた。

　足元にひざまづいている女が、口を離して上を向く。

「どうなさったの？　宵の君。興が乗らないかしら？　……昔、貪欲に求めてきたあなたは、荒っぽいところも魅力のひとつでいらしたのに」

「やっぱり、あなたでしたか……奈美なみさん」

　身体のライン、嬌声、指遣い。すべてに覚えがある気がした。

「あの頃より、もっと悪いことも教えてあげられるわよ？　……功史朗さん」




　　　　　◇◇◇




　父には奈美という名の妾が一人いた。

　自分がある程度の年齢になり、妾という存在がどういうものであるかを知って、父が離れ座敷でしばしば夜を過ごすことの意味、そして母屋と離れという違いはあれど、同じ敷地内に住む母の感情に、思いを馳せることもあった。

　小さい頃は、家の庭で遊んでいて時々、離れの庭のほうまで行ってしまうことがあった。

　離れ座敷の庭から、女の人が俺に手を振ってくる。すると、俺は手を振り返していいのか分からず、いつも見ないようにして走り抜けた。

　今にして思えば、奈美さんは父よりも自分に年が近かったのではないだろうか。

　彼女は屋敷の奥様である母より前に出るようなことは決してしなかったが、従順で分をわきまえた女というのは、あくまで表向きの顔だった。

　高等科一年の夏休みに、寮から久しぶりに帰宅したところ、特に連絡せず帰ったからか、両親は出払っていた。

　母屋には使用人しかいないのは退屈で、ギラギラした真夏の日射しの下、手持ち無沙汰で制服のまま敷地内を歩いたのだ。

「おかえりなさいませ。功史朗ぼっちゃん、ご立派になられて！」

　時折、使用人とすれ違うたびに声を掛けられ、少しいい気になっていたのかもしれない。

　なぜか普段なら行かない、離れ座敷まで足を踏み入れていた。

　離れの庭を歩いていると、俺に気付いた奈美さんが部屋の中から手を振ってきた。

　黒いワンピースで悠然と手を振る彼女の姿は、当時十六歳だった俺に、大人の女性の余裕を感じさせた。

　子供の頃は戸惑って走り去っていたが、使用人達のお世辞まじりの言葉を真に受け、いっぱしの男になったつもりだったその時の俺は初めて、奈美さんに手を振り返した。

　一種の度胸試しのような気分もあったかもしれない。

　一瞬、驚いたような顔をした奈美さんだったが、そのあと笑顔になり、俺に向かって手を「おいで」の形にして振ってくる。

　手を振り返したことを少し後悔したが、ここでまた子供の時のように走り去るのは格好悪い……心臓が口元までせり上がってくる心持ちがしながらも、平静を装って、窓が開け放たれた離れの座敷に近寄っていった。

　膝丈の黒ワンピース姿の奈美さんが縁側へ座り、俺がその前に立つ。

「功史朗さん、おかえりなさいませ。高等科は夏休みですか？」

「奈美さん、お久しぶりです。はい、ただいま帰りました」

「梓家の嫡男として、ご立派になられましたね。お上がりなさいな、お茶をお出ししましょう」

　そう言って彼女はゆっくりと立ち上がり、部屋の奥へ向かおうとする。

　断るのが礼儀なのか、お茶をいただくのが礼儀なのか分からず、その場に立って迷っていると「どうぞ上がって」と俺のほうを振り向いた。

「そこは日が当たって暑いでしょう、涼しい部屋でお茶をお上がりくださいな」

　柔らかな笑みを浮かべる目の前の女性に、ここで断れば子供扱いされる気がしたから、言われるまま黙って縁側に靴を脱いで、座敷へと上がった。

　冷えた麦茶でも出されるかと思っていたら、通されたのは茶室だった。

　作法の通り、床の間に掛けられた「日日是好日」との墨字の茶掛の前へ座って一礼する。

「いいのよ、私と功史朗さんしかいないんだから。楽にして、好きに座っていてちょうだい」

　すると、奈美さんは茶を点てる用意一式を乗せた盆を持ち、手前畳に座った。

　好きに座れと言われても、どこに座ろうかと一瞬迷う。

　客は自分一人だから本来は正客の位置、床の間の前に座るべきところだが、父の妾である女性の正客としてふるまうのは、父に対して、また母に対しても後ろめたい気分がして、結局は客畳へ、奈美さんの正面を避けて座った。

　部屋のすみに置かれた扇風機の「ブゥーン」という音だけが、やけに大きく聞こえる。

　首を回している扇風機が自分の方を向く時だけ、空気が動いて少し涼しくなる。

　手びねりガラスの涼しげな茶碗に、奈美さんが棗なつめから茶杓で抹茶をすくい入れる。

　同じくガラスの徳利のような容器から、茶碗に少量の湯を入れ、抹茶を茶筅で練り始めた。

　ガラスから透けて見える、抹茶の深緑が美しい。

　奈美さんが茶筅を持って少し前屈みになった時、やはり正客の位置に座るべきだったと後悔した。

　正座した彼女のスカートから、素肌の膝が見えてしまっている。

　彼女の所作や美しいガラスの茶碗に目を向けると、どうしても彼女の膝が視界に入ってしまう。

　そして彼女が前屈みになった時に膝が少し開いたのを、目が捉えてしまった。

　正面ではないし、正面に座っていたとしても膝の奥までは見えない。

　それは分かっているが、もうガラス茶碗に目を向けることすら出来なくなってしまった。

　外を歩いていた時よりも身体の熱を感じ、背中に汗が流れる。

　まっすぐ背を伸ばし、深呼吸をした。

　庭の木に大量に止まっているのだろう、部屋の中まで響く大音量のセミの鳴き声に耳を澄ませるうちは、若い性欲の気を紛らわすのに幾分か助かった気がした。

　その後、彼女は別の容器で茶碗に水を注ぎ、少しのあいだ茶筅を小刻みに揺らして茶をたて、器のふちに沿って一周させてから、最後に小さめの氷をふたかけら、泡立つ茶の中に浮かべる。

　氷がガラス茶碗に当たり、カラン、と涼しげな音を立てた。

　奈美さんが右膝を自分の方へ向け、片手で茶碗を俺の正面の畳に差し出す。

　彼女の左足の、白い内ももが見えた。

　柔らかそうな肌で、思わずギュッと目をつむってしまう。

「どうぞ。気楽にしてちょうだいね」

　クスクス、と軽く握った手を鼻のあたりに置き、彼女が笑った。

「……頂戴致します」

　ガラスの茶碗を傾け、美しい深緑の抹茶をのどに流し込む。

　口のなかの冷たい感触とは裏腹に、首にひとすじの汗が流れた。

　扇風機がうるさい。

　セミもすごくうるさい。

　そして、斜め前には父の妾の女が涼しい顔で座っている。

　俺は、こんなところで何をしているんだ。

　無作法を承知で、ゴクッゴクッと喉を鳴らして冷抹茶を一気に飲み干した。

「……おいしくいただきました」

　茶碗を畳の上に置いて軽く一礼してから、右手の甲で乱暴に口を拭う。

　早くこの場から出ようと立ち上がった。

　が、慣れない場での正座で足がうまく動かず、不格好に転がってしまった。

「あらあら、大変」

　奈美さんが畳の上のガラス茶碗をよけて、俺の肩に手を添えた。

　畳に肘をついて体勢を崩したままの俺を、奈美さんが上からのぞき込む。

「大丈夫？　少し、休んでいかれたら？」

　目の前に彼女の大きな瞳と紅い唇。

　少し首をかしげて笑みをたたえた彼女の香水なのか石けんの香りか、女の匂いが鼻をかすめる。

　頭の中で、理性がちぎれる音が聞こえた気がした。

「……ぁ」

　瞬間、奈美さんの腕をつかみ、畳に組み敷いていた。

　夢中で彼女の唇をむさぼり、ワンピースの裾に乱暴に右手を差し入れる。

　汗で髪が数本張り付いている彼女のうなじに夢中で舌を這わせた。

　彼女の髪の匂い、汗の味。

「ぁん……ふふッ。ダメよぉ、功史朗さん」

　そう言いながら彼女の身体には力が入っておらず、俺の手を避けようともしない。

　俺はその日、初めて「女」を知った。

　それから寮に戻る日までの一週間、両親が留守にしている時は必ず「庭を散歩する」習慣がついた。

　その数年後に父が亡くなると、彼女は離れ座敷から出ていった。

　母に手切れ金と梓家の持つどこかの小さな土地を切り渡され、そこに家を建てたらしいと使用人の誰かが噂するのを聞いたことがあるだけで、それ以外は何も知らなかった。




　　　　　◇◇◇




「あの時の功史朗さん、今も覚えているわよ。すごくかわいかったもの、私の身体に夢中になってらして」

　俺にその気がないと見て、彼女はさっさと俺の服を整えてソファに座り、俺はその横の窓にもたれて立った。

「昔の話です、もう、そんなことはすっかり忘れてしまいました」

「あら、それは残念だわ。でもこの宴で再会するなんて、功史朗様も大人の遊びを覚えてしまった、いけない殿方なのね」

　クスクス、と軽く握った手を鼻のあたりに置いて、彼女が笑う。笑い方も昔と変わらない。

「それにしても、こんな風に遊んでいて大丈夫なの？　そろそろ佐伯さんがうるさくおっしゃってるのでは？　お見合いのこと」

「それは、今のところかわしていますから」

　使用人に勉強を教えることで……あぁ今頃、絢子はどうしているだろう。

「そうなの。でも梓伯爵のお家のために、いずれはご覚悟が必要ね。お血筋を守るのはご苦労も多いとは思うけれど、功史朗様のお役目ですもの」

　俺の世話をする役目は絢子がいるから大丈夫だ。だが、絢子の世話をする相手はいずれ、見繕ってやらなければならない。

　……絢子の相手？

　絢子が他の誰かに抱かれる様を想像した途端、軽い吐き気に襲われた。

　口に手を当てて立ち上がる。

「奈美さん、では今宵はこれで。……お元気に過ごしてください」

「……功史朗さんも、健やかにね」

　背中にかけられた言葉を聞きつつ、扉を閉めた。

　そして、廊下へ出てすぐ、俺は絢子や寿久と分かれた場所へと急いだ。




　　　　　◇◇◇




「あ（やこ）……！」

　かりそめの名を付けていなかったことを後悔した。名前を呼べないのにどうやって探すというのか。ワルツが流れる大広間を通り抜けようとして、寿久と楽しげに踊っている絢子を見つけた。

　――よかった、いた！

　ちょうど曲が終わった。

　寿久に手を引かれて退場しようとする絢子の腰に片手を回し、寿久から引き離した。

「きゃッ……こ……宵の君さま!?」

　足が浮いた状態で、振り向いた絢子が驚いている。

「帰るぞ」

　改めて両腕で、しっかりと絢子の身体を自分のほうに抱き寄せた。

「光る君、今宵はこれにて失礼するよ」

「宵の君……君ねぇ」

　呆れ顔で寿久が何か言おうとしたが、無視して大広間を出た。

「あの、宵の君……さま……あッ」

　急ぎ足で絢子の手を引いて歩いているので、彼女がつまづきそうになった。

　振り向くと絢子がそこにいることに安堵し、気持ちが落ち着く。

「悪かった、大丈夫か？　もう少しゆっくり歩くよ」

　玄関を出て、車寄せの所にいる男に車の番号を告げ、運転手に車を回すよう伝えてもらった。

「休んでいたところを悪いね、今日はもう帰ることにするよ」

　仮面を取り、絢子のを外してやりながら運転手にそう告げ、二人で車に乗り込んだ。







　車が屋敷に到着して、佐伯の出迎えも適当に聞き流してそのまま三階へ上がる。

　絢子を連れて寝室へ入り、扉を閉めたところで口づけた。

　壁に押しつけ、ドレスのボタンを外してうなじから胸へ唇を這わせる。

「功史朗様……!?」

　ドレスを脱がせてベッドへ押し倒す。自分の身体の下に絢子を組み敷いて、膝立ちで見下ろしながらゆっくりとネクタイを外し、シャツのボタンを外した。

　絢子の太ももを広げて間に座り、白いソックスを履いたままの彼女の足を片足ずつ持ち上げて、俺の肩に乗せる。

　かがみ込んで、もう既に赤く膨らみ始めているクリトリスに、手を温める時のように息を吹きかけた。

「ん……ッ」

　手首を噛むようにして声を押し殺す絢子の姿に、声をあげるのを我慢できないほど乱れさせたくなる。

　クリトリスをチロチロと舌先で何度か舐め上げた後、すっかり硬く膨らんだそこに柔らかく歯を立てた。

「ヤアァッ！　功史朗様ッ！」

「……ベッドでは、俺をなんと呼ぶと教えた？」

　わざとクリトリスに歯を当てたまましゃべる。

「ふ……ぅっ……ごしゅ……んさ……」

「聞こえないな」

　びくんッ！　と赤い芽が何度も跳ねるのを舌と歯で感じながら、絢子を見る。

　ふるんっと揺れる乳房の向こうに、快感を持て余している様子の絢子を観察する。蜜が溢れている場所へ人差し指と中指を挿し入れると、絢子はさらに乱れた。

　もちろん逃がしてやるつもりはなく、中のイイところを、二本の指先で正確に責め立てる。

「ごしゅじんさま……――ぁあ、ッ！」

　お許しください、を言う余裕もなく絢子は達したらしい。

　肩で息をしている絢子に構うことなく自身を深く挿し入れた。

　抱えた太ももにキスの跡を幾つもつけながら、絢子の腰に激しく自身を打ち付ける。

　彼女はなかば腰を持ち上げられているので自由に動けず、俺が何をしても受け入れるしかなかった。

　俺の衝動に身体を好きにされて乱れる絢子は淫らで、はしたなく、美しい。

　この景色を見るのは俺だけでいい……他の誰の目にも触れさせない。

「……ッ！」

　どくん、どくん、どくん、と絢子の中、最奥へ白精を放った。

　絢子を俺のものに出来るなら、手段など選ばない。

「あやこ……」

　身体を繋げたまま抱き寄せ、絢子を俺の腕の中へしまうようにして、眠りに落ちた。












第八章　悩乱







「功史朗様。白川さんにそろそろ、離れ座敷に移っていただこうと思っております」

　絢子はまだ俺の寝室で眠っているので一人で先に朝食をとっていると、佐伯に話しかけられた。

　が、話の内容がよく理解出来ない。

「部屋を移す？　彼女の部屋に何か支障があるなら、二階のどの空き部屋へでも移ればいいだろう。どうして離れなんだ？　もう何年も開けていないような場所へ、なぜわざわざ引っ越す必要がある？」

　父が奈美さん――妾を住まわせていた場所に絢子を追いやることなど、とうてい出来ない相談だ。

「白川さんは今、どこにいらっしゃるのですか？」

「俺の寝室でまだ眠っている」

　絢子への独占欲に気付いたあの後、ずっと絢子を手放せずに何度も抱いてしまい、最後には気を失わせてしまった。まだしばらくは起きられないだろう。

「だからです」

　佐伯の言葉の意味するところが分からないので、黙ってその先を促す。

「ゆうべ早々に外出からお戻りになってから、夕食も召し上がらずにお二人の時間を過ごされました。それに以前から、白川さんはしばしば朝に起きられない日があり、私や他の使用人が気にしないといっても、白川さんの真面目な性格上、気にしているのは明らかです」

　絢子のことだからそのことを気にするというのは分からないでもない。が、それと離れ座敷への引っ越しと、なんの関わりがあるというのか。

「離れ座敷に移っていただき、使用人の任を解き、功史朗様のお手がついた者として、正式にあちらに住んでいただくのが、本人にとっても、また梓家の体面を保つ上でもよいことと、梓家の執事として意見申し上げます」

「俺がいつまでもふらふらしているから梓家の存続を心配して、また見合い話を持ってこようというのか？　それなら大丈夫だ。誰と家族を作るか、俺はちゃんと考えているから」

「白川さんは奥様として梓家に入っていただくことはできません」

　その言葉に耳を疑い、佐伯の顔を正面から見据える。

　佐伯は今まで見たことがない顔をしていて……いや、見覚えがあった。

　父の葬儀で家族を亡くしたばかりの俺に告げた、あの時と同じ顔だ。

『人前で涙を見せるような見苦しいことはなさらないように』

　あの時は、自分が憎まれ役を買うことで俺が悲しみより怒りの感情をもって、冷静に喪主を務められるようにとの心遣いだったと分かるが、今日の佐伯の発言の真意は分からない。

「どういう意味だ？　絢子が俺の妻になることになんの不都合がある？」

　今まで絢子と二人でいるとき以外で、彼女のことを下の名前で呼んだことはない。だが今は、自分の意思を佐伯にハッキリと示す意味で、わざと「絢子」と呼んだ。

「恐れながら梓家は、陛下より伯爵の爵位を頂戴されている由緒正しきお家柄の血筋です。その血を正しく継いでいくことが、功史朗様の梓家嫡男としての責任なのです」

『梓家の嫡男らしく』、ね。

　ノブレス・オブリージュと同じように、幼い頃から佐伯に教え込まれた言葉だ。

「白川さんは人間として質の良いかたです。けれども残念ながら、伯爵家の奥方として求められる資質は、それとは全く別のところにあるのです。たとえ梓家の人間が気にしないとおっしゃっても、よその華族の方々の目というものがございます」

「俺は俺がどう思われようが構わない」

　わざとたくあんを箸で突き刺し、口に入れた。バリボリと大きな音をさせて噛み砕く。

「功史朗様ではなく、好奇の目に晒され陰口を言われるのは、白川さんなのです。華族の集まりに参加する時、殿方と女性陣は分かれて談笑の時間を持つことが多くございますが、功史朗様と離れてそのような場に参加した時、白川さんがどのような目に遭うのか、想像することが出来ますか？」

「そんな、まだ起きてもいないことで俺を説得出来ると思うのか？　とにかく、俺は絢子以外の女性と結婚するつもりはないし、絢子を妾にするつもりもない」

「……私は先代の梓伯爵、お父上の代からこちらにご縁をいただいておりますが、功史朗坊ちゃんがそうやって、いつまでも梓家の当主としての自覚を持ってくださらないなら、私が今後この家の執事を務めさせていただくのは、難しいように思います」

「そんなに仕事が面白くないなら、俺を見限ってこの家を出ていけばいいだろう」

　売り言葉に買い言葉。

　口に出してから「しまった」と思ったが、出した言葉はもう、収めることは出来ない。

「……年寄りがうるさいことを申しました。申し訳ないことにございます。ただ他の使用人の手前、白川さんには離れ座敷へ移っていただきます。……屋敷の主が日の高いうちから寝室に女性を侍らせるのは、お相手の女性にも酷なことですので。では、失礼致します」

　遠回しに「閨事の声や物音」について言っているのだと理解した。佐伯の部屋は、俺の部屋の真下だから、もしかしたら執務室の横の部屋の音も聞こえていたのかもしれない。

　たとえ佐伯でも、絢子の嬌声を耳にするなど許せない。

　仕方がないので、離れへの引っ越しは認めた。




　　　　　◇◇◇




　佐伯さんに声を掛けられ、二階の部屋から離れの座敷へ移ってほしいとお話があった。

「功史朗様は白川さんに少々手荒な愛情の示しかたをなさってはいないでしょうか。夜の世話係の都合上、早朝に起床できない白川さんの謝罪を受けるたび、申し訳ない気持ちが湧くのです」

「そんなことは……でも、起きられない日が続くと、私も申し訳ない気持ちになります」

　あくまでも使用人なのだから、給仕の仕事が同じでないにしても、時間や規律は他の皆さんと同じように守るべきだと思う。

「やはり、そうでしたか」

　それを佐伯さんは理解してくれているようで、申し訳なさそうに眉根を寄せ、肩を落とした。

「私どもは気にしていませんが、白川さんご自身はそう思うかもしれないと思っておりました。そのことを勘案しまして、白川さんに離れ座敷に移っていただきたいのですが、よろしいですか？」

　お互いの精神衛生上として、私の負担も考えてくれる佐伯さんの言葉は優しかった。

　でも、なぜあの平屋のお屋敷なのだろう。

「私は構いませんが……でも、どうして離れ座敷への移動なのでしょうか？」

　初めてあの平屋のお屋敷を見た時、佐伯さんがあまり近づかないほうがいい、というような言い方をなさったことを覚えている。

　まさか、幽霊屋敷とか、そういう類いではないとは思いたいけれど。

「あちらへ移っていただいたほうが、功史朗様との時間を気兼ねなく過ごすことが出来るでしょう。そして、離れ座敷に移っていただいた時点で、白川さんは使用人から外れ、功史朗様のお相手としてあちらに住んでいただくことになります」

　身分の高い方々は、正妻のほかに、お妾さんを側におくことがあるのは私も知っている。つまり、功史朗様のお手がついた私は妾として離れ座敷に囲われ、そして功史朗様はいずれ、他の女性を本妻として……。

　そっか、……――私、は。

「かしこまりました。では柳行李を運んでいただけるように、荷物をまとめて参ります」

　その先のことを考えてしまうとつらいので、軽い返事にして自室へ戻った。







　その日のうちに、引っ越しは進んだ。

　もともとそんなに荷物は多くないので、柳行李を運転手さんに運んでもらった他は、功史朗様に作っていただいたメイド服やドレス、靴を自分で持ち、実家から少しだけ持ってきた書物は佐伯さんに運んでいただいた。

　こうして、離れ座敷への引っ越しは簡単に一度の移動で済ませることが出来た。

「運んでくださってありがとうございました。重いものを持っていただいて助かりました」

　運転手さんと佐伯さんにお礼を言い、離れ座敷の箪笥にメイド服や水色のドレスをしまう。

「これくらいの荷物、引っ越しにも入らないくらいですから、気にせずとも大丈夫ですよ。書物はこちらの本棚に並べて入れておきますね」

　そう言って書物を整頓してくれている佐伯さんが、私が実家から持ってきた書道の手本書を見て、作業の手を止めた。

「これは……良い書のお手本をお持ちですね」

「ありがとうございます。これは祖父が私にくれたものなんです。子供の頃から、家にある本を出してきては、読めもしないのに眺めていたりしたのを祖父が面白がって、大人になっても大事にするならと、この書を私にくれました」

　私の話を聞きながら、佐伯さんは祖父がくれた書に熱心に目を通している。

「白川さんは関東近郊のお生まれと以前うかがいましたが、ご家族は昔から現在の土地にお住まいなのですか？」

「いいえ、祖父母はもともと奈良県に住んでいたと聞いております。明治の御一新からしばらくして、家族で関東のほうに移ってきたようです。こちらへ来るまでのことは、祖父母はあまり話さなかったのでよく知らないのですが、何か、お寺のお仕事をしていたとは聞いております」

「なるほど、それで」

「え？」

「いえ、こちらの話です。素晴らしいものを拝見しました。ありがとうございます」

　そういって佐伯さんは残りの本の整頓をしてくれた後、離れ座敷から出ていった。

　祖父に貰った書に、佐伯さんは熱心に目を通していらしたけれど、そんなに素晴らしいものなの？　私にはその価値はよく分からないけれど。




　　　　◇◇◇




　急に佐伯が休暇を申し出て五日間、屋敷を離れることになった。

　前に佐伯が休暇を取ったのはいつだったか。まだ両親が達者だった頃ではないかと思うほど、佐伯が休んだ記憶はない。

　この前あんな言い争いをしたばかりだったので、本当に辞めてしまう気なのかと動揺したが、どうやらそうではなく、五日ほど休みが欲しいとのことだったので、必ず五日で戻ってくるよう言いつけ、許可した。

　そして、佐伯が休むなら他の使用人も休ませたほうがいいだろうと思い、佐伯が休みの間に三日ずつ、他の使用人にも休みを与えると、今日と明日、使用人が誰もいない日が出来ていた。

　明日には佐伯が戻ってくる予定なので、まぁ一日くらいなんとかなるだろう。

　それに、屋敷のほうに誰もいなければ、離れ座敷で終日過ごすのに都合がいい。

　絢子の部屋を離れ座敷に移してから、二人でいる時間を自由に取れるようになったのはいいが、なんとなく絢子の元気がない気がして、気になっている。

　だから今日は何か心配事でもあるのかと、ゆっくり話を聞いてみようと思った。

　遅い昼食を二人で食べたあと、執務室で少し仕事をしてから、夕方に向かう日差しを眺めながら離れ座敷へ向かう。

　座敷の縁側から直接、絢子がいる和室に入った。

「功史朗様、お仕事お疲れさまでございます。夕食は私がご用意致しますが、何かご不便なことはございませんか？　何かございましたらおっしゃってください」

　そう言って微笑む絢子の顔は、やはり心からの笑顔には見えなかった。

　絢子の横にあぐらをかいて座り、まっすぐ下ろした綺麗な黒栗色の髪を指で耳にかけてやりながら、目を見つめた。

「どうした？　最近あまり元気がないように見えるが、何かあるなら話しなさい」

「……いいえ、ご心配いただくようなことは、何も」

　すぅ、と目を逸らす絢子の仕草に、何も思っていないことはないだろうことは察せた。誰でもわかるような彼女の行動は、幼子のように純真で愛らしくはあるが、少し憎らしさもある。

「こちらを向きなさい、絢子」

　素直に言いなさい、と両手で絢子の頬を包んでこちらを向かせた。

「……俺では絢子の話相手をするのは、力不足か？」

「そんなことは決して……」

「なら話しなさい、目を逸らしてないで」

　俺から顔を逸らせず、絢子は思案顔で黙ってこちらを見ては、気まずそうに少しだけ視線を横に流す。何をそこまで後ろめたいことがあるのか……やはりここに移動するのは本意ではなかったのだろうか。

　思案する俺をよそに、上目遣いに見る絢子は恐る恐る口にした。

「……お怒りになりませんか？」

「怒らないよ、絢子に何を怒ることがあるというんだ？」

「……」

　黙ったまま、絢子は俺の両手を顔から外し、自分の手で包んで膝の上へおいた。

「梓家から出ていくことを……お許しいただきたいのです」

　怒らないと言った手前、絢子の膝の上にある自分の手を握りしめることで我慢した。

　言った後うつむいている絢子に、精一杯、冷静に声を掛ける。

「白川の実家に何かあったのか？　大丈夫だ、それならうちでなんとかしてやるから」

　実家の誰かが病気になったか、それともきょうだいの進学の問題か。

　なんにしても大抵のことは、梓家で対応出来るだろう。絢子は遠慮するだろうが、良い医者にみせることも、進学も、そしてそれにかかる経済的な問題でも、対応しきれないことなどは何もないはずだ。

　絢子はうつむいたまま、黙って首を横に振った。

「家のことではないのか？　……では、どうしてだ？」

　絢子は首を振るばかりで、埒があかない。顎に手をやって上を向かせた。

　まぶた一杯に涙を溜めた目で、彼女は俺を見つめてくる。

「どうか、私を梓家から出してください」

「だから理由を言えといっているだろう！」

　両肩をつかんで絢子の身体を強く揺らした。涙の粒がこぼれる。

　絢子はそれでも唇をひき結び、涙を流しながら首を横に振るだけで何も言わない。

　怒らないなど、到底無理だった。

　……許さない、この家から出ることなど。

　どんな理由をつけようとも、絢子が俺の元から離れるのは許さないが、それ以上に理由を言うことを頑なに拒む絢子には苛立ちばかりが募った。

　意地でも言わせてやる――昏くらく黒い衝動が湧き上がるのを感じた。

「話さないなら、お前の身体に聞いてやろうか。どれだけ耐えられるか、見ものだな」

　絢子が大事にしているのを分かっていて、わざとメイド服のボタンの間に指を差し込み、両手で左右に一気に引き裂いた。弾け飛んだボタンが、音を立てて部屋のあちこちに飛び散る。

「い……やッ」

　露わになった身体を隠そうとする絢子の両腕をつかみ、ほどいた前掛けの紐を使って後ろ手に縛りあげた。

　仰向けに畳の上に押し倒し、足をＭ字に開かせる。

　そのままで閉じられないよう、膝辺りを上から俺の足で押さえつけた。そして人差し指でクリトリスを軽く弾くと、外気に触れた刺激と合わせて赤く膨らんでくるのがわかった。

「ん……うっ」

　蜜壺に中指と薬指を挿入すると、蜜が溢れだした。下敷きになっている服にはすぐにシミが広がり、絢子の弱いところに正確に指先が当たった。

　ここで指の関節を曲げれば簡単にイくことは知っている。だから指をまっすぐ伸ばしたまま、何度も出しては挿れてを繰り返した。

「ん……あん……」

　絢子の声に甘さが加わったのを確認し、俺はズルリと指を二本とも抜いた。

　両手を伸ばして左右の乳首を摘まむ。中指と親指で摘まみながら、人差し指でその先を柔らかく、けれど執拗にカリカリとひっかいた。

「ハァ……あ……、ァ……っ」

　左手は乳房に残したまま、右手をクリトリスの上へ移動させる。親指で蜜をすくい、円を描くようにクリトリスに塗りつけた。

　硬く膨らんだクリトリスは大きな赤い芽になり、ヒクヒクと男を誘う動きをしている。

　それを人差し指と親指で下から摘まみ上げた。

「アァッ！　ンッ！」

　摘まみ上げる動きを何度も繰り返し、時折、親指で蜜を塗りつける動きも加えながら、絢子の息遣いを観察する。

　絢子の息遣いが不規則になり、身体を弓なりに反らそうとした瞬間、俺は指を離した。

「ハァッ……、ハァッ……」

　身体から力が抜けて、畳に背中をつける絢子の中へ再び指を二本挿入し、グチュッ、グチュッという音をわざと立てて律動させる。

　イイところには決して当たらない位置で。

　すると、絢子はようやく気付いたようだった。

「ごしゅじんさま……お願いします……」

　イかせてほしいと、目線で訴えてくる。

「理由を言う気になったか？」

　絢子を見下ろしながら、クリトリスを人差し指の先でちょん、ちょん、と羽根で触れるようにつつく。

　だが、絢子は顔をそむけて目をつぶった。

　……お前は、さらに嗜虐心を煽るのか。

　乱暴に身体を起こさせて四つん這いにし、膝と肩で身体を支えさせる。

　腕は後ろ手に縛っているので畳につくことが出来ず、尻を高く上げる形になる。揃えている膝に手を差し込んで左右に広げてやると、蜜が透明な筋になって内ももに垂れた。

　背後の障子が西日を受けて白く反射している。いいことを思いついた俺は立ち上がり、おもむろに障子と窓を広く開け放った。

　絢子の高く上げた尻に西日が当たる。

「ヤ……ッ！」

　日差しのぬくもりと外気を感じ、絢子は日の当たらない場所へ逃げようとする――俺は片手で絢子の腰をつかみ、元の位置に押し戻した。

　絢子のそこは、ぬらぬらと蜜で濡れ、日差しがあたって淫靡な光を見せていた。

「功史朗様ッ、い……やァ、っ！」

　高く上げた尻の前に座り込んで、恥ずかしさに逃げようとする絢子の濡れた部分にてのひらを当てて、動けないようにする。

　もっと羞恥に震えればいい。

　そのために恥ずかしい恰好にしてやっているんだから、抵抗するだけ無駄だ。

「功史朗様……やめてください……」

　懇願するように、絢子は同じ言葉を繰り返す。

「どうして家を出たいんだ？」

　股に当てた手のひらを返し、今度は下向きに指を二本、突き入れる。

　出し挿れするたびにじゅぱ、じゅぱ、とよく濡れた音がした。

　指を挿入したまま上に上げてさらに尻を上げさせ、そして垂れ下がるように大きく膨らんだ赤い芽に舌を這わせた。

「あぁぁあぁッ！！」

　悲鳴に似た嬌声が部屋に響く。

　今日は誰もいないから、好きなだけ叫べばいい。

　……どれだけ叫んでも、素直になるまでイかせてやらない。




　　　　　◇◇◇




　どれくらい時間が経ったんだろう……外は暗くなり、虫の音が聞こえる。

　四つん這いにされたまま、もうずっと功史朗様に責められ続け、身体はおかしくなっていた。

　功史朗様は、私の身体を私よりもよく知っていて、私がイく場所、イく触り方、イく姿勢、ぜんぶ分かっていて弄んでいる。

　もう何時間も与えられていない絶頂の快楽への飢餓感に、腰は自然と揺れてしまう。

　正確に指を当てられるのに、イきそうになったら外される。しばらくしたら、また同じように嬲られて、寸前で動きを止められるのを繰り返され、考えることはただ一つになっていた。

「お……ねがい……しま……、す……」

　もう何度懇願しただろう。叶えてはもらえない願望を。

「絢子は頑張り屋さんだね……いや、強情なのか。俺の指がふやけるまで粘るとは思わなかったよ。同じことの繰り返しは飽きてきただろうから、久しぶりに新しいことを教えてやろうか」

　暗い部屋で功史朗様の声だけが後ろから聞こえた。

　新しいこと……？　なにをするの……？

　功史朗様は四つん這いの私が一番上に晒している部分――濡れている所とは違う箇所に、指を置いた。息を吸った喉が、ヒュッと鳴り、全身に鳥肌が立つ。

「俺もさすがにここを試したことはないが、あぁ、だけど指くらいは濡らせば入るのかな」

　そこが指の腹で押される感覚がした。

「い、イヤです！　功史朗様やめてください！！」

「中指を濡らすよ」

　蜜壺に指を入れられ、すぐに抜いた功史朗様は、すぐ上のつぼみへと指を這わせてくる。

「やめ、て……功史朗様！　いやァ！」

　制止もやむなく、濡れた指の腹がそこを撫でた。

「どうしてこの家を出たいんだ？」

　ぞわぞわとした感覚が肌を撫でる。

　達することを許されず、つぼみを撫でられ、虐げられる――なぜ、こんなに辛い思いをしないといけないの？

　もう、限界だった。

「功史朗様をお慕い申し上げてしまったからです！」

　ひとこと告げてしまえば、後はとめどなく言葉が、涙が溢れてくる。

「功史朗様に優しくしていただいて勉強をみていただいて、素敵な洋装のドレスを作っていただき舞踏会のような場にも連れていっていただいて……功史朗様のような素敵な男性と二人で過ごす時間、すべてが夢のようでした」

　足の力が抜けて、身体が横に倒れ込んだ。

「それから、何も知らない私の身体に、功史朗様が全てを教えてくださって……朝、目が覚めた時に功史朗様が隣にいてくださる幸せが、これからも私だけのものであればと、思うようになってしまったのです」

「……絢子、君は」

　後ろ手に縛られていた手が解かれ、功史朗様が私の手首をさすりながら、私の身体を起こして胸に抱き寄せてくれる。

　頬や身体に功史朗様の体温を感じると、涙がさらに溢れた。

「身分の高い方々のご結婚は釣り合うお家柄の方とされるのが当然で、私など、それを夢見る資格すらないことは重々承知しておりますのに、こうして別宅に住まわせていただいて、功史朗様のお情けをいただけるだけでもありがたいことと承知しておりますのに、それでも、いずれ功史朗様がお屋敷に奥様をお迎えになって、そのお二人をここから見ることになるのは、とても耐えられそうにありません。ですから、功史朗様がご結婚される前に、この家から出たいと思うようになったのです。功史朗様が他の女性と幸せに過ごされる様を見なくて済むように」

　泣きながら話したので、功史朗様のはだけたシャツと胸が濡れていた。

　功史朗様はそれに構わず、私を優しく抱き締め、温もりで包んでくれる。

「どうしてもっと早く言わない？　そうすれば、こんな仕打ちをせずに済んだものを」

　縛られて跡がついた私の手首に、功史朗様が口づけた。

「こんなこと、お伝えしてはいけないからです。私は使用人で、功史朗様は伯爵様です。自分の立場をわきまえ、黙って去るつもりでございました」

「……誰も彼も、俺の気持ちは考えないのか」

　小さい声で功史朗様が何か呟いたけれど、よく聞こえなかった。

「え……？」

「いい。布団を敷いてやるから眠りなさい」

　そう言って功史朗様が、押し入れから一組の布団を出して敷いてくれた。

「功史朗様は……？」

　ご自分の寝室に戻られるんだ。ここは妾に用意された離れで、主人には相応しいお屋敷があるから。だから、寂しい、と思うのは間違っている。

　察したように微笑む功史朗様は、私の頭を撫でてくれる。

「ここにいるよ。だがあまり眠くなくてね。俺に構わず眠りなさい」

　裸で布団に横たわる私に掛け布団をかけて、功史朗様はおでこに口づけてくれた。

　それは、静かな幸福だった。

　功史朗様が座る横で、ゆっくりと眠りに落ちていく……。









エピローグ







　絢子が眠ったのを見届けてから、火をつけた蚊取り線香を手に縁側へ出て、静かに障子と窓を閉めた。

　片膝を立ててもう片方の足を庭へ投げ出すようにして座り、柱にもたれて夜空を見上げると、瞬く星が綺麗だった。

　上を向いたまま目を閉じると、虫の音と、時折、山から渡ってくる風が木々を揺らす音が響く。

　ここは、梓家が先祖代々受け継いできた土地だ。俺自身ここで生まれ、この土地に住んできた。

　心地よい空気と住み慣れた家だが、絢子と共にこの土地で暮らしていけないのならここを離れる決断にも躊躇はしないだろう。

　気まぐれに梓家に招き入れた時、自分の中でこれほどまでに彼女の存在が大きくなるとは思いもしなかった。

　利発さと育ちの良さに感心し、請われるがまま、そして俺自身が望むままその身体に触れるうち、どうやら俺は、俺の理想の女性として絢子を仕込んでしまったようだ。

　自分が紡いだ糸に自ら絡め取られるとは滑稽な話だが、それゆえに生涯を共にしたいと思う女性を見つけられたと思えば僥倖といえるだろう。

　父や祖父、それより以前のご先祖にも申し訳ないことではあるが、俺は絢子と歩む人生を何より優先する。だから、まずは家督を譲るに値する者を養子にして、その者に梓家伯爵を名乗るに相応しいふるまいを覚えてもらい――とはいえ、俺が今までやってきたことだ、そう難しいことではないから、十全に準備を整える必要もないか。

　それが済んで、晴れて家督を譲れば、俺は絢子を連れてこの家を出よう。

　当面の仕事は寿久のところで働かせてもらおう。絢子を食べさせていく程度なら十分だ。

　ただまあ、佐伯は怒るだろうな。いや、悲しむだろうか。

　小さい頃から梓家の嫡男として育ててきた俺が家を捨て、女をとると言えば、怒りよりも失望のほうが大きいかもしれない。

　正直、小さい頃の思い出は親より佐伯とのほうが多い。俺の教育係であると同時に、実の親よりも愛情深く俺の相手をし、時には叱ってくれた。彼を裏切るのは心苦しいが、家か絢子かの選択を迫られるのならば、絢子を選ぶ、それだけだ。

　明日、佐伯が戻ってきたら話そう。それまで、絢子の隣で眠ろう。







「……様、功史朗様。こんな所で眠っては身体に毒です。起きてください」

　ゆうべ、縁側で眠ってしまったらしい俺は早朝、屋敷に戻ってきた佐伯に起こされた。

「ん……佐伯、帰ったのか。休日はゆっくり出来たか？　また土産話でも聞かせてくれ。それから……折り入って話があるんだ」

「白川さんに関するお話ですか？」

　庭先に立つ佐伯の顔を見上げる。

「察しがいいな、その通りだ」

「では恐れ入りますが、先に私の話を聞いていただきたくお願い申し上げます。よろしいでしょうか」

　佐伯が俺の話を聞くよりも先に自分が話そうとするなんてことは、今までなかった。

　よほどの事なのだろう。

「分かった。じゃあここに座って、先に話を聞かせてくれ」

　縁側の、俺の隣に座るよう促した。

「ありがとうございます」

　俺の横に座って佐伯は、

「まずお話の要旨から申し上げますと、白川さんには功史朗様にお輿入れいただき、梓家の奥様として功史朗様を末永くお支えいただきたい、ということです」

「それは出来ないと、執事の職を賭してまで俺に説教したのではなかったか？」

　五日前の休みを取る前と全く逆のことを言い出した佐伯は、どこか頭を打ったのだろうか。

　だが、そうではないと頭を振る佐伯は、「まずは」と前置いた。

「順を追ってご説明させていただきます。私はお休みをいただいて先日、白川さんの父方のお祖父様が昔、住まれていた奈良県へ行って参りました」

「奈良？　大阪の隣の？」

　いくら汽車が通ったとはいえ、片道だけで半日以上かかる距離だ。

「はい。以前、白川さんがお持ちの見事な書を見せていただいたのですが、それが奈良の興福寺の高僧の手によるものだったので、書の元の持ち主であるお祖父様はどういった方なのかを知るべく、興福寺とその周辺地域を廻ってまいりました。そして、お祖父様である白川氏とお知り合いだった方の情報を得ますと、幸いにもその方がお元気でいらっしゃって、お話をうかがうことが出来たのです」

　確かに、もし知り合いを見つけたとしても絢子のお祖父様と同じ世代の方なら、ご存命かどうかも分からない。

「よく話をうかがうことが出来たな。だいぶ骨を折ったのじゃないか？」

「それが、たまたま食事をするのに入った食堂の店員が、白川氏のことを知っていそうなご老人のことを教えてくれたので、労せず目当ての人に行き着くことが出来ました。もしかしたら、白川さんのご先祖様のお導きもあったのかもしれません」

「そうなのか、しかしそれでよく見つけられたな」

　たった一つの書から人の繋がりを辿るのは並大抵のものじゃない。本職の探偵でもないのだから、やたら機運が回ってきていたと見られる。

　その通り、佐伯は苦笑を交えながらも続けた。

「はい、幸運だったとは思います。それで白川氏のことをご存じのその方がおっしゃるには、白川氏は明治のご一新の時に男爵に叙せられたのですが、その後、爵位を返上されたそうなのです」

「返上？」

　通常、返上するのは家名にキズがつくような不祥事を起こした時など、不名誉な理由が多いものだが。

「白川氏は、ただでさえ充分でない報碌を、男爵の面目を保つためにご自身が使い果たすのではなく、資産を少しでも子孫に残すため、爵位を返上なさったようなのです。そして、元々はご先祖が天皇に賜ったさんずいの河の字の白河だった苗字を、平民の身で名乗るのは恐れ多いと川の字の白川に字を変えられたということでした」

「つまり、それって……」

「ええ、そのため白川さんは、奈良華族の男爵の血を引く、梓家に嫁入りするに相応しい家柄のお生まれだったということがわかったのです。白川氏の孫である絢子さんが、平民にそぐわぬ教養を身につけ、凜とした雰囲気をまとっていたのには、やはり、辿れば由緒がございました。身分を落とし、苗字を変えたとしても、先祖代々受け継がれた教養や家庭内の文化はそうそう途切れるものではございませんね」

　佐伯が立ち上がって、俺の正面に立つ。

「功史朗様が白川さんとご結婚されることは梓家にとって大変おめでたい事だということです。白川さんのご実家へは、奈良からこちらに戻る途中で立ち寄り、梓家の使者として私が既にお話を通させていただきました。あちらのご家族も、白川さんのご結婚のお話に、それはそれはお喜びになっていらっしゃいましたよ」

　……養子を迎えて家督を譲ることまで考えていたのに、ひと晩寝たら状況が一変してしまった。

「つまり、絢子を妾ではなく、本妻として屋敷に迎えていいんだな？」

「左様でございます」

「絢子の出自を調べるために、わざわざ貴重な休みを使ってくれたのか？」

「梓家の執事として、当然の行いでございます」

　自分の思いが通らないからとイラついて、出ていけなどと言った主に、ここまで尽くしてくれるとは。

「佐伯、よく調べてくれた。ありがとう」

「身に余るお言葉、光栄にございます。では功史朗様、今後のことを考えないといけませんので、お屋敷へとお戻りいただけますか」

「絢子が起きたら、一緒に屋敷へ行くよ。まだ、しばらく起きないと思うが」

　目が覚めた時、隣にいてやりたい。俺に何もねだらない絢子が唯一、願ったことだから。

「……かしこまりました。では私は鞄の荷ほどきを先に済ませることに致します」

　そう言いながら佐伯は一瞬、呆れたような顔をしたが、すぐにいつもの顔になり、屋敷へ戻っていった。

　佐伯が屋敷のほうへ向かうのを見ながら、さっきの彼の話を思い出す。

　梓家に相応しい家柄の出だから、絢子を梓家に歓迎すると佐伯は言った。

　絢子の人格はカケラも考慮していない話で、あまり気分のいいものではない。

　だが理由はなんにせよ、絢子を妻として俺のそばにおけるというのは嬉しいことだ。

　縁側から部屋へ戻ると、やはり絢子はまだぐっすり眠っていた。

　昨日はひどくしたから、目が覚めたら佐伯が持って帰ってきた話をして、それから、思いきり甘えさせてやりたい。

　絢子の髪を撫でながら、どんな風に甘えさせようか、思案する。

「絢子」

　耳元で囁くと、絢子は「ん、」と声を上げて薄く目を開けた。




　　　　◇◇◇




　功史朗様に呼ばれたような気がして、目を開けた。

　でも、まだ眠い……と薄目で周りを見回すと、功史朗様がすぐそばで見つめてるのがわかった。

「功史朗、様……？」

「すまない、起こしてしまったか」

「平気です、目が覚めた時にこうしてそばにいてくださるの、嬉しい」

　ふわふわした気分のまま、功史朗様の首に腕を回した。

「どうした……？　寝ぼけてるのか？」

「んーん、おそばにいられて嬉しいだけです」

　ハッキリ目が覚めているとこんな風に功史朗様に話しかけるのは無理かもしれない。だからやっぱり、寝ぼけているのかもしれなかった。

「絢子、さっき佐伯が戻ってきたよ」

　ちゅ、と軽く口づけられた。

「それで、佐伯が言うには、絢子は本当は、華族のお嬢様だったらしい」

「え？　……なんですか、それ？　夢？」

　ハハ、と声をあげて功史朗様が笑う。功史朗様の唇が、まだ裸の胸の先を吸った。

「んァ……！」

　そのまま舌が這い、功史朗様の手が太ももを上がってきて、ゆうべ、何度お願いしてもきいてもらえなかった箇所を撫で上げた。

「ふ……ぅ、こう……ろさ、まぁ……？」

「ゆうべはひどくしたから、今日は絢子を気持ち良くしてあげるよ」

　クチュ、クチュと赤い芽のところを功史朗様が何度も撫でてくる。

「あ、あんッ……、こ……しろ……さ、ま……アァ！！」

　ゆうべの熱がまだ残っているそこは、少し触れられただけですぐに達してしまった。

　でも、功史朗様の指はまだ私を逃さない。

「あ……ッ、も、う……やめ……ッ」

「何回も我慢したんだから、何回もイけるだろう？　ほら、絢子は俺の妻になるんだから、これくらいでは許さないよ」

　さっきから功史朗様は、何をおっしゃっているんだろう。

「あッ、……んん、功史朗様の、つま？」

「そうだよ。佐伯が調べてきてくれたんだ、絢子は元々は華族の家柄の出だから、梓家に遜色ない家柄のお嬢様なんだそうだよ。あぁ、もうイきそうだね、イく時はなんと言うと教えた？」

「……お、お許しくださ、い……ぃ、ごしゅじ、んさま、ァ……ぁん！」

　さっきよりも深い快感に身体が支配される……どくん、どくん、と功史朗様の触れたところが拍動している。

　快感で全身の力が抜けていくと、支えるように腰を両手でつかまれた。

「絢子……俺の妻になってくれるか？」

　え？　と思う間もなく、功史朗様が私を奥まで貫いた。

　息が止まるほどの快楽が全身を襲う。

「返事は？」

　激しく腰を打ち付けながら、たずねてくる澄ました声は反則だった。

「……っ、こ……しっ、ろ、っま……」

　功史朗様と私の肌が当たる音と、二人の息づかい。なんておっしゃったのか、もう頭が真っ白になって理解できていなかった。

　ただ、動きを止めた功史朗様が私に強く腕を回して、

「絢子が……欲しい……っ」

　そう言って、強く抱き締めてくれたのだけはわかった。

　拍動を身体の奥で受け止め、功史朗様の背中に、私は腕を回した。
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　さっき、すごく幸せな言葉をたくさんもらった気がする。でも、功史朗様に与えられる快感に溺れていて、あまり思い出せない。

　そんな私に、功史朗様はもう一度耳元で伝えてくれる。

「絢子、俺の妻になってほしい」

「この離れの座敷でなく、お屋敷で、ですか？」

「そうだ。絢子は梓家の奥方になるに相応しいと、佐伯も認めた」

　首筋に功史朗様が印をつけるように、口づけてくる。

「本当に、いいのですか……？」

　妾でなく、妻として？

　功史朗様が正面から私を見つめる。

「それは俺の言葉だよ。絢子。俺と結婚してくれるか？」

　思いに気づいてからは、その言葉だけを夢見る日だった。

　思いを告げてから、功史朗様との結びを得られない事実に悲しみが積もり続けた。

　――だからこそ、通じ合えたことが信じられなくて、そしてこんなにも幸せなことだと知れるなんて、思いも寄らなかった。

　嬉しい。ただ、ただ嬉しいのに、涙が溢れて止まらない。

「……はい！」

　功史朗様の首に腕を回して抱きついた。

「そうか、よかった……」

　二人で、幸せな眠りに落ちていく。

　目が覚めたら、これからはずっと、功史朗様のおそばで……――。




【完】











あとがき




　本書「宵の伯爵と新米メイド～甘く秘めやかな教育から今日も逃げられません～」を最後まで（こんなところまで）読んでいただきまして、ありがとうございます。

　個人的に明治～大正頃に建てられた洋館が好きで、見学したり、関連書籍を持っていたりしますので、いつか、そういうお屋敷に住む人達のお話を書ければいいなと思っていました。そしていざ書き始めてみますと、自分の知識の少なさで首を締めまくりで……当たり前ですが、現代の生活文化とは異なる風俗が多く、少し書いては「あれ？」と調べるということを繰り返しました。

　インターネットが普及するまではいちいち図書館で調べるしかなかったことを、今はＰＣで、自宅に居ながらにして大抵のことを調べられるので、ありがたいなぁと思います。

　このお話における洋館の主、梓功史朗はいわゆるスパダリです。近代日本において、昭和二十二年に制度が廃止されるまでは特権階級だった華族で、背が高くて整った顔立ちで。大正時代で身長180cm超えはかなり高いほうだと思いますが、知り合いの明治生まれの方で190cm超えの方がいらしたので、あり得ないわけではないかなと思っています。が、この功史朗さん、書き進めるうちにどんどんムッツリスケベになっていく……。いえお話の展開上、ある程度は仕方ないのですが、それにしてもムッツリだろ！　としばしばツッコミ入れながら書いておりました。

　ヒロインの白川絢子は、平民なんだけど、どこか育ちの良さを感じさせる女の子、というイメージで書いていました。そしてこの時代の女性の下着事情は調べれば調べるほど「…よし、うやむやにしてしまおう」と思ってしまいました。結果、絢子は功史朗さんと二人でいる時はほぼ下着は着けてないんじゃ、という描写になってしまっております……絢子ごめん、という感じです。

　そして大正時代といえば1923年（大正十二年）に関東大震災が発生した時代です。このお話にもそこを含めるべく考えていたのですが、ストーリーの展開上、ヒロインの絢子が長いこと登場しない所が出てきたり、つらい描写も避けては通れないと考え、震災が起きる前のお話ということにしました。そのことで割を食ってしまったのが、功史朗の幼なじみの松小路寿久です。彼は親がお金持ちでいかがわしいパーティを主宰してるチャラ男で、時々小遣い稼ぎ程度に父親の仕事を手伝っている、みたいな人物になっていますが、実は震災時に色々と活躍するキャラの予定でした。

　現代が舞台のお話だったら、スピンオフで寿久が主人公のお話も書いてもいいなと思うのですが、今のところ寿久が主人公の予定のお話はありません……何故なら、時代ものは時代考証が大変だから！！　です。軽い気持ちで「大正時代って建物も着物のデザインも素敵だから、物語の舞台にしよーっと♪」なんて考えた私のバカ……と何度、書きながら、資料を調べながら思ったかしれません。時代小説を書かれる作家さんは、改めてすごいなぁと思った次第です。

　最後に、今回もお世話になりました編集担当のＦ様と、素敵な表紙と挿絵を描いてくださった蘭あららぎ蒼史そうし様に、深く御礼申し上げます。ありがとうございました。




二〇二三年二月吉日

叶かのうマリン







トパーズノベルス

同時配信二〇二三年二月二四日配信予定
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義理チョコのお返しが重すぎるガチ恋後輩男子は好きですか？


【書下ろし・イラスト五枚入り】







著作：如月一花

イラスト：龍　胡伯







　『イケたみたいですね。じゃあもっとしましょうか』







　　椿つばきは義理チョコを社内で配っていると、後輩宗像むなかたからホワイトデーに高級レストランに誘いたいと言われる。揶揄われていると思い、社内に好きな人がいると伝えれば応援すると言われてしまい、あの手この手で近寄られて!?










トパーズノベルス

近日配信二〇二三年三月三一日配信予定








龍は虜囚で愛を繋ぐ～後編～（仮）（仮）


【書下ろし・イラスト五枚入り】




　著作：赤城まや　　イラスト：龍　胡伯







　『お前がどんな罪を犯していようと関係ない。俺は、お前を愛している』




　　一ノ瀬雪香は不動龍斗の父を殺した容疑をかけられ、龍斗の為に全ての罪を負う。だが龍斗は雪香を監禁、性奴隷にしてしまう。すれ違いながらも再び強く惹かれあう二人に、龍斗の母や彼に対立する男達が罠を…!?










ブルダリアス王国物語～第二話～（仮）


【書下ろし・イラスト五枚入り】




　著作：月森あいら　　イラスト：緒田涼歌







　『悪役令嬢』アネットを助けてくれたのは、金と銀の双子王子様たち——どちらかを選べなんてそんなの無理！




　　そんなのわたしのキャラじゃない！　――『悪役令嬢』子爵令嬢アネットに前世の記憶はない。幻の花を咲かせた奇跡を疑われるアネットを救ってくれた金と銀の双子王子様たち、どちらかを選べなんてそんなの無理！










トパーズノベルス
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